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こ
の
度
、
第
九
回
同
窓
会
総
会
に
お
い
て
皆
様
の

承
認
に
よ
り
、
平
成
十
八
年
度
及
び
十
九
年
度
の
会

長
に
就
任
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
二
年
間

に
あ
た
っ
て
、
ご
挨
拶
と
と
も
に
抱
負
を
述
べ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
存
知
の
よ
う
に
今
回
の
就
任
期
間
中
に
我
々
同
窓
会
は
設
立
二
十
周
年
を

迎
え
ま
す
。
初
代
濱
本
会
長
の
下
、
設
立
さ
れ
た
同
窓
会
も
成
人
式
を
迎
え
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
二
代
目
会
長
と
し
て
微
力
な
が
ら
同
窓
会
活
動
に
尽
力

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
も
の
と
し
て
、
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
会
長
と
し

て
の
提
案
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
十
年
、
二
十
年
の
発
展
の
礎
と
な
る
べ
く
、

二
十
周
年
の
記
念
式
典
を
計
画
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は

関
係
各
位
の
同
窓
生
と
綿
密
に
相
談
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
、
会
長
就
任
に
あ
た
り
い
く
つ
か
会
員
の
皆
様
に
公
約
を
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
今
ま
で
の
同
窓
会
活
動
を
継
承
し
つ
つ
更
な
る
充
実
を
図
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
同
窓
会
の
組
織
を
刷
新
し
ま
し
た
。
従
来
の
執
行
機
関

と
決
定
機
関
を
兼
ね
て
い
た
理
事
会
を
新
し
い
理
事
会
で
は
決
定
機
関
の
み
と

し
、
新
た
に
執
行
機
関
と
し
て
執
行
部
を
置
き
ま
し
た
。
こ
の
執
行
部
の
中
に

今
回
の
公
約
を
実
行
す
る
た
め
に
、
事
業
局
、
学
術
局
、
広
報
局
、
教
育
研
修

支
援
局
を
設
置
し
ま
し
た
。
執
行
機
関
と
決
定
機
関
を
分
割
し
て
役
割
を
明
確

に
す
る
こ
と
で
、
同
窓
会
事
業
を
大
胆
に
、
迅
速
に
、
公
正
に
行
う
こ
と
が
出

来
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
な
お
、
新
し
い
執
行
部
お
よ
び
理
事
会
役
員
、
な
ら

び
に
理
事
会
の
体
制
に
つ
い
て
は
別
掲
の
記
事
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

同
窓
会
事
業
の
継
承
と
充
実
と
は
、
従
来
の
留
学
支
援
、
研
究
支
援
お
よ
び

地
方
支
部
会
支
援
な
ど
の
活
動
は
そ
の
ま
ま
に
、
新
た
に
卒
前
教
育
支
援
、
研

修
支
援
お
よ
び
女
性
医
師
へ
の
支
援
な
ど
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。
具
体
的
な

内
容
に
つ
い
て
は
別
掲
の
記
事
や
今
後
の
理
事
会
報
告
を
参
照
し
て
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
こ
の
二
年
間
に
お
い
て
十
分
に
執
行
可
能
か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
本
学
（
医
学
部
）
執
行
部
の
先
生
方
へ
の
大
学
運
営
の
充
実
に
向
け
て

の
更
な
る
働
き
か
け
や
上
記
に
述
べ
た
活
動
を
円
滑
に
執
行
す
る
た
め
の
基
盤

強
化
に
利
す
る
と
思
わ
れ
る
法
人
化
へ
の
準
備
を
行
っ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　

最
後
に
、
皆
様
も
ご
存
知
の
よ
う
に
平
成
十
六
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
た
臨
床

研
修
制
度
の
必
須
化
に
よ
る
功
罪
は
巷
間
、
色
々
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ

の
中
で
も
、
平
成
十
八
年
度
か
ら
の
後
期
研
修
が
始
ま
っ
た
現
在
、
特
に
地
方

の
大
学
病
院
へ
の
影
響
（
こ
の
際
は
好
ま
し
く
な
い
と
言
う
意
味
で
）
は
大
で

あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
二
年
間
の
私
の
行
動

は
同
窓
会
の
根
幹
で
あ
る
香
川
大
学
お
よ
び
香
川
大
学
医
学
部
の
充
実
、
発
展

の
た
め
、
更
に
そ
こ
で
働
い
て
お
ら
れ
る
同
窓
生
の
た
め
に
軸
足
を
置
く
こ
と

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
長
期
的
な
展
望
で
見
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
総
じ
て
同
窓
会
全
体
、
そ
し
て
大
学
を
離
れ
ら
れ
た
同
窓
生
に
も
利
す
る

も
の
で
あ
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
同
窓
会
活
動
へ
の
ご
理
解
と

微
力
な
私
へ
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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（
昭
和
六
十
三
年
卒
）

　

同
窓
生
の
皆
様
、
三
期
生
の
横
井
徹
で
す
。
こ
の

た
び
理
事
会
理
事
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
の
で
ご
報

告
い
た
し
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

国
立
大
学
の
独
立
法
人
化
を
き
っ
か
け
に
し
て
全
国
の
国
立
大
学
は
今
、
独

自
の
特
色
を
出
さ
な
け
れ
ば
生
き
残
っ
て
い
け
な
い
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と

い
え
ま
す
。
特
に
い
わ
ゆ
る
新
設
医
大
群
の
現
状
は
深
刻
で
あ
り
、
な
か
で
も

新
設
医
大
で
最
後
尾
グ
ル
ー
プ
の
一
つ
で
あ
る
香
川
大
学
医
学
部
は
さ
ら
に
事

態
は
深
刻
で
す
。
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
、
と
さ
え
も
感
じ
ま
す
。
私
は

一
九
八
八
年
に
卒
業
し
て
一
九
九
九
年
冬
に
父
の
医
院
で
あ
る
横
井
内
科
医
院

に
戻
っ
て
く
る
ま
で
の
十
一
年
半
余
り
を
ず
っ
と
県
外
で
過
ご
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
間
、
正
直
母
校
で
あ
り
な
が
ら
香
川
医
大
の
こ
と
は
余
り
気
に
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
事
で
す
が
香
川
医
大
出
身
者
が
ほ
と
ん
ど

い
な
い
混
成
部
隊
の
病
院
で
の
勤
務
で
お
互
い
出
身
大
学
を
気
に
す
る
こ
と
な

く
仕
事
が
で
き
て
い
た
か
ら
で
も
あ
り
ま
し
ょ
う
。
と
こ
ろ
が
一
九
九
九
年
に

香
川
に
戻
っ
て
か
ら
は
、
や
は
り
地
域
の
医
療
機
関
と
の
連
携
が
命
の
開
業
医

生
活
で
す
。
大
学
の
こ
と
は
い
や
で
も
気
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で

徐
々
に
気
が
付
い
た
の
は
、「
県
内
の
同
規
模
の
一
般
総
合
病
院
に
比
べ
こ
れ

と
い
っ
た
特
色
が
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
少
な
く
と
も
私
の
卒
業
時
よ

り
も
「
な
ん
と
な
く
活
気
が
な
い
」
印
象
は
ぬ
ぐ
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
、

同
期
生
の
友
人
た
ち
か
ら
い
ろ
い
ろ
話
を
聞
い
た
り
し
て
み
る
に
つ
れ
「
仕
方

が
な
い
な
あ
」
と
思
い
な
が
ら
も
、
卒
業
生
と
し
て
寂
し
い
思
い
を
し
て
お
り

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
ひ
ょ
ん
な
き
っ
か
け
か
ら
総
合
診
療
部
の
五
年
次
ポ
リ
ク
リ
学
外

実
習
の
一
環
と
し
て
学
生
さ
ん
た
ち
と
触
れ
合
う
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
は
学

内
に
残
っ
て
い
る
卒
業
生
の
ス
タ
ッ
フ
の
先
生
方
と
よ
り
深
く
交
流
す
る
よ
う

に
な
る
に
つ
れ
て
、
中
に
は
頑
張
っ
て
い
る
人
も
い
る
と
い
う
こ
と
を
知
り
、

安
堵
感
も
す
こ
し
出
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
最
近
で
は
客
観
的
に
見
て
も
診

療
レ
ベ
ル
の
よ
り
高
い
、
西
日
本
で
も
臨
床
を
リ
ー
ド
で
き
る
セ
ク
シ
ョ
ン
が

徐
々
に
で
す
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
も
実
感
で
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
一
開

業
医
と
し
て
も
で
き
る
範
囲
で
応
援
し
た
い
な
あ
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
二

年
前
に
学
年
理
事
に
推
薦
さ
れ
、
今
年
は
な
に
か
の
拍
子
で
？
理
事
長
に
ま
で

選
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
経
緯
で
同
窓
会
に
か
か
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
す
の
で
、

自
分
自
身
ど
の
よ
う
に
同
窓
会
を
通
じ
て
大
学
に
貢
献
で
き
る
の
か
ま
だ
ま
だ

具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
ま
せ
ん
が
、
で
き
る
範
囲
で
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
同
窓
生
の
皆
様
全
員
の
ご
協
力
を
な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
か
ら
同
窓
会
組
織
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
先
日
の
同
窓
会
誌
に
掲

載
さ
れ
ま
し
た
高
橋
則
尋
現
会
長
の
「
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」
に
も
あ
り
ま
す
よ
う

に
、
今
後
香
川
大
学
に
同
窓
会
と
し
て
十
分
な
サ
ポ
ー
ト
・
提
言
が
で
き
る
よ

う
、「
も
の
言
う
本
物
の
同
窓
会
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
必
要
が
出
て
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
あ
た
か
も
内
閣
と
国
会
の
よ
う
に
執
行
部
と
理
事
会
を
完
全

に
独
立
さ
せ
「
二
権
分
立
」
の
機
関
を
作
る
こ
と
に
よ
り
、
組
織
上
は
今
ま
で

よ
り
も
よ
り
迅
速
か
つ
的
確
な
緊
張
感
の
あ
る
意
思
決
定
が
可
能
に
な
っ
た
と
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思
い
ま
す
。
た
だ
し
そ
れ
を
生
か
す
も
殺
す
も
、
最
終
的
に
は
理
事
・
執
行
部

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
香
川
に
残
る
卒
業
生
た
ち
を
中
心
と
し
た
同
窓
生
た
ち

の
協
力
に
か
か
っ
て
い
る
と
思
う
わ
け
で
す
。
も
ち
ろ
ん
県
外
に
在
住
の
同
窓

生
の
皆
さ
ん
か
ら
も
有
形
無
形
の
ご
協
力
ご
支
援
を
い
た
だ
け
る
こ
と
は
今
後

の
活
動
へ
の
活
力
に
な
り
ま
す
。
そ
の
意
味
で
ぜ
ひ
と
も
日
本
中
ど
こ
に
い

て
も
、
た
と
え
海
外
に
い
て
も
常
に
気
に
か
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
大
変
あ
り
が

た
い
で
す
。
そ
し
て
、
今
ま
で
同
窓
会
活
動
に
対
し
て
余
り
積
極
的
で
な
か
っ

た
皆
様
に
も
一
目
お
い
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
活
動
が
で
き
れ
ば
、
そ
の
た
め

に
理
事
会
と
し
て
理
事
長
と
し
て
少
し
で
も
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
全
国
に
散
ら
ば
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
日
々
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
す
べ

て
の
皆
さ
ん
は
全
員
、
縁
あ
っ
て
香
川
と
い
う
一
地
方
で
学
生
と
し
て
青
春
？

の
一
時
期
を
と
も
に
過
ご
し
た
「
共
通
項
」
を
持
つ
仲
間
た
ち
で
す
。
こ
れ
か

ら
の
香
川
大
学
医
学
部
が
い
い
意
味
で
成
長
で
き
る
よ
う
、
皆
様
お
一
人
お
一

人
の
直
接
間
接
の
ご
協
力
を
こ
れ
か
ら
も
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

今
後
の
同
窓
会
活
動
に
つ
い
て
御
意
見
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
、
小
さ
な
こ
と
で

も
結
構
で
す
の
で
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
下
記
に
い
つ
で
も
連
絡
い

た
だ
け
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

香
川
大
学
医
学
部
医
学
科　

同
窓
会　

讃
樹
會
事
務
局

〒
七
六
一―

〇
七
九
三　

香
川
県
木
田
郡
三
木
町
池
戸
一
七
五
〇―
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
八
七―

八
四
〇―

二
二
九
一
（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

e-m
ail: dousou@

m
ed.kagaw

a-u.ac.jp
http://w

w
w
.km
s.ac.jp/~dousou/index.htm
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第９回総会開催報告

第
９
回
総
会
議
事
録

開
催
日
時　

平
成
18
年
４
月
２
日
（
日
）

開
催
場
所　

臨
床
講
義
棟　

１
Ｆ

　
　
　
　
　

14
：
00
〜
15
：
00　

総
会

　
　
　
　
　

15
：
00
〜
16
：
00　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
臨
床
教
育
と
香
川
大
学
医
学
部
卒
後
臨
床

研
修
の
現
状
と
将
来―

果
た
し
て
医
学
部

に
明
る
い
未
来
は
あ
る
の
か
？―

」

　
　
　
　
　

16
：
00
〜
17
：
00　

記
念
講
演
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

演
題　

こ
れ
か
ら
の
香
川
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

講
師　

香
川
大
学
学
長　

一
井
眞
比
古
先
生

　
　
　
　
　

17
：
00
〜
懇
親
会　
「
菊
水
」
に
会
場
を
移
し
て
開
催

１
．
開
会
宣
言
（
髙
橋
会
長
）

　
　

出
席
者
と
委
任
状
を
合
わ
せ
て
、
三
九
〇
名
と
な
り
、
正
会
員
の
十
分
の

一
以
上
の
出
席
と
み
な
さ
れ
総
会
が
成
立
し
た
。

２
．
議
長
選
出　

立
候
補
な
く
、
満
場
一
致
で
副
会
長
の
関
啓
輔
先
生
（
昭
和

六
十
二
年
卒
）
が
選
出
さ
れ
た
。

３
．
教
授
就
任
祝
賀
の
報
告　

平
成
十
六
年
十
二
月
一
日
付
で
清
水
徹
先
生

（
昭
和
六
十
二
年
卒
）
が
金
沢
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
細
菌
感
染
症

制
御
学
教
授
に
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
付
で
木
下
博
之
先
生
（
平
成
四

年
卒
）
が
兵
庫
医
科
大
学
法
医
学
講
座
教
授
に
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日

付
で
山
口
芳
裕
先
生
（
昭
和
六
十
一
年
卒
）
が
杏
林
大
学
医
学
部
救
急
医

学
教
授
、
宮
本
修
先
生
（
平
成
元
年
卒
）
が
倉
敷
芸
術
科
学
大
学
生
命
科

学
部
教
授
に
就
任
さ
れ
た
旨
、
関
議
長
よ
り
報
告
さ
れ
た
。

総会

会長選挙開票風景

ご講演いただいた一井学長に花束贈呈

懇親会
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４
．
平
成
十
六
、十
七
年
度
事
業
報
告 

　

▼　

編
集
委
員
会
大
森
委
員
長
よ
り
報
告
。「
名
簿
発
刊
は
、
平
成
十
七

年
一
月
、
平
成
十
八
年
一
月
で
、
発
行
部
数
は
と
も
に
二
二
〇
〇
部
。

会
報
発
刊
は
平
成
十
六
年
九
月
（
二
二
〇
〇
部
）、
平
成
十
七
年
一
月

（
二
三
〇
〇
部
）、
平
成
十
七
年
八
月
（
二
三
〇
〇
部
）、
平
成
十
八
年
一

月
（
二
四
〇
〇
部
）
の
計
四
号
を
発
刊
し
た
。」

　

▼　

学
術
委
員
会
西
山
委
員
長
よ
り
報
告
。「
昨
年
度
か
ら
研
究
助
成
金
事
業

を
開
始
し
た
。
第
一
回
目
は
ト
ー
タ
ル
で
一
五
〇
万
円
以
内
と
い
う
規
定

の
も
と
、
正
木
勉
先
生
（
平
成
二
年
卒
）
に
一
〇
〇
万
円
、
井
町
仁
美
先

生
（
平
成
七
年
卒
）
に
五
〇
万
円
と
決
定
し
交
付
し
た
。
両
名
の
先
生
に

は
、
次
回
の
総
会
で
報
告
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、

二
回
目
で
あ
る
本
年
度
か
ら
、
若
い
人
の
チ
ャ
ン
ス
拡
大
の
た
め
、
研
究

助
成
金
一
〇
〇
万
円
、
研
究
奨
励
金
五
〇
万
円
の
二
つ
に
分
け
て
助
成
を

行
う
こ
と
に
な
っ
た
。」「
国
外
留
学
助
成
事
業
は
、
平
成
十
六
年
度
分
は
、

出
石
邦
彦
（
平
成
三
年
卒
）、
萩
池
昌
信
（
平
成
五
年
卒
）、
松
原
啓
介
（
平

成
九
年
卒
）、
山
下
史
朗
（
平
成
九
年
卒
）、
岡
田
真
樹
（
平
成
十
二
年
卒
）。

平
成
十
七
年
度
分
は
、　

山
本
由
佳
（
平
成
五
年
卒
）、
島
昇
（
平
成
六
年

卒
）、
以
上
七
名
に
国
外
留
学
助
成
金
が
交
付
さ
れ
た
。」（
敬
称
略
）

５
．
平
成
十
六
、十
七
年
度
決
算
報
告
お
よ
び
監
査
報
告　
　

　
　
　

安
岐
財
務
委
員
長
の
代
理
で
、
西
山
学
術
委
員
長
よ
り
決
算
報
告
が
行

わ
れ
、
佃
先
生
の
監
査
報
告
の
後
、
参
加
者
の
承
認
を
得
た
。

６
．
会
長
選
挙

　
　
　

立
候
補
が
髙
橋
則
尋
会
長
（
昭
和
六
十
一
年
卒
）
の
み
で
あ
る
た
め
、

信
任
投
票
を
実
施
し
た
。
総
会
開
催
宣
言
ま
で
に
届
い
た
郵
便
投
票
に
、

総
会
出
席
者
の
投
票
を
加
え
、
選
挙
実
施
委
員
長
の
乾
先
生
及
び
選
挙
実

施
委
員
、
総
会
出
席
者
も
協
力
し
、
開
封
作
業
が
行
わ
れ
る
。

　
　
　

総
数
三
七
〇
票
の
投
票
の
内
、
信
任
票
三
七
〇
票
で
髙
橋
則
尋
氏
の
次

期
会
長
再
任
が
決
定
し
た
。

７
．
会
長
所
信
表
明　

会
長
に
再
任
さ
れ
た
髙
橋
則
尋
会
長
に
よ
る
所
信
表
明

が
行
わ
れ
た
。

８
．
副
会
長
任
命　

新
し
い
執
行
部
の
副
会
長
に
、
平
川
栄
一
郎
先
生
（
継

続
）、
関
啓
輔
先
生
（
継
続
）
を
会
長
が
任
命
し
、
総
会
に
お
い
て
承
認

を
得
た
。

９
．
会
則
の
変
更

　
　
　

正
会
員
の
会
費
（
会
費
規
定
第
二
条
）
の
改
正
案
が
、
満
場
一
致
で
承

認
さ
れ
た
。

　
　
「
正
会
員
は
入
会
金
一
〇
、〇
〇
〇
円
、
及
び
年
会
費
五
、〇
〇
〇
円
と
す

る
。
但
し
、
十
年
以
上
の
会
費
を
納
入
す
る
場
合
、
そ
の
総
額
に
対
し
て

二
〇
％
を
減
免
す
る
。」

10
．
名
誉
会
員
推
薦
の
件

　
　
　

特
別
会
員
で
あ
る
木
村
好
次
前
香
川
大
学
学
長
、
竹
内
博
明
前
香
川
大

学
副
学
長
、
安
部
陽
一
（
前
薬
理
学
教
授
）
先
生
の
三
名
が
、
退
官
を
機

に
名
誉
会
員
に
推
薦
さ
れ
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

11
．
そ
の
他

　
　
　

一
般
会
員
の
清
元
秀
泰
氏
よ
り
、「
会
則
の
改
正
は
総
会
で
行
う
」
が
、

二
年
に
一
回
し
か
開
催
さ
れ
な
い
総
会
で
改
定
す
る
の
は
迅
速
性
に
欠
け

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
、「
会
則
の
改
定
方
法
に
関
し

て
次
の
理
事
会
に
委
託
す
る
」
こ
と
が
、
総
会
出
席
者
の
過
半
数
を
超
え

る
賛
成
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
。

12
．
閉
会
宣
言

　
　
　

閉
会
宣
言
の
前
に
、
髙
橋
会
長
か
ら
、
本
総
会
で
議
事
と
し
て
予
算
案

が
出
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、「
新
理
事
会
に
諮
っ
て
き
ち
ん
と
予
算

を
作
っ
た
後
、
会
報
で
周
知
す
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
大
筋
は
前
年
期

に
準
ず
る
も
の
で
あ
る
。」
と
の
説
明
が
あ
り
、
参
加
者
の
承
認
を
得
た
。
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平成16・17年度収支計算書
単位：円　　　　

予算 決算
A 収入の部
①前期繰越収支差額 22,998,784 22,998,784
②会費・入会金 10,957,000 13,624,000
③寄附金・広告費 3,000,000 3,215,197
④雑収入（銀行利息） 0 49
収入合計 36,955,784 39,838,030
Ｂ支出の部
①会報製作費 1,000,000 1,373,295
②会員名簿編纂費 2,000,000 1,575,400
③後援協賛事業費 1,100,000 943,944
④事務人件費 5,000,000 5,724,250
⑤事務局・各委員会運営費 2,200,000 2,753,227
⑥支部会費 1,000,000 588,129
⑦通信費 2,000,000 1,574,759
⑧学術協賛費 5,000,000 3,035,011
⑨慶弔費 200,000 164,377
⑩雑費 100,000 85,435
⑪会館設立基金 2,000,000 2,000,000
⑫学生援助基金 1,000,000 0
⑬法人化調査費 200,000 0
⑭予備費 1,500,000 269,575 （注）
支出合計 24,300,000 20,087,402
次期繰越収支差額 12,655,784 19,750,628

（注）平成15年分の事務員の昇給差額の支払額。

貸借対照表
平成18年３月31日現在

資産の部 金　　額  負債及び正味財産の部  金　　額 
資産  負債 
１．流動資産 （19,750,628）  固定負債 （16,000,000）
現金・預金  19,750,628  同窓会館建設引当金 16,000,000 

２．固定資産 （16,090,111）  正味財産 19,840,739 
同窓会館建設引当預金  16,000,000 
備品  90,111 

合　　計 35,840,739  合　　計 35,840,739 

重要な会計方針　・固定資産の減価償却方法
　　　　　　　　　備品………定額法により実施している

単位：円
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固定資産の内訳（平成18年３月31日現在）

資産の名称 数量 取得年月 取得価額 償却
方法 耐用年数 償却率 当期償却額 未償却残高

デルＰＣ 1 11.04 219,870 定額 4 0.25 10,993 
キャノンコピー 1 12.06 270,000 定額 5 0.2 70,200 13,500 
富士通パソコン 2 14.03 529,600 定額 4 0.25 238,320 43,030 
パソコン周辺機器 1 14.03 278,000 定額 4 0.25 125,100 22,588 

 1,297,470 433,620 90,111 

財産目録
平成18年3月31日

資産の部
１．流動資産
　（１）現金・預金
　　イ）手許現金  119,377 
　　ロ）普通預金 百十四銀行三木支店  1,091,067 

香川銀行本店  100 
　　ハ）郵便貯金 郵便局  41,414 

郵便振替貯金事務センター  7,460,215 
　　ニ）定期預金 香川銀行本店営業部  10,038,455 

百十四銀行医大前出張所   1,000,000 
流動資産合計  19,750,628 

２．固定資産
　（１）特定目的資産 同窓会館建設引当預金  16,000,000 
　（２）有形固定資産
　　　備品 コピー機 13,500 

パソコン  76,611 
固定資産合計 16,090,111 
資産合計 35,840,739 

単位：円
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髙
橋　

同
窓
会
で
は
五
年
、
四
年
の
学
生
さ
ん
に
卒
後
臨
床
教
育
に
つ
い
て
の

意
識
調
査
を
し
た
。
そ
の
結
果
に
つ
い
て
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
い
た

だ
き
た
い
。
会
場
に
お
越
し
の
皆
さ
ん
も
ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
。

米
崎　
（
五
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
報
告
）
香
川
大
学
の
オ
リ
ー
ブ
研
修
に
対

し
て
の
関
心
は
や
や
低
め
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
関
連
病
院
が

少
な
い
、
研
修
医
給
料
が
安
い
、
香
川
県
が
田
舎
だ
か
ら
、
地
元
の
人

間
で
は
な
く
残
る
気
が
無
い
、
将
来
に
大
き
な
不
安
が
あ
る
か
ら
等
の

意
見
が
出
た
。

　
　
　
　

研
修
病
院
は
五
年
に
な
っ
て
す
ぐ
に
決
め
る
人
が
大
多
数
な
の
で
、

学
生
へ
の
説
明
会
は
四
年
後
半
、
五
年
前
半
で
な
い
と
遅
い
。
研
修
病

院
候
補
の
中
で
香
川
大
学
の
数
字
は
五
〇
％
を
超
え
て
い
る
が
、
マ
ッ

チ
ン
グ
の
最
終
手
段
と
か
、
第
二
志
望
以
下
も
含
ま
れ
て
い
る
。
研
修

病
院
を
ま
だ
決
め
て
い
な
い
人
の
中
で
も
、
香
川
大
学
を
選
択
肢
の
一

つ
と
し
て
考
え
て
い
る
人
が
七
〇
％
い
る
が
、
こ
れ
も
鵜
呑
み
に
で
き

な
い
。
病
院
見
学
や
説
明
会
で
は
、
し
っ
か
り
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
を

強
調
し
て
、
特
に
病
院
研
修
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
重
点
的
に
わ
か
り
や

す
く
説
明
し
て
ほ
し
い
。

檀
上　
（
四
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
報
告
）
四
年
生
は
研
修
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
は
殆
ど
ま
だ
理
解
し
て
い
な
い
が
、
最
初
か
ら
悪
い
イ
メ
ー
ジ
が
定

着
し
て
い
る
。
理
由
と
し
て
は
、
都
会
に
憧
れ
が
あ
る
、
関
連
病
院
が

少
な
い
な
ど
。
四
年
生
の
段
階
で
は
七
二
％
が
研
修
病
院
を
絞
っ
て
い

な
い
。
絞
っ
て
い
る
人
で
は
香
川
大
学
を
選
択
肢
の
一
つ
に
入
れ
て
い

る
人
が
多
い
が
一
位
に
マ
ッ
チ
し
て
は
い
な
い
。
決
め
た
時
期
は
四
年

生
の
後
半
。
熱
心
に
教
え
て
く
れ
る
先
生
が
い
る
と
か
、
病
院
見
学
が

決
め
る
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
。
選
ぶ
際
に
は
研
修
シ
ス
テ
ム
、
病

院
の
場
所
、
労
働
条
件
等
が
重
要
視
さ
れ
る
。
三
年
後
の
入
局
の
こ
と

や
、
病
院
の
場
所
、
研
修
シ
ス
テ
ム
、
将
来
の
こ
と
も
に
ら
ん
で
慎
重

な
態
度
で
臨
ん
で
い
る
。
ま
た
、
香
川
大
学
の
研
修
シ
ス
テ
ム
は
い
い

が
、
ポ
リ
ク
リ
が
期
待
外
れ
だ
っ
た
と
い
う
辛
辣
な
意
見
も
あ
る
。

上
田　

卒
後
臨
床
研
修
が
始
ま
っ
て
二
年
経
ち
、
あ
ら
た
め
て
附
属
病
院
へ
残

る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
を
考
え
る
と
三
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
本
当
の
意
味

で
の
、
技
術
、
知
識
、
人
間
的
な
も
の
を
含
め
た
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る

場
で
あ
る
こ
と
、
次
に
総
合
病
院
と
し
て
充
実
し
て
い
る
こ
と
、
も
う

一
つ
は
、
地
元
の
最
高
レ
ベ
ル
の
医
療
機
関
で
あ
っ
て
地
域
貢
献
と
い

う
大
き
な
責
務
を
持
っ
て
い
る
こ
と
。

　
　
　
　

母
校
に
は
母
校
の
良
さ
が
あ
り
、
大
学
に
残
る
と
い
う
の
は
有
力
な

第９回総会開催報告

ミ
ニ
特
集

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン

　
　
　

臨
床
教
育
と
香
川
大
学
医
学
部
卒
後
臨
床
研
修
の

　
　
　

現
状
と
将
来

　
　
　
　
　

―

果
た
し
て
医
学
部
に
明
る
い
未
来
は
あ
る
の
か
？―

パ
ネ
リ
ス
ト

　
　
〈
教　

授
〉　

上
田
夏
生
先
生
、
筧
善
行
先
生
、
德
田
雅
明
先
生

　
　
〈
指
導
医
〉　

清
元
秀
泰
先
生
、
乾
政
志
先
生

　
　
〈
研
修
医
〉　

小
谷
野
耕
佑
先
生
、
中
村
信
嗣
先
生

　
　
〈
五
年
生
〉　

米
崎
雅
史
さ
ん　
〈
四
年
生
〉　

檀
上
淳
一
さ
ん

　
　

司
会　
　
　

髙
橋
則
尋
会
長

 

注
：
前
年
度
の
学
年
、
職
掌
で
表
示



9

選
択
肢
の
一
つ
で

あ
る
。
本
学
附
属

病
院
は
決
し
て
他

に
引
け
を
取
る
も

の
で
は
な
い
。

筧　
　

こ
の
辛
辣
な
ア
ン

ケ
ー
ト
の
回
答
を

見
て
、
我
々
は
真

摯
に
改
善
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と

思
う
。
四
〇
％
く

ら
い
の
学
生
が

大
学
に
戻
っ
て
も

い
い
か
な
と
思

い
な
が
ら
結
局

は
一
〇
％
位
に
な

る
。
そ
の
原
因
に
対
し
て
、
我
々
が
も
う
少
し
努
力
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
の
か
な
と
思
っ
た
。
附
属
病
院
の
前
期
研
修
と
し
て
の
ク
オ
リ

テ
ィ
は
、
平
均
的
な
も
の
よ
り
は
高
い
の
に
、
ち
ょ
っ
と
過
小
評
価
さ

れ
て
い
る
と
思
う
。
講
座
や
教
官
に
よ
っ
て
非
常
に
温
度
差
が
あ
る
の

は
、
ど
こ
の
大
学
で
も
そ
う
だ
。

　
　
　
　

新
臨
床
研
修
制
度
に
よ
っ
て
大
学
間
で
の
交
流
も
盛
ん
に
な
り
大

学
名
よ
り
実
力
本
位
に
な
っ
て
い
く
流
れ
の
中
で
、
若
い
先
生
が
他

で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
を
持
つ
の
は
当
た
り
前
か
と
思

う
。
し
か
し
、
母
校
へ
の
サ
ポ
ー
タ
ー
精
神
が
あ
る
か
ど
う
か
が
一

番
大
切
で
、
こ
れ
が
全
く
な
い
大
学
は
滅
び
る
。
医
療
の
世
界
の
構
図

が
変
わ
り
か
け
て
い
る
こ
の
時
代
は
、
決
し
て
ピ
ン
チ
で
は
な
く
、
上

に
這
い
上
が
っ
て
い
く
チ
ャ
ン
ス
だ
。
同
窓
会
は
サ
ポ
ー
タ
ー
の
核
に

な
っ
て
欲
し
い
。

德
田　

先
日
、
カ
ル
ガ
リ
大
学
医
学
部
に
行
き
学
生
さ
ん
や
留
学
生
を
励
ま
し

て
き
た
の
だ
が
、
そ
の
際
に
同
行
し
た
清
元
先
生
に
こ
の
催
し
で
意
見

を
述
べ
て
欲
し
い
と
言
わ
れ
て
参
加
し
て
い
る
。
私
は
基
礎
医
学
が

臨
床
教
育
に
ど
の
よ
う
に
貢
献
で
き
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
話
し
て
み

た
い
。
母
校
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
印
象
を
持
っ
て
い
る
学
生
さ
ん
に
対
し

て
、
愛
校
心
を
い
か
に
造
成
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
だ
が
、
私
た
ち
教

官
は
、
一
、二
年
生
な
ど
早
い
時
期
か
ら
、
教
育
、
研
究
、
シ
ス
テ
ム

な
ど
の
す
ば
ら
し
い
情
報
を
適
切
に
伝
え
て
、
ま
た
将
来
自
分
た
ち
が

そ
れ
を
担
っ
て
い
く
の
だ
と
い
う
こ
と
を
話
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
。

前
提
と
し
て
、
学
生
さ
ん
に
教
え
る
人
た
ち
が
こ
の
大
学
を
愛
し
て
い

る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。

清
元　

研
修
セ
ン
タ
ー
の
指
導
医
と
し
て
、
学
生
の
人
に
は
も
ち
ろ
ん
残
っ
て

ほ
し
い
と
思
う
。
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
読
ん
で
、
反
省
す
べ
き
点
は

反
省
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
こ
こ
で
残
っ
て
い
る
指
導
医
の
先
生

方
の
殆
ど
は
香
川
大
学
出
身
だ
が
地
元
の
人
で
は
な
い
。
こ
こ
の
大
学

で
何
と
か
頑
張
っ
て
い
く
こ
と
に
意
気
を
感
じ
、
大
学
を
愛
し
て
き
た

と
い
う
人
が
多
か
っ
た
。

小
谷
野　

僕
自
身
は
一
昨
日
で
こ
こ
の
研
修
を
終
わ
っ
た
。
こ
の
選
択
が
自
分

に
と
っ
て
正
し
か
っ
た
か
ど
う
か
は
、
五
年
〜
十
年
間
経
っ
た
時
に
わ

か
る
と
思
う
。
研
修
で
一
番
大
切
な
こ
と
は
、
ま
ず
患
者
さ
ん
の
身
体

を
診
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
先
生
の
話
を
聞
く
こ
と
だ
と

思
う
。
研
修
制
度
に
つ
い
て
は
、
先
生
方
は
大
学
の
先
生
と
し
て
上
の

立
場
か
ら
、
僕
た
ち
研
修
医
は
あ
く
ま
で
も
下
の
立
場
か
ら
研
修
を
見

て
い
て
、
そ
こ
の
違
い
が
か
な
り
あ
る
。
こ
れ
か
ら
変
え
て
い
け
ば
更

に
良
く
な
る
と
思
う
。

第９回総会開催報告

左から上田先生、筧先生、德田先生
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中
村　

僕
も
小
谷
野
先
生

と
一
緒
で
二
年
間
の
こ
こ

で
の
研
修
が
終
わ
っ
た
。

外
科
の
研
修
は
オ
ー
ベ
ン

制
で
あ
り
、
ポ
リ
ク
リ
や

ス
ー
ポ
リ
の
時
と
同
じ
で

非
常
に
良
か
っ
た
と
い
う

印
象
が
あ
り
、
そ
れ
を
後

輩
に
す
ご
く
伝
え
た
い
。

上
部
の
先
生
方
の
認
識
は

高
い
が
、
実
際
に
指
導
し

て
下
さ
っ
て
い
る
先
生
や

中
堅
の
先
生
は
、
そ
れ
ほ

ど
今
の
状
況
の
厳
し
さ
に

現
実
味
が
な
い
。
も
う
少

し
早
く
動
い
て
い
か
な
い

と
、
今
の
研
修
シ
ス
テ
ム
に
は
完
全
に
取
り
残
さ
れ
る
か
な
と
思
う
。

檀
上　

僕
自
身
も
こ
の
大
学
の
研
修
が
そ
ん
な
に
悪
い
も
の
で
は
な
い
と
思

う
。
し
か
し
、
平
均
値
よ
り
い
い
と
い
う
ア
ピ
ー
ル
の
仕
方
で
は
研
修

医
獲
得
競
争
で
は
弱
い
。
教
育
内
容
を
上
げ
る
だ
け
で
な
く
、
ア
ピ
ー

ル
が
目
立
つ
だ
け
で
も
研
修
医
の
応
募
は
増
え
る
と
思
う
の
で
、
広
報

活
動
に
力
を
入
れ
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

清
元　

去
年
の
段
階
で
外
に
出
た
人
た
ち
を
対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

三
年
目
に
香
川
大
学
に
帰
り
た
い
人
は
ゼ
ロ
だ
っ
た
。
し
か
し
、
大
学

院
教
育
、
母
校
の
誇
れ
る
研
究
、
好
結
果
な
臨
床
の
成
果
な
ど
を
発
信

し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
し
、
ま
た
、
卒
前
の
時
か
ら
、
あ
の
先
生
に

い
ろ
い
ろ
お
世
話
に
な
っ
た
と
か
、
あ
の
先
生
が
や
っ
て
た
意
義
が
今

医
者
に
な
っ
て
わ
か
っ
た
と
か
、
そ
う
い
う
関
係
を
育
て
つ
つ
、
ベ
ー

リ
ン
グ
海
を
一
周
し
て
故
郷
の
川
に
戻
っ
て
来
る
鮭
じ
ゃ
な
い
で
す

が
、
外
病
院
を
回
っ
て
い
ず
れ
は
帰
っ
て
く
る
と
い
う
よ
う
な
方
向
で

い
く
べ
き
か
と
思
う
。
ま
た
、
例
え
ば
カ
ナ
ダ
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ

ス
等
の
医
療
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
研
修
を
大
学
と
し
て
卒
前
か
ら
も
ど

ん
ど
ん
取
り
入
れ
た
り
し
て
、
他
の
大
学
に
な
い
わ
が
道
を
行
く
よ
う

な
独
自
性
を
、
指
導
医
と
か
と
一
緒
に
作
れ
た
ら
と
思
う
。

深
田　

僕
は
ア
ン
ケ
ー
ト
の
作
成
に
携
わ
っ
た
。
学
生
は
、
三
年
目
以
降
の
後

期
研
修
も
考
慮
し
て
病
院
を
決
め
る
人
が
多
く
、
帰
っ
て
く
る
こ
と
を

期
待
す
る
と
い
う
姿
勢
は
、
今
の
シ
ス
テ
ム
で
は
間
違
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。
五
年
生
の
四
月
に
は
既
に
殆
ど
決
ま
っ
て
い
る
。
特
に
外

に
出
て
行
こ
う
と
い
う
思
い
の
強
い
人
ほ
ど
早
く
動
い
て
い
る
の
で
、

そ
の
人
が
早
い
段
階
か
ら
う
ち
の
大
学
に
興
味
を
持
て
る
よ
う
な
説
明

会
と
か
、
ポ
リ
ク
リ
と
は
違
っ
た
形
で
の
病
院
実
習
と
か
研
修
医
の
先

生
と
の
交
流
だ
と
か
を
是
非
大
学
の
方
で
し
て
ほ
し
い
。
四
年
生
の
終

わ
り
か
ら
五
年
生
の
早
い
段
階
は
、
病
院
、
実
習
、
研
修
に
対
し
て
一

番
興
味
が
あ
る
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
対
策
の
一
つ
の
指
標
に
し

て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
う
。

横
井　

総
合
診
療
部
の
学
外
実
習
の
一
環
と
し
て
、
横
井
内
科
で
協
力
し
て
い

る
。
そ
こ
で
は
、
昼
休
み
に
必
ず
将
来
の
こ
と
を
聞
く
よ
う
に
し
て
い

る
。
具
体
的
に
自
分
の
で
き
る
こ
と
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と

思
う
。
学
内
の
先
生
方
が
積
極
的
に
指
導
し
、
と
に
か
く
早
く
情
報
を

出
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。
卒
業
生
で
優
秀
な
先
生
が
学

内
に
多
く
残
っ
て
い
る
現
実
を
、
学
生
さ
ん
は
知
ら
な
い
の
で
は
な
い

か
。

乾　
　

各
医
局
の
特
色
や
先
生
方
の
仕
事
の
ご
く
一
部
し
か
紹
介
さ
れ
て
い
な

い
の
で
、
少
な
く
と
も
三
年
生
ま
で
の
早
い
時
期
に
学
生
さ
ん
に
興
味

第９回総会開催報告

研修医の立場から意見を述べる中村先生。右は小谷野先生



11

を
起
こ
さ
せ
る
企
画
を
考
え
て
い
き
た
い
。

髙
橋　

学
生
、
研
修
医
、
実
際
の
職
員
、
先
生
方
の
現
状
を
相
互
に
正
し
く
認

識
で
き
る
よ
う
、
同
窓
会
が
潤
滑
油
と
な
っ
て
い
け
た
ら
と
思
う
。
本

日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 
※　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
の
詳
細
は
、
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
下
さ
い
。

第９回総会開催報告

熱心な意見が百出し、予定時間が延長された。
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新体制始動

 

                    
 

                        

        

                      

                                 
                    

                                          
                     

                              

                          
           

                    
         

                           
                          

                
                

                               
 

           
                               

 
                      

         
     
            

   
 
                    

 

 

    
    

 

 
 

 
 

 
      
      

   
      

　　　　 ―二権分立で公正且つ迅速な対応を―

　第一回理事会で下記の組織図に表される新体制が承認されました。大きな特長は、決定
機関と執行機関の明確な分離独立です。理事会での決議に基づき、執行部担当スタッフが
即座に実行に移すことで、迅速な対応を目指すものです。理事会、執行部の独走を防ぐた
めの相互抑制機能も持ちます。詳しくは、ＨＰ上にて、会則を参照下さい。
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新体制始動

 平成18・19年度　同窓会新役員一覧 
執行部

役　職 氏　名 卒　年 氏　名 卒　年
会長 髙橋　則尋 Ｓ61年
名誉会長 濱本　龍七郎 Ｓ61年
副会長 平川　栄一郎 Ｓ61年
副会長 関　啓輔 Ｓ62年
執行部スタッフ
　会長代行 清元　秀泰 Ｓ63年
　事業局長 乾　　政志 Ｈ４年
　学術局長 大森　浩二 Ｓ61年
　広報局長 西山　　成 Ｈ５年
　教育研修支援局長 土橋　浩章 Ｈ４年
　　副局長（内科系） 土橋　浩章（兼） Ｈ４年
　　副局長（外科系） 岡野　圭一 Ｈ４年
　　副局長（麻酔・救急系） 岩永　康之 Ｈ７年
　　副局長（小児・周産母子系） 山城　千珠 Ｈ元年 日下　隆 Ｈ３年
　　副局長（男女共同参画担当） 山城　千珠（兼） Ｈ元年 後藤　理恵子 Ｈ６年
　　副局長（卒前教育担当） 日下　隆　（兼） Ｈ３年 後藤　理恵子（兼） Ｈ６年
　事務局長 人見　浩史 Ｈ８年

理事
卒　年 氏　名 卒　年 氏　名

Ｓ61年
大西　宏明

Ｈ９年
村上　和司

出口　一志（監査委員長） 岩田　憲

Ｓ62年
泉　佳成

Ｈ10年
金地　伸拓

穴吹　大介 松田　陽子

Ｓ63年
横井　徹（理事長）

Ｈ11年
中井　浩三

西田　智子 三谷　知生

Ｈ元年
佐藤　清人

Ｈ12年
原　大雅

塚口　眞砂 森脇久美子

Ｈ２年
星川　広史

Ｈ13年
中野　淳

羽場　礼次 森下　淳

Ｈ３年
三木　崇範

Ｈ14年
上北　郁男

三谷　昌弘 井貝　仁

Ｈ４年
田井　祐爾（選挙管理委員長）

Ｈ15年
阿部　多恵

山下　洋一（懲罰委員長） 門田　球一

Ｈ５年
金西　賢治

Ｈ16年
小谷野耕佑

川西　正彦 中村　信嗣

Ｈ６年
加地　良雄

Ｈ17年
北村　悠樹

浅賀　健彦 矢野　敏史

Ｈ７年
井町　仁美

Ｈ18年
石原さやか

中村　丈洋（定款委員長） 須藤　広誠

Ｈ８年
宮下　武憲

大学院修了
三宅　実

村田　晶子 小川　尊明
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新体制始動

平成18年度予算
平成18年4月1日から平成19年3月31日まで

単位：円
科目 予算額

Ⅰ、事業活動収支の部
１．事業活動収入
①前期繰越収支差額 9,875,314
②会費・入会金収入 5,500,000
③寄付金・広告収入 1,500,000
④雑収入
事業活動収入計 16,875,314
２．事業活動支出
①事業費支出
　　会報制作費 500,000
　　会員名簿編纂費 100,000
　　後援協賛事業費 500,000
　　支部・同期会費 750,000
　　学術助成金事業費 2,500,000
　　会館設立基金 0
　　学生援助基金 750,000
　　研修医協力費 500,000
　　法人化調査費 200,000
事業費支出小計 5,800,000
②管理費支出
　　事務人件費 3,000,000
　　事務局・各委員会運営費 1,000,000
　　事務局設備投資費 300,000
　　通信費 1,000,000
　　慶弔費 100,000
　　雑費 50,000
　　予備費 1,000,000
管理費支出小計 6,450,000
事業活動支出計 12,250,000
事業活動収支差額 4,625,314
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理事会議事録

平
成
十
八
年
度
第
一
回
理
事
会
議
事
録

日
時
：
平
成
十
八
年
八
月
七
日
（
月
）
十
九
時
三
十
分
〜
二
十
一
時
三
十
分

場
所
：
管
理
棟　

四
Ｆ　

会
議
室
一

出
席
者

（
理
事
）出
口（
昭
和
六
十
一
）、
横
井
・
西
田（
昭
和
六
十
三
）、
塚
口（
平
成
元
）、

星
川
（
平
成
二
）、
三
木
・
三
谷
〈
昌
〉（
平
成
三
）、
田
井
・
山
下
（
平

成
四
）、
加
地
（
平
成
六
）、
井
町
・
中
村
（
平
成
七
）、
宮
下
・
村
田
（
平

成
八
）、
岩
田
（
平
成
九
）、
三
谷
〈
知
〉（
平
成
十
一
）、
原
・
森
脇
（
平

成
十
二
）、
井
貝
（
平
成
十
四
）、
北
村
（
平
成
十
七
）、
三
宅
（
平
成

三
年
院
修
了
）、
小
川
（
平
成
八
年
院
修
了
）

 

計
二
十
二
名　

委
任
状
十
一
名　

合
計
三
十
三
名

（
執
行
部
）
髙
橋
、
濱
本
、
平
川
、
関
、
清
元
、
乾
、
西
山
、
人
見
、
日
下

議
題
１　

理
事
長
、
各
常
任
委
員
長
の
選
出

　

理
事
長　

横
井
徹

　

監
査
委
員
会
委
員
長　

出
口
一
志
（
昭
和
六
十
一
年
卒
）

　

定
款
委
員
会
委
員
長　

中
村
丈
洋
（
平
成
七
年
卒
）

　

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長　

田
井
祐
爾
（
平
成
四
年
卒
）

　

懲
罰
委
員
会
委
員
長　

山
下
洋
一
（
平
成
四
年
卒
）

議
題
２　

会
長
の
教
書
演
説
及
び
新
執
行
部
の
承
認

　

会
長
の
教
書
演
説
の
後
、
新
執
行
部
人
事
が
承
認
さ
れ
た
。

　
（
詳
細
は
本
誌
13
ペ
ー
ジ
参
照
。）

議
題
３　

会
則
変
更
の
審
議
・
承
認

　

執
行
部
会
よ
り
理
事
会
へ
上
程
さ
れ
た
会
則
の
変
更
は
全
て
承
認
さ
れ
た
。

（
Ｈ
Ｐ
参
照
）

　

ま
た
、
新
た
に
以
下
の
通
り
理
事
会
で
審
議
さ
れ
承
認
さ
れ
た
。

　

会
則
第
二
章
第
五
条
一
正
会
員　
「
香
川
大
学
医
学
部
医
学
科
卒
業
生
お
よ

び
」

　
　

↓
「
香
川
大
学
医
学
部
医
学
科
（
旧
香
川
医
科
大
学
を
含
む
）
卒
業
生
お

よ
び
」

議
題
４　

研
究
助
成
及
び
国
外
助
成
の
審
査
・
決
定

　

研
究
助
成
金
一
〇
〇
万
円　

清
元
秀
泰
（
昭
和
六
十
三
年
卒
）

　
　
（
香
川
大
学
医
学
部　

循
環
器
・
腎
臓
・
脳
卒
中
内
科
）

　

研
究
奨
励
金　

五
十
万
円　

内
藤
宗
和
（
平
成
十
四
年
卒
）

　
　
（
東
京
医
科
大
学　

人
体
構
造
学
講
座
）

　

国
外
留
学
助
成
金　

一
八
三
、三
〇
〇
円　

森
下
朝
洋
（
平
成
九
年
卒
）

　
　
（
香
川
大
学
医
学
部　

消
化
器
・
神
経
内
科
）

議
題
５　

卒
前
教
育
支
援
策
（
学
生
支
援
）
の
審
議
・
承
認

　

教
育
支
援
策
（
学
生
支
援
）
と
し
て
、

　

①
国
外
留
学
す
る
学
生
に
対
し
て
、
年
七
〇
万
円
を
計
上
し
、
そ
の
予
算
配

分
は
国
際
交
流
委
員
会
に
委
ね
る
。

　

②
学
生
が
行
っ
て
い
る
Ｉ
Ｃ
Ｌ
Ｓ
に
対
し
て
、
年
五
万
円
の
助
成
を
行
う
。

議
題
６　

卒
後
臨
床
研
修
支
援
へ
の
支
援
策
の
審
議
・
承
認

　

卒
後
臨
床
研
修
支
援
と
し
て
、
指
導
医
養
成
講
習
会
に
三
〇
万
円
、
研
修
医

奨
学
金
と
し
て
二
〇
万
円
の
助
成
を
す
る
。

議
案
７　

予
算
案

　

本
年
度
よ
り
予
算
は
単
年
度
予
算
と
な
り
、
執
行
部
よ
り
上
程
さ
れ
た
予
算

案
が
承
認
さ
れ
た
。

議
案
８　

そ
の
他

　

理
事
会
も
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
を
作
り
、
理
事
会
開
催
ま
で
に
理
事
同
士
の

活
発
な
意
見
の
交
換
の
場
と
す
る
。

　

名
簿
作
成
に
関
し
て
は
今
後
も
継
続
審
議
と
す
る
。
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平
成
十
七
年
度
第
五
回
理
事
会
議
事
録

日
時
：
平
成
十
八
年
一
月
十
九
日
（
木
）
十
九
時
三
十
分
〜

場
所
：
管
理
棟
四
Ｆ
会
議
室

出
席
者
：
濱
本
名
誉
会
長
、
髙
橋
会
長
、
平
川
副
会
長
、
関
副
会
長
、
安
岐
理

事
長
、
乾
事
務
局
長
、
大
森
編
集
委
員
長
、
西
山
学
術
委
員
長

　
　
　
　

泉
（
昭
和
六
十
二
）、
松
本
（
平
成
元
）、
三
木
（
平
成
三
）、
加
地

（
平
成
六
）、
植
木（
平
成
七
）、
村
田（
平
成
八
）、
村
上（
平
成
九
）、

松
田
（
平
成
十
）、
森
脇
（
平
成
十
二
）、
瀧
波
（
平
成
十
二
）、
伊

原
（
平
成
十
四
）、
田
中
（
平
成
十
四
）、
小
谷
野
（
平
成
十
六
）

 

計
二
十
一
名　

委
任
状
九
名　

合
計
三
十
名

議
題
１　

総
会
に
つ
い
て

　

記
念
講
演
の
講
師
を
新
学
長
の
一
井
先
生
に
お
願
い
す
る
と
い
う
意
見
が
前

回
の
理
事
会
で
上
が
っ
た
こ
と
が
安
岐
理
事
長
か
ら
説
明
さ
れ
、
一
井
先
生
に

依
頼
す
る
こ
と
に
つ
い
て
拍
手
で
承
認
を
得
た
。

　

日
時
は
、
一
井
先
生
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
よ
り
調
整
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

講
演
の
日
が
そ
の
ま
ま
総
会
の
日
と
な
る
の
で
、
遅
く
と
も
一
月
末
に
は
決
め

て
、
総
会
案
内
を
会
報
に
掲
載
す
る
こ
と
と
な
る
。

議
題
２　

卒
後
臨
床
研
修
座
談
会
報
告

　

乾
事
務
局
長
か
ら
、
十
一
月
に
行
わ
れ
た
座
談
会
の
報
告
が
あ
っ
た
。「
十

月
に
学
生
会
に
協
力
し
て
行
っ
た
卒
後
研
修
制
度
座
談
会
を
ベ
ー
ス
に
、
十
一

月
十
七
日
に
、
病
院
長
や
セ
ン
タ
ー
長
、
研
修
医
、
同
窓
会
の
参
加
で
話
合
い

を
も
っ
た
。
病
院
側
も
研
修
医
が
減
っ
て
い
て
危
機
感
を
持
っ
て
い
る
が
、
ま

だ
感
じ
方
は
か
な
り
温
度
差
が
あ
っ
た
。
新
歓
な
ど
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
毎
に

支
援
し
て
い
き
た
い
。」
座
談
会
に
参
加
し
た
髙
橋
会
長
か
ら
「
予
想
以
上
に

良
く
て
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
っ
た
と
思
う
。
打
ち
上
げ
花
火
で
は
な
く
定
期
的

に
や
っ
て
い
き
た
い
。
副
案
と
し
て
同
窓
会
で
臨
床
研
修
の
あ
り
方
委
員
会
と

い
っ
た
対
策
委
員
会
を
作
り
、
担
当
者
を
人
選
す
る
と
い
い
と
思
う
。」
と
感

想
が
述
べ
ら
れ
た
。

議
題
３　

第
三
十
一
号
会
報
発
刊
に
つ
い
て

　

大
森
編
集
委
員
長
か
ら
、「
一
月
末
か
ら
遅
く
と
も
二
月
の
中
旬
ま
で
に
、

会
報
と
会
員
名
簿
の
発
行
を
予
定
し
て
い
る
。
新
年
の
挨
拶
な
ど
が
あ
る
の

で
、
あ
ま
り
遅
く
な
ら
な
い
よ
う
に
し
た
い
。
個
人
情
報
の
掲
載
の
つ
い
て
は

全
員
に
掲
載
の
不
可
を
確
認
し
た
上
で
名
簿
作
成
し
て
い
る
。」
と
の
説
明
が

あ
っ
た
。

議
題
４　

予
算
に
つ
い
て

　

安
岐
財
務
委
員
長
か
ら
、
現
在
執
行
中
で
あ
る
平
成
十
六
・
十
七
年
度
の
予

算
に
つ
い
て
、
予
算
オ
ー
バ
ー
し
て
い
る
「
会
報
制
作
費
」、「
事
務
人
件
費
」、

「
運
営
費
」
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
た
。

議
題
５　

会
長
選
挙
に
つ
い
て

　

乾
事
務
局
長
か
ら
、
十
二
月
二
十
日
の
締
切
の
時
点
で
立
候
補
者
は
二
名
で

あ
り
、
会
長
選
挙
規
程
に
則
っ
て
総
会
で
会
長
選
挙
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
、
乾

事
務
局
長
が
選
挙
実
施
委
員
長
を
務
め
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
立
候
補
者
の

所
信
表
明
は
会
報
に
掲
載
し
て
開
示
す
る
。
正
会
員
全
員
に
投
票
権
が
あ
る
こ

と
が
説
明
さ
れ
た
。

　

濱
本
名
誉
会
長
が
選
挙
実
施
委
員
会
を
作
る
べ
き
だ
と
い
う
提
案
し
、
伊
原

先
生
、
瀧
波
先
生
、
安
岐
理
事
長
の
立
候
補
が
あ
り
決
定
す
る
。

議
題
６　

そ
の
他　

①
求
人
求
職
サ
イ
ト
作
成
の
提
案

　

髙
橋
会
長
か
ら
、
Ｈ
Ｐ
の
会
員
専
用
ペ
ー
ジ
に
求
人
求
職
情
報
を
掲
載
す
る

提
案
が
あ
り
、
審
議
さ
れ
た
。

西
山　
「
広
告
と
し
て
の
形
に
す
る
方
法
も
あ
る
。」
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乾　
　
「
う
ち
の
Ｈ
Ｐ
は
バ
ナ
ー
広
告
は
と
ら
な
い
と
な
っ
て
い
る
。
Ｈ
Ｐ
上

で
の
運
営
の
仕
方
を
よ
く
考
え
る
べ
き
。
い
い
話
な
の
で
、
別
の
方
法

も
検
討
し
た
い
。」

大
森　
「
斡
旋
料
を
と
る
と
責
任
が
重
く
な
る
か
ど
う
か
を
調
査
し
た
方
が
い

い
の
で
は
。」

泉　
　
「
責
任
の
話
は
、
当
事
者
同
士
で
話
し
合
う
よ
う
説
明
を
入
れ
て
紹
介

す
る
こ
と
が
必
要
が
あ
る
。」

関　
　
「
Ｈ
Ｐ
上
で
同
意
の
有
無
を
問
い
、
同
意
し
た
ら
次
の
ペ
ー
ジ
に
入
っ

て
い
け
る
よ
う
な
形
に
し
た
ら
。」

村
田　
「
結
婚
し
て
子
ど
も
が
で
き
て
休
職
し
て
い
る
友
人
な
ど
は
、
と
て
も

喜
ん
で
見
る
と
思
う
。」

以
上
の
意
見
が
あ
り
、
事
務
局
預
か
り
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

②
国
外
留
学
助
成
金
の
申
請
書
類
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
開
始
に
つ
い
て

　

西
山
学
術
委
員
長
か
ら
、
国
内
の
研
究
助
成
金
の
制
度
を
前
回
の
理
事
会
の

承
認
に
基
づ
い
て
変
え
た
こ
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
国
外
留
学
助
成

金
の
申
請
書
類
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
、
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。

③
事
務
局
報
告

　

乾
事
務
局
長
か
ら
、
事
務
局
報
告
と
し
て
、
第
二
内
科
の
研
究
生
の
鵜
川
豊

世
武
先
生
の
入
会
希
望
が
紹
介
さ
れ
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。
続
い
て
訃
報
二
件

の
報
告
が
あ
っ
た
。
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退官挨拶
　
　

退　

官　

挨　

拶

医
学
部
教
授
退
任
に
当
た
り

 

前　

田　
　
　

肇

　

香
川
大
学
医
学
部
外
科
学
講
座
第
一
外
科
学
教
授

に
就
任
し
て
十
二
年
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
の
三
月

末
に
定
年
一
年
を
残
し
て
教
授
職
を
退
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
長
い
間
大
変
お
世
話
に
な
り
、
何
と
か

無
事
に
務
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
は
第
一
外
科

の
同
僚
は
勿
論
、
医
学
部
の
皆
様
の
お
陰
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

十
九
年
前
筑
波
大
学
か
ら
心
臓
血
管
外
科
担
当
の
助
教
授
と
し
て
赴
任
し
て

き
ま
し
た
と
き
、
多
く
の
実
験
デ
ー
タ
や
新
し
い
考
え
を
持
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
振
り
返
り
ま
す
と
全
く
何
も
で
き
ず
、
あ
っ
と
い
う
間
に
年
月
だ
け

が
過
ぎ
去
り
、
忸
怩
た
る
思
い
で
す
。
教
授
室
を
片
づ
け
る
と
き
、
今
で
も
生

き
て
い
る
多
く
の
デ
ー
タ
を
捨
て
ざ
る
を
得
ず
、
ず
い
ぶ
ん
躊
躇
し
ま
し
た
。

大
学
の
規
模
が
異
な
る
と
は
い
え
、
当
時
あ
ま
り
に
違
い
が
あ
る
の
に
驚
き
ま

し
た
。
手
術
日
に
は
病
棟
に
医
師
が
一
人
も
い
な
く
な
り
、
時
に
は
点
滴
の
針

を
刺
し
に
一
人
で
病
棟
を
回
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
当
時
は
心
臓
血
管
外
科

の
講
義
は
全
て
一
人
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
術
後
管
理
も
手
の
抜
け
な
い
状

態
が
ず
い
ぶ
ん
続
き
ま
し
た
。
過
酷
な
仕
事
の
中
で
も
よ
く
働
く
連
中
ば
か
り

で
し
た
の
は
幸
い
で
し
た
。

　

教
室
を
預
か
る
立
場
に
な
っ
た
と
き
、
第
一
外
科
の
十
箇
条
を
作
り
、
教
室

の
方
針
を
示
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
臨
床
外
科
医
と
し
て
、
ま
た
大
学
人
と
し

て
、
自
覚
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
活
性
化
を
高
め
る
た
め
に

新
入
局
者
に
は
個
人
の
業
績
記
入
表
と
共
に
十
箇
条
を
入
れ
た
フ
ロ
ッ
ピ
ー
を

渡
し
て
き
ま
し
た
。
私
も
含
め
て
ど
れ
だ
け
こ
の
十
箇
条
を
守
れ
た
か
は
実
は

自
信
の
な
い
所
で
す
が
、
頭
打
ち
と
言
わ
れ
た
手
術
数
も
五
〇
〇
例
近
く
に
な

り
、
病
院
の
収
入
も
常
に
大
学
一
位
を
保
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
業
績
も
外

科
系
で
は
多
く
の
も
の
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
他
に
は
負
け
な
い
努

力
を
し
て
来
た
結
果
だ
と
教
職
員
に
は
感
謝
し
て
い
ま
す
。
少
人
数
で
の
臨

床
は
過
酷
す
ぎ
る
職
場
で
し
た
の
で
、
皆
家
庭
を
犠
牲
に
し
て
い
る
の
が
今
の

時
代
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
研
究
に
時
間
が
と
れ
な
い
こ
と
は

大
学
と
し
て
の
存
在
価
値
に
疑
問
が
生
じ
て
き
ま
す
。
も
う
少
し
時
間
的
余
裕

の
あ
る
勤
務
状
態
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
に
は

人
が
必
要
で
し
ょ
う
。
如
何
に
大
学
に
多
く
の
人
を
残
す
か
は
重
要
な
こ
と
で

す
。
人
が
残
る
に
は
魅
力
あ
る
香
川
大
学
医
学
部
に
な
る
こ
と
が
必
須
の
条
件

で
す
。
指
導
者
の
責
任
は
大
き
い
で
す
が
、
香
川
大
学
卒
業
者
の
母
校
に
対
す

る
愛
情
、
卒
業
者
の
団
結
力
が
必
要
で
す
。
母
校
を
良
く
す
る
に
は
、
与
え
ら

れ
る
も
の
を
常
に
期
待
し
続
け
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
が
大
学
に
残
り
、
大
学

人
と
し
て
の
活
躍
を
示
す
こ
と
が
大
切
で
す
。
自
由
社
会
は
競
争
の
社
会
で
す

か
ら
、
他
人
と
同
じ
努
力
を
し
て
い
て
恵
ま
れ
な
い
と
言
っ
て
も
受
け
入
れ
ら

れ
な
い
で
し
ょ
う
。
夜
間
、
土
曜
、
日
曜
に
実
験
を
行
っ
て
き
た
者
達
に
と
っ

て
は
何
か
物
足
り
な
さ
を
感
じ
ま
す
。

　

第
一
外
科
は
消
化
器
外
科
学
講
座
と
心
臓
血
管
外
科
学
講
座
に
分
け
る
こ
と

を
認
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
教
授
就
任
時
よ
り
分
離
を
考
え
て
い
ま
し
た

が
、
一
つ
の
講
座
内
で
異
質
の
領
域
が
二
つ
存
在
す
る
の
は
今
や
無
理
な
よ
う

に
思
っ
た
か
ら
で
す
。
人
が
少
な
く
、
ど
ち
ら
か
に
重
点
を
置
か
な
け
れ
ば

共
倒
れ
に
な
り
ま
す
。
全
人
的
医
療
を
目
指
し
て
い
な
が
ら
、
お
互
い
が
興
味

を
持
た
ず
、
両
方
を
知
ろ
う
と
す
る
意
欲
に
欠
け
て
い
た
か
ら
で
も
あ
り
ま
す
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が
、
本
来
は
一
つ
の
講
座
内
で
互
い
に
助
け
合
い
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
こ
そ
幅
の

広
い
良
医
に
な
れ
る
は
ず
で
す
。
患
者
様
は
勿
論
外
の
病
院
も
狭
い
領
域
し
か

診
な
い
医
師
を
希
望
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
開
業
す
る
と
一
人

で
全
て
を
診
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
讃
樹
會
の
皆
様
が
専
門
馬
鹿
と
言
わ
れ

る
医
師
に
は
な
っ
て
ほ
し
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
内
科
も
外
科
も
一
つ
に
な
っ

て
患
者
を
治
療
す
る
と
い
う
姿
勢
を
持
ち
続
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の

能
力
は
皆
持
っ
て
い
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
讃
樹
會
の
皆
様
方
の
今
後
益
々
の

ご
発
展
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

第
一
外
科
に
お
け
る
教
室
員
の
条
件 

一
九
九
四
・
四
・
一

Requirem
ents for the D

octors in First D
epartm

ent of Surgery

１
．
日
常
の
思
考
や
行
動
に
お
い
て
、
一
般
的
な
社
会
常
識
を
逸
脱
し
て
い
な

い
こ
と
。

　

D
on't depart from

 the social com
m
on sense in daily thinking 

and behaviour.

２
．
責
任
感
の
強
い
医
師
で
あ
る
こ
と
。

　

Be a doctor having a strong sense of responsibility.

３
．
全
人
的
医
療
を
目
指
す
こ
と
。

　

A
im
 the m

edical care w
hich alw

ays deals w
ith hum

an.

４
．
外
科
医
と
し
て
の
誇
り
を
常
に
有
し
て
い
る
こ
と
。

　

K
eep pride of surgeon.

５
．
協
調
性
に
富
み
、
十
分
な
指
導
能
力
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

　

Be rich in co-operation and leadership.

６
．
教
育
・
研
究
・
臨
床
能
力
が
優
れ
、
自
己
発
展
性
に
富
ん
で
い
る
こ
と
。

　

Be rich in educational, studying and clinical abilities, and be 

excellent in self-developm
ent.

７
．
常
に
新
し
い
こ
と
を
謙
虚
に
考
え
、
成
長
し
て
い
る
こ
と
。

　

Be alw
ays sincere in thinking and grow

ing for w
hat is new

.

８
．
実
行
力
に
富
ん
で
い
る
こ
と
。

　

Be a person of action.

９
．
他
人
の
た
め
の
労
力
を
惜
し
ま
な
い
こ
と
。

　

Lavish labor on others.

10
．
年
間
最
低
二
編
以
上
（staff

は
内
一
編
は
原
著
）
の
筆
頭
論
文
を
出
す
こ

と
。

　

Publish m
ore than tw

o papers authored by oneself a year.

　

☆　

知
恵
あ
る
も
の
は
知
恵
を
出
せ
、
知
恵
無
き
者
は
汗
を
出
せ
！

　
　
　

A
 m
an of w

isdom
, show

 it!  A
 m
an of brainless, w

ork in the 
sw
eat!
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新　

任　

教　

授　

就　

任　

挨　

拶

教
授
就
任
に
当
た
って

 

重
症
心
不
全
の
外
科
治
療
に
挑
戦
し
て

 

香
川
大
学
医
学
部
心
臓
血
管
外
科
学
講
座　
　

 

教
授　

堀　

井　

泰　

浩

　

平
成
十
八
年
六
月
一
日
付
け
で
、
香
川
大
学
医
学

部
心
臓
血
管
外
科
学
講
座
を
担
当
さ
せ
て
頂
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
十
一
月
に
、
旧
第
一
外
科
学
教
室
に
助
教
授

と
し
て
赴
任
し
ま
し
た
が
、
心
臓
血
管
外
科
学
講
座

は
、四
月
に
講
座
再
編
さ
れ
、消
化
器
外
科
学
講
座
と
と
も
に
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
は
、
大
阪
医
科
大
学
を
昭
和
六
十
三
年
に
卒
業
し
ま
し
た
が
、
臨
床
医
と

し
て
の
研
鑽
を
積
む
の
が
先
ず
第
一
歩
と
考
え
、
大
学
医
療
機
関
に
お
け
る
狭

い
講
座
内
で
の
研
修
で
は
な
く
、
一
般
外
科
研
修
を
志
向
し
、
卒
業
と
と
も
に

母
校
を
離
れ
、
虎
の
門
病
院
で
四
年
間
の
外
科
初
期
研
修
を
選
択
し
ま
し
た
。

卒
業
直
後
に
渡
米
す
る
こ
と
も
考
え
ま
し
た
が
、
医
者
と
し
て
右
も
左
も
分
か

ら
ぬ
う
ち
か
ら
、
外
国
へ
出
る
こ
と
は
せ
ず
、
国
内
で
の
研
修
を
開
始
し
た
訳

で
す
が
、
今
に
至
る
大
切
な
師
に
恵
ま
れ
、
幸
福
な
一
歩
を
切
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
母
校
の
先
輩
で
あ
る
須
磨
久
善
先
生
が
部
長
を
し
て
い
た
三
井
記
念
病

院
で
心
臓
血
管
外
科
研
修
二
年
を
終
え
て
医
員
に
な
り
、
東
大
神
経
内
科
教
授

退
官
直
後
に
就
任
さ
れ
た
ば
か
り
の
萬
年
徹
院
長
の
計
ら
い
で
一
時
休
職
し
、

米
国
ユ
タ
州
の
ユ
タ
大
学
Ｌ
Ｄ
Ｓ
病
院
に
て
正
式
な
フ
ェ
ロ
ー
と
し
て
、
胸
部

心
臓
血
管
外
科
グ
ル
ー
プ
で
臨
床
研
修
を
受
け
る
機
会
を
得
ま
し
た
。
一
外
人

で
し
か
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最
初
か
ら
三
日
に
一
回
の
当
直
が
課
せ
ら
れ

ま
し
た
。
こ
と
英
語
に
関
す
る
限
り
未
だ
に
自
由
と
は
言
い
が
た
く
、
そ
の
苦

労
は
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
れ
ま
で
の
初
期
研
修
は
そ
れ
以
上
に
ハ
ー
ド

で
し
た
か
ら
、
余
り
優
秀
で
は
な
い
米
国
人
研
修
医
の
お
陰
か
、
本
業
で
は
む

し
ろ
高
い
評
価
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
同
時
に
留
学
し
て
い
た
（
政
治
情

勢
か
ら
亡
命
？
し
て
い
た
）
南
ア
フ
リ
カ
人
（
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
系
）
と
い
う

無
二
の
親
友
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

帰
国
後
は
、
前
述
の
須
磨
久
善
先
生
と
と
も
に
歩
み
、
湘
南
鎌
倉
総
合
病
院

心
臓
血
管
外
科
に
奉
職
し
、
年
余
の
準
備
後
に
、
天
皇
陛
下
の
御
用
邸
の
向
か

い
に
、
日
本
初
の
心
臓
外
科
専
門
病
院
と
し
て
葉
山
ハ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
創
設

し
ま
し
た
。
そ
の
当
時
の
仕
事
ぶ
り
を
紹
介
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｘ
に
登
場

し
、
随
分
と
評
判
と
な
っ
た
番
組
で
し
た
の
で
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
観
て
頂
い

て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
重
症
心
不
全
に
対
す
る
取
り
組
み
を
ラ
イ

フ
ワ
ー
ク
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

卒
業
大
学
を
離
れ
て
一
人
研
修
施
設
へ
出
た
も
の
の
、
前
途
に
対
す
る
不
安

は
隠
せ
ず
、
余
り
先
の
計
画
な
ど
あ
る
は
ず
は
な
く
、
と
に
か
く
そ
の
時
に
で

き
る
こ
と
へ
全
力
を
尽
く
す
こ
と
で
し
か
、
進
む
べ
き
道
を
持
ち
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
た
と
え
ば
、
虎
の
門
病
院
で
は
食
道
癌
の
第
一
人
者
鶴
丸
昌
彦
部
長

（
現
順
天
堂
大
学
教
授
）、
そ
の
後
三
井
記
念
病
院
で
は
当
時
冠
動
脈
バ
イ
パ
ス

術
に
関
し
て
世
界
を
席
巻
し
て
い
た
須
磨
久
善
先
生
、
な
ど
に
直
接
薫
陶
を
受

け
た
こ
と
は
、
本
当
に
幸
運
な
こ
と
で
し
た
。
そ
の
後
の
歩
み
を
振
り
返
っ
て

み
て
も
、
自
ら
が
主
体
と
し
て
選
択
し
た
と
い
う
よ
り
は
、
大
き
な
流
れ
の
中

で
導
か
れ
て
き
た
よ
う
な
感
じ
が
し
て
お
り
ま
す
。

　

心
臓
血
管
外
科
の
分
野
で
は
、
十
年
前
に
最
先
端
の
治
療
技
術
が
い
ま
や
全

く
定
型
的
な
治
療
と
な
る
と
い
う
激
変
ぶ
り
で
、
急
速
の
進
歩
を
遂
げ
て
お
り

ま
す
が
、
そ
れ
よ
り
も
更
に
進
ん
だ
取
り
組
み
と
し
て
、
重
症
心
不
全
に
対
す
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る
外
科
治
療
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。
他
施
設
で
は
不
可
能
で
、
ま
さ
し
く
大

学
医
療
機
関
で
こ
そ
取
り
組
む
べ
き
重
要
課
題
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

幾
多
の
困
難
は
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
が
、
敢
然
と
挑
戦
し
、
そ
れ
こ
そ
西
日
本

の
セ
ン
タ
ー
と
す
べ
く
努
力
を
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

香
川
大
学
へ
も
、
思
わ
ぬ
縁
に
導
か
れ
て
や
っ
て
参
り
ま
し
た
が
、
今
後
と
も
、

諸
先
生
方
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

教
授
就
任
に
あ
た
って

　
　
　

―
大
学
病
院
の
消
化
器
外
科―

 

香
川
大
学
医
学
部
消
化
器
外
科
学
講
座　
　

 
教
授　

鈴　

木　

康　

之

　
「
讃
樹
會
」
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ま

す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
、
香
川
大
学
医
学
部
消
化
器
外
科
学
講
座
を

担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

一
言
ご
挨
拶
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

旧
第
一
外
科
学
講
座
の
前
田
肇
教
授
が
昨
年
十
月
一
日
に
本
学
副
学
長
に
ご

昇
任
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
本
年
六
月
一
日
を
も
っ
て
正
式
に
心
臓
血
管
外
科

学
（
堀
井
泰
浩
教
授
）
と
消
化
器
外
科
学
の
二
つ
の
新
し
い
講
座
が
誕
生
い
た

し
ま
し
た
。
従
っ
て
消
化
器
外
科
学
は
新
設
の
講
座
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
旧
第

一
外
科
学
の
時
代
か
ら
消
化
器
外
科
診
療
を
積
極
的
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た

歴
史
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
私
は
そ
の
基
盤
を
大
切
に
し
て
、
よ
り
教
室
を
発

展
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
自
ら
の
使
命
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
昭
和
三
十
二
年
に
神
戸
で
生
ま
れ
、
昭
和
五
十
八
年
に
神
戸
大
学
を
卒

業
し
消
化
器
外
科
医
と
し
て
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
多
岐
に
わ

た
る
消
化
器
外
科
疾
患
の
診
療
に
当
た
り
な
が
ら
、
そ
の
中
で
は
膵
臓
、
肝
臓
、

胆
道
の
疾
患
を
研
究
分
野
に
選
び
、
大
規
模
手
術
の
安
全
性
向
上
や
癌
に
対
す

る
集
学
的
治
療
に
精
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。
平
成
二
年
に
は
米
国
ウ
イ
ス
コ

ン
シ
ン
大
学
に
留
学
し
、
膵
臓
移
植
の
臨
床
や
研
究
も
経
験
で
き
ま
し
た
の
で
、

そ
の
後
の
基
礎
的
な
研
究
の
多
く
は
移
植
学
に
も
求
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
大
学
病
院
に
お
け
る
診
療
科
の
業
務
の
中
心
は
当
然
「
診
療
」
で
す

が
、
医
学
部
の
講
座
で
あ
る
以
上
、「
教
育
」
と
「
研
究
」
も
重
要
な
責
務
で

す
。
私
ど
も
に
は
こ
れ
ら
を
同
時
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
進
め
て
行
き
、
継
続
的
に

業
績
を
上
げ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
就
任
に
当
た
っ
て
の
抱

負
は
、「
こ
れ
ら
三
つ
の
業
務
の
柱
の
全
て
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
」
と
す

べ
き
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
消
化
器
外
科
学
教
室
は
現
状
で
は
ス
タ
ッ
フ
や
大
学

院
生
、
研
修
医
を
含
め
て
十
人
余
り
の
小
所
帯
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
私
は

や
は
り
診
療
を
よ
り
充
実
さ
せ
、
市
中
の
一
般
病
院
で
は
難
し
い
疾
患
や
手
術

に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
成
績
を
残
し
て
い
く
こ
と
に
当
初
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

費
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
魅
力
あ
る
研
究

課
題
が
見
つ
か
り
、
ま
た
充
実
し
た
教
室
員
教
育
や
学
生
教
育
が
可
能
に
な
る

と
信
じ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
学
生
や
若
い
医
師
が
入
り
や
す
い
明
る
く

家
庭
的
な
教
室
に
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
教
室
員
が
増

え
る
よ
う
に
努
力
し
、
そ
の
う
え
で
他
の
臨
床
系
講
座
や
基
礎
系
講
座
と
の
連

携
も
早
期
に
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
私
自
身
は
浅
学
非

才
の
身
で
す
が
、
幸
い
教
室
員
は
素
直
で
優
秀
な
外
科
医
の
集
団
で
ご
ざ
い
ま

す
。「
患
者
中
心
の
全
人
的
医
療
」
を
診
療
に
お
け
る
目
標
と
し
て
、
教
室
員

と
一
致
団
結
し
て
努
力
を
重
ね
て
ま
い
る
所
存
で
す
。
こ
の
度
、
私
も
「
讃
樹

會
」
に
特
別
会
員
と
し
て
加
え
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
有
り
難
く
存
じ
て
お
り

ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
は
是
非
温
か
く
、
か
つ
厳
し
い
ご
指
導
と
多
大
な
る
ご

支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
く
、
何
と
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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同窓会ニュース　祝《同窓生教授就任》
 

 
教
授
就
任
挨
拶

 

倉
敷
芸
術
科
学
大
学
生
命
科
学
部
健
康
科
学
科

 

宮　

本　
　
　

修
（
平
成
元
年
卒
）

　

本
年
四
月
よ
り
岡
山
県
倉
敷
市
に
あ
る
倉
敷
芸
術

科
学
大
学
と
い
う
大
学
に
赴
任
し
て
あ
っ
と
い
う
間

に
三
ヶ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
こ
の
大
学
は
加
計
学
園

が
平
成
七
年
に
作
っ
た
大
学
で
、
科
学
と
芸
術
の
融

合
を
目
指
す
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
コ
ン
セ
プ
ト
を

も
っ
て
い
ま
す
。
香
川
大
学
医
学
部
と
同
様
に
小
高
い
山
の
上
に
あ
り
、
眼
下

に
は
高
梁
川
が
ゆ
っ
く
り
と
流
れ
瀬
戸
内
に
そ
そ
い
で
お
り
、
夜
に
な
る
と
水

島
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
工
場
の
明
か
り
が
と
て
も
き
れ
い
で
す
。
私
が
移
っ
た
生

命
科
学
部
は
平
成
十
五
年
に
学
部
改
組
に
伴
い
設
置
さ
れ
た
新
し
い
学
科
で
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
実
習
器
材
な
ど
、
こ
れ
か
ら
整
備
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
部
分
も
多
く
、
研
究
・
教
育
以
外
の
事
務
的
な
仕
事
も
沢
山
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
大
学
全
入
時
代
を
控
え
、
地
方
私
立
大
学
で
あ
る
当
大
学
で
も
今
後
の

受
験
生
獲
得
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
赴
任
し
て
ま
だ
３
ヶ
月
で
す

が
、
国
立
と
比
べ
る
と
何
も
か
も
が
厳
し
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
た
だ
、
新
し

い
大
学
、
学
科
で
す
の
で
、
職
員
も
学
生
も
、
こ
れ
か
ら
我
々
が
歴
史
を
作
っ

て
い
く
と
い
う
気
持
ち
は
強
く
、
皆
や
る
気
が
旺
盛
で
、
こ
ち
ら
も
授
業
の
や

り
が
い
が
あ
り
ま
す
。
国
立
大
学
医
学
部
か
ら
地
方
の
私
立
大
学
へ
移
る
こ
と

は
い
ろ
い
ろ
な
面
で
不
安
が
あ
り
ま
し
た
。
実
際
に
移
っ
て
み
て
、
大
変
な
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
大
学
教
官
と
し
て
の
教
育
研
究
と
い
う
基
本
は
ど
こ
で

も
同
じ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
こ
の
基
本
を
し
っ
か
り
と

行
う
こ
と
で
仕
事
の
や
り
が
い
も
出
て
く
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

倉
敷
に
移
っ
た
後
も
週
一
回
程
度
は
香
川
大
学
に
戻
っ
て
、
こ
れ
ま
で
行
っ

て
き
た
脳
虚
血
の
研
究
を
続
け
て
い
ま
す
。
や
は
り
母
校
が
近
く
に
あ
る
と
い

う
の
は
何
か
と
心
強
い
も
の
で
す
。
母
校
を
離
れ
て
そ
の
あ
り
が
た
み
を
あ
ら

た
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。
共
同
研
究
と
い
う
形
で
私
自
身
の
研
究
の
継
続
だ
け

で
は
な
く
、
後
輩
の
研
究
の
お
手
伝
い
を
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
母

校
の
発
展
の
た
め
に
我
々
卒
業
生
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が

所
属
す
る
場
所
で
し
っ
か
り
と
自
分
の
仕
事
を
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ

り
、
そ
の
こ
と
が
香
川
大
学
医
学
部
の
評
価
を
上
げ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い

く
も
の
と
思
い
ま
す
。
私
も
、
倉
敷
芸
術
科
学
大
学
に
入
学
し
た
学
生
の
た
め

に
精
一
杯
、
教
育
研
究
に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
投
稿
の
機
会
を
与
え
て
下
さ
っ
た
同
窓
会
の
皆
様

に
感
謝
す
る
と
と
も
に
讃
樹
會
の
ま
す
ま
す
の
御
発
展
を
祈
念
致
し
ま
す
。
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研究助成金・研究奨励金選考結果

平
成
十
八
年
度

研
究
助
成
金
・
研
究
奨
励
金
選
考
結
果

　　

平
成
十
八
年
度
香
川
大
学
医
学
部
同
窓
会
讃
樹
會
研
究
助
成
者
な
ら
び
に
研

究
奨
励
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
全
四
名
の
応
募
に
対
し
ま
し
て
、
別
表
に
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す

十
四
名
の
外
部
評
価
委
員
に
よ
っ
て
厳
正
な
る
評
価
が
行
わ
れ
ま
し
た
結
果
、

研
究
助
成
部
門　

第
一
位
：
清
元
秀
泰
先
生
（
二
一
・
八
七
点
）、
研
究
奨
励
部

門　

第
一
位
：
内
藤
宗
和
先
生
（
二
二
・
七
五
点
）
と
な
り
ま
し
た
。（
平
均
点

二
〇
・
七
三
点
）

　

理
事
会
に
お
い
て
清
元
秀
泰
先
生
に
金
一
〇
〇
万
円
、
内
藤
宗
和
先
生
に
金

五
〇
万
円
を
授
与
す
る
こ
と
を
正
式
に
決
定
し
ま
し
た
。
両
先
生
に
は
、
心
よ

り
お
喜
び
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
益
々
の
御
研
究
の
御
発
展
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

　

外
部
評
価
委
員
の
先
生
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
大
変
お
忙
し
い
中
、
無
償

で
御
協
力
頂
き
ま
し
た
こ
と
を
誌
上
か
ら
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

部
門

受
賞
者

研
究
題
目

研
究
助
成
金

清
元
秀
泰

（
昭
和
六
十
三
年
卒
）

培
養
ヒ
ト
メ
サ
ン
ジ
ウ
ム
細
胞
に
お
け
る

N
A
D
PH

オ
キ
シ
ダ
ー
ゼ
を
介
し
た
酸
化
ス
ト
レ

ス
誘
導
に
対
す
るT

h-1

応
答
性
サ
イ
ト
カ
イ
ン
γ

型
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
の
作
用
機
序
の
解
明

研
究
奨
励
金

内
藤
宗
和

（
平
成
十
四
年
卒
）
免
疫
性
精
子
形
成
障
害
に
お
け
る
環
境
因
子
の
影

響

　

受
賞
の
こ
と
ば

讃
樹
會
研
究
助
成
金
を
受
賞
し
て

 

香
川
大
学
医
学
部　

循
環
器
・
腎
臓
・
脳
卒
中
内
科　
　

 

講
師　

清
元　

秀
泰
（
昭
和
六
十
三
年
卒
）

　

今
回
の
私
ど
も
の
研
究
に
関
し
て
、
同
窓
会
の
研
究
助
成
金
を
授
与
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
同
窓
生
の
皆
様
に
多
大
な
る
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
厳
し
い
選
考
の
う
え
、
私
ど
も
の
申
請
に
対
し
て
高
評
価
を
与
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
外
部
選
考
委
員
の
方
々
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

実
は
、
昨
年
度
も
別
の
研
究
プ
ロ
ト
コ
ル
で
応
募
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
送
ら
れ
て
き
た
同
窓
会
誌
を
み
て
、
正
木
先
生
（
肝
臓
内
科
）、
井
町
先

生
（
糖
尿
病
・
内
分
泌
内
科
）
の
両
先
生
方
の
受
賞
を
知
り
、
自
分
が
残
念
な

が
ら
選
外
に
漏
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
少
し
意
気
消
沈
し
た
こ
と
が

思
い
出
さ
れ
ま
す
。
今
回
の
募
集
に
関
し
て
は
、
募
集
要
項
が
発
表
さ
れ
た
一

月
、
一
念
発
起
し
て
今
年
こ
そ
は
と
、
意
気
込
ん
で
作
成
し
、
年
度
末
の
締
め

切
り
ま
で
何
度
も
再
考
を
重
ね
間
に
合
わ
せ
出
願
し
た
だ
け
に
、
理
事
会
で
の

受
賞
承
認
を
い
た
だ
き
喜
び
も
ひ
と
し
お
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
私
が
日
々
の
臨
床
に
追
わ
れ
る
中
で
、
腎
炎
・
腎
症
が
進
行
し
や
む

な
く
透
析
療
法
を
選
択
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
患
者
様
が
全
国
に
は
二
十
五
万

人
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い
う
現
実
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、
わ
が
国
の
医
療
費
は

三
〇
兆
円
程
度
で
す
が
、
慢
性
腎
不
全
か
ら
透
析
療
法
を
行
っ
て
い
る
方
々
の

医
療
費
は
一
兆
円
を
越
え
て
お
り
ま
す
。
腎
疾
患
を
根
絶
す
る
こ
と
は
困
難
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
減
少
さ
せ
る
こ
と
は
わ
が
国
の
医
療
経
済
に
大
き
な
恩
恵

を
も
た
ら
す
も
の
で
は
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
状
で
は
腎
炎
・
腎
症
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の
画
期
的
な
治
療
方
法
は
未
だ
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
年
で
私
が
腎
臓
の
臨
床
を
始
め
て
十
八
年
目
に
な
り
ま
し
た
。
若
い
こ
ろ

か
ら
い
つ
も
腎
炎
が
進
展
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
夢
想
し
な
が
ら
毎
日
を
過
ご

し
て
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
内
科
臨
床
を
行
い
な
が
ら
、
大
学
院
で
研
究

を
始
め
、
耐
乏
生
活
を
し
な
が
ら
ア
メ
リ
カ
に
わ
た
り
研
究
を
継
続
し
ま
し

た
が
、
こ
れ
と
い
っ
た
業
績
も
な
く
時
間
だ
け
が
過
ぎ
て
い
っ
た
感
も
あ
り
ま

す
。
悶
々
と
し
た
大
学
生
活
を
送
っ
て
い
た
私
で
す
が
、
今
か
ら
十
年
ぐ
ら
い

前
よ
り
、
扁
桃
腺
を
摘
出
す
る
と
腎
臓
が
よ
く
な
る
と
い
う
文
献
を
斜
め
読
み

し
ま
し
た
。
学
生
さ
ん
の
講
義
の
際
に
、「IgA

腎
症
は
上
気
道
炎
が
起
こ
っ

て
肉
眼
的
血
尿
が
出
る
と
い
う
の
が
特
徴
で
す
。」、
と
説
明
し
て
ふ
と
、
そ
う

い
え
ば
急
性
糸
球
体
腎
炎
も
溶
連
菌
感
染
が
引
き
金
に
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
る
け
れ
ど
、
腎
臓
と
扁
桃
腺
は
い
っ
た
い
ど
う
い
う
関
係
に
あ
る
の
だ
ろ

う
、
と
疑
問
に
思
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
今
ま
で
臨
床
で
診
察
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
患
者
さ
ん
の
こ
と
を
、
一
枚
一
枚
カ
ル
テ
を
見
な
が
ら
振
り
返
っ
て
み
ま

す
と
、
腎
障
害
が
増
悪
す
る
と
き
は
必
ず
何
ら
か
の
要
因
が
あ
り
、
特
に
感
染

症
に
罹
患
す
る
と
き
に
急
速
に
進
行
し
て
い
る
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

た
ま
た
ま
、
八
年
前
に
頻
回
に
扁
桃
腺
炎
を
繰
り
返
す
若
い
未
婚
の
女
性
に

対
し
て
、
耳
鼻
科
の
先
生
に
お
願
い
し
て
、
扁
桃
腺
を
手
術
で
摘
出
し
て
も

ら
っ
た
と
こ
ろ
、
数
年
続
い
た
検
尿
異
常
が
消
失
し
た
症
例
に
遭
遇
し
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
三
年
間
に
五
例
ほ
ど
扁
桃
腺
を
摘
出
し
て
も
ら
っ
た
の
で
す

が
、
全
例
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、
扁
桃
腺
摘
出
手
術
を
し
て
み
る
と
腎
炎
が
軽

く
な
る
よ
う
な
感
触
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　

慢
性
腎
炎
、
特
に
日
本
人
に
多
いIgA

腎
症
を
罹
患
し
た
若
い
人
た
ち
は
、
検

尿
異
常
が
持
続
す
る
こ
と
で
就
職
、
結
婚
、
妊
娠
、
出
産
な
ど
、
様
々
な
状
況
で

差
別
さ
れ
苦
し
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
腎
炎
を
根
本
的
に
治
す
方
法

と
し
て
有
力
な
も
の
が
な
い
以
上
、
約
二
十
五
％
の
患
者
さ
ん
が
ゆ
っ
く
り
と
腎

機
能
を
喪
失
し
透
析
療
法
に
至
っ
て
し
ま
う
現
実
は
、
外
来
担
当
医
と
し
て
は
悲

し
い
現
実
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
常
々
な
ん
と
か
副
作
用
を
最
小
に
し
た
根
治
を

目
指
す
治
療
法
を
開
発
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
扁
桃
腺
摘
出
を
中
心

に
す
え
た
新
し
い
治
療
コ
ン
セ
プ
ト
を
ス
タ
ー
ト
し
た
わ
け
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
し
ば
ら
く
エ
ビ
デ
ン
ス
も
な
い
こ
と
を
患
者
さ
ん
に
強
い

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
、
自
分
の
行
っ
て
い
る
医
療
行
為
に
疑
問
も
浮
か
ん

で
は
消
え
の
日
々
が
続
い
て
い
ま
し
た
。
当
時
の
上
司
に
も
こ
っ
そ
り
や
っ
て

い
た
の
で
、
な
ん
だ
か
肩
身
の
狭
い
思
い
も
し
て
い
ま
し
た
が
、
五
年
前
ぐ

ら
い
に
私
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
考
え
つ
か
れ
、
扁
桃
腺
を
取
り
ま
く
っ
て
い

る
先
生
が
東
北
地
方
（
仙
台
）
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
臨

床
一
筋
でIgA

腎
症
の
扁
桃
腺
摘
出
＋
パ
ル
ス
療
法
を
行
っ
て
い
る
仙
台
社
会

保
険
病
院
の
堀
田
修
先
生
が
そ
の
人
で
す
。
そ
こ
で
三
年
前
、
私
が
主
催
す
る

講
演
会
に
特
別
講
師
と
し
て
招
聘
し
て
高
松
で
講
演
を
し
て
も
ら
っ
た
の
で
す

が
、
私
が
行
っ
た
症
例
の
百
倍
以
上
の
症
例
で
そ
の
有
効
性
を
検
討
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
論
理
的
な
説
明
が
な
い
こ
の
扁
桃
腺
摘
出
＋
パ
ル
ス
療
法

は
、
そ
の
当
時
、
腎
臓
学
会
な
ど
の
中
央
学
会
で
も
未
だ
標
準
的
な
治
療
法
と

し
て
認
知
さ
れ
て
お
ら
ず
、
改
正
さ
れ
た
厚
生
労
働
省
監
修
の
「IgA

腎
症
の

治
療
指
針
」
に
お
い
て
も
エ
ビ
デ
ン
ス
の
あ
る
治
療
と
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
単
純
に
効
く
人
が
沢
山
い
る
か
ら
、
と
い
う
理
由
で
は
民
間
療
法
と
変

わ
ら
な
い
扱
い
に
な
っ
て
し
ま
う
わ
け
で
す
。

　

世
界
中
の
人
に
こ
の
理
論
を
受
け
入
れ
て
も
ら
う
に
は
、
ま
ず
基
礎
研
究
を

し
て
背
骨
の
部
分
を
補
強
し
な
け
れ
ば
自
分
の
独
り
よ
が
り
に
な
っ
て
し
ま
う

と
思
い
、
留
学
中
に
学
術
研
究
員
と
し
て
三
年
間
勤
め
た
米
国
テ
キ
サ
ス
大
学

ヘ
ル
ス
・
サ
イ
エ
ン
ス
・
セ
ン
タ
ー
・
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
校
の
腎
臓
内
科
の
主

任
教
授
で
あ
るH

anna E. A
bboud

先
生
に
手
紙
を
書
い
て
、
以
前
、
私
が

実
験
に
つ
か
っ
て
い
た
患
者
さ
ん
か
ら
分
離
し
た
ヒ
ト
メ
サ
ン
ジ
ウ
ム
細
胞
を

送
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
最
初
は
、
多
忙
な
臨
床
の
傍
ら
で
研
究
を
始
め
ま
し

研究助成金・研究奨励金選考結果
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た
が
、
幸
い
に
も
こ
の
研
究
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
た
人
見
先
生
、
大
学
院
生

の
森
脇
先
生
が
共
同
研
究
者
と
な
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
今
回
の
助
成

金
申
請
に
つ
な
が
っ
た
「
培
養
ヒ
ト
メ
サ
ン
ジ
ウ
ム
細
胞
に
お
け
るN

A
D
PH

オ
キ
シ
ダ
ー
ゼ
を
介
し
た
酸
化
ス
ト
レ
ス
誘
導
に
対
す
るT

h-1

応
答
性
サ
イ

ト
カ
イ
ン
γ
型
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
の
作
用
機
序
の
解
明
」
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
研
究
に
関
し
て
、
ど
の
よ
う
な
結
果
が
も
た
ら
さ
れ
る
か
は
も
う
し
ば

ら
く
の
猶
予
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
扁
桃
腺
に
限

ら
ず
生
体
内
の
炎
症
反
応
発
生
か
ら
誘
導
さ
れ
る
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
は
、
腎

臓
の
メ
サ
ン
ギ
ウ
ム
細
胞
を
刺
激
し
、
細
胞
増
殖
や
組
織
障
害
を
起
こ
す
メ
カ

ニ
ズ
ム
が
分
子
レ
ベ
ル
で
ぼ
ん
や
り
と
解
っ
て
き
ま
し
た
。
組
織
障
害
に
関
連

す
る
重
要
な
誘
導
酵
素
と
し
てN

A
D
PH

オ
キ
シ
ダ
ー
ゼ
の
関
与
を
調
べ
て
み

て
は
ど
う
か
、
と
い
う
建
設
的
な
助
言
は
薬
理
学
の
講
師
で
あ
り
、
こ
の
研
究

助
成
金
の
発
案
者
で
も
あ
る
西
山　

成
（
ア
キ
ラ
）
先
生
の
お
蔭
で
あ
り
ま
す
。

勿
論
、
研
究
の
端
緒
に
な
っ
た
患
者
さ
ん
の
扁
桃
腺
摘
出
を
お
手
伝
い
い
た
だ

い
た
耳
鼻
咽
喉
科
の
森
教
授
を
初
め
と
す
る
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
の
優
秀
な
ス
キ

ル
が
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
の
受
賞
は
、
大
学
病
院

で
私
が
悩
ん
だ
り
、
困
っ
た
り
し
た
時
に
常
に
手
を
差
し
伸
べ
て
、
そ
し
て
支

え
て
い
た
だ
い
た
先
生
方
な
く
し
て
は
あ
り
え
な
か
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

香
川
大
学
に
籍
を
置
い
て
も
う
十
五
年
以
上
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
今
の
自

分
が
大
学
に
い
て
、
教
鞭
を
と
り
な
が
ら
研
究
で
き
る
の
も
、
未
熟
な
私
を
頼

り
に
し
て
く
れ
る
患
者
さ
ん
や
諸
先
輩
方
の
理
解
、
そ
し
て
有
能
な
同
僚
が
傍

に
い
て
く
れ
た
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
生
か
さ
れ
て
い
る
自
分
を
自
覚

し
、
世
界
中
の
腎
炎
で
苦
し
ま
れ
て
い
る
方
々
の
た
め
に
研
究
し
な
く
て
は
い

け
な
い
と
い
う
こ
と
を
胸
に
、
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
研
究
助
成
を
有
効
に
利

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
最
後
ま
で
研
究
を
完
遂
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
今
後
と
も
、
よ
ろ
し
く
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

平
成
十
八
年
八
月
八
日　

清
元　

秀
泰

研究助成金・研究奨励金選考結果

腎臓研究室の仲間たち
下段左から、人見、清元、西山先生
上段左から、伊原、近藤、海部、藤田、森脇、原の各先生
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研
究
奨
励
金
を
受
賞
し
て

 

東
京
医
科
大
学　

人
体
構
造
学
講
座　
　
　
　

 

内　

藤　

宗　

和
（
平
成
十
四
年
卒
）

　

残
暑
厳
し
き
折
、
香
川
大
学
医
学
部
同
窓
会
員
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
度
は
第
二
回
香
川
大
学

医
学
部
同
窓
会
讃
樹
會
研
究
奨
励
を
受
け
賜
り
、
大

変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
本
年
度
よ
り
、
研
究
助
成

金
と
は
別
枠
で
卒
後
十
五
年
以
内
の
応
募
者
に
対
し
て
新
た
に「
研
究
奨
励
金
」

と
い
う
形
を
と
っ
て
支
援
頂
け
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

制
度
に
し
て
頂
き
ま
し
た
同
窓
会
長
の
髙
橋
則
尋
先
生
、
ま
た
研
究
助
成
に
つ

き
適
切
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
頂
い
て
お
り
ま
す
学
術
委
員
長
の
西
山
成
先
生
に

は
重
ね
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

先
日
、
今
回
の
研
究
助
成
を
受
け
ら
れ
た
清
元
秀
泰
先
生
に
お
会
い
す
る
機

会
が
あ
り
ま
し
た
。
学
生
の
頃
に
教
え
て
頂
い
た
時
と
同
様
に
、
新
し
い
事
へ

の
探
究
心
、
変
わ
っ
て
い
こ
う
と
す
る
積
極
的
な
考
え
な
ど
、
非
常
に
関
心
深

い
お
話
を
伺
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
私
も
卒
後
十
五
年
以
内
の
若
手
と
し
て

「
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
気
持
ち
」
を
奨
励
頂
い
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
諸
先

輩
方
に
負
け
な
い
よ
う
に
研
究
に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
現
在
、
私
は
東
京
医
科
大
学
人
体
構
造
学
講
座
に
所
属
し
、
主
任
教

授
で
あ
る
伊
藤
正
裕
先
生
の
指
導
の
下
、
主
に
免
疫
系
の
研
究
に
従
事
し
て
お

り
ま
す
。
今
回
、
研
究
奨
励
に
は
「
精
巣
の
免
疫
学
的
な
側
面
に
環
境
因
子
が

ど
の
よ
う
に
影
響
に
す
る
か
」を
テ
ー
マ
に
申
請
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
近
年
、

環
境
因
子
（
環
境
ホ
ル
モ
ン
、
大
気
汚
染
、
放
射
能
な
ど
）
と
造
精
機
能
障
害

と
の
関
連
に
関
す
る
研
究
が
世
界
的
に
活
発
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
免
疫

疾
患
と
環
境
因
子
の
関
連
性
に
つ
い
て
調
査
し
た
研
究
は
今
ま
で
な
く
、
非
常

に
興
味
深
い
テ
ー
マ
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
同
様
の
テ
ー
マ
に
お
い
て

平
成
十
八
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
も
頂
い
て
お
り
、
今
回
の
研
究
奨

励
を
受
け
て
、
さ
ら
に
研
究
を
推
進
さ
せ
て
い
く
予
定
で
す
。

　

今
後
は
今
ま
で
以
上
に
研
究
に
対
し
て
強
い
情
熱
を
持
ち
、
同
窓
会
の
奨
励

に
応
え
る
活
躍
が
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
度
は
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【讃樹會研究助成　外部評価委員】
臨床科

氏名 勤務先

1 伊藤　貞嘉 東北大学大学院医学系研究科・医学部
　制御学講座　腎・高血圧・内分泌学分野 教授

2 香美　祥二 徳島大学医学部医学科 発生発達医学講座
　小児医学　教授

3 岸本　武利 大阪市立大学大学院医学研究科泌尿器科
　名誉教授

4 成瀬　光栄 京都医療センター　内分泌代謝センター
　内分泌研究部　内分泌研究部長

5 平川　方久 香川県立中央病院　院長

6 森田　   潔 岡山大学大学院医歯総合研究科医学部
　麻酔・蘇生学講座　教授

7 吉栖　正生 広島大学大学院医歯薬学総合研究科
　心臓血管生理医学　教授

基礎科

1 梶谷　文彦 川崎医科大学　名誉教授
岡山大学　特命教授

2 島田　眞久 大阪医科大学　名誉教授

3 西堀　正洋 岡山大学大学院医歯総合研究科医学部
　機能制御学　薬理学　教授

4 藤田　   守 中村学園大学　栄養科学部栄養科学科　教授

5 三浦　克之 大阪市立大学大学院医学研究科
　薬効安全性学　教授

6 森田　啓之 岐阜大学医学部神経統御学講座
　生理学分野　教授

7 山中　伸弥 京都大学再生医科学研究所　
再生統御学研究部門　再生誘導研究分野　教授
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国外留学助成金

香川大学医学部医学科同窓会讃樹會
国外留学助成金公募のお知らせ

香川大学医学部医学科同窓会讃樹會では、本学の発展に寄与することを目的として、
本学研究者の国外留学に対して以下の要領で助成いたします。

対　　象：　　香川大学医学部医学科同窓会正会員の６ヶ月以上の国外留学
助 成 額：　　年２回。１回を数件程度、総額500千円以内。
申請方法：　　所定の申請書
　　　　　　　（HPからダウンロードするか、同窓会事務局に申請して下さい。）
締め切り：　　平成19年度第１回 ： 平成19年３月末日
　　　　　　　※　平成18年度第２回（応募締切平成18年９月末日）は終了しました。
提 出 先：　　〒761-0793
　　　　　　　　香川県木田郡三木町池戸1750-1
　　　　　　　　℡&Fax.（087）840－2291   E-mail  dousou@med.kagawa-u.ac.jp
審査方法：　　学術局において書類審査を行い、理事会において採否を決定する。

 香川大学医学部医学科同窓会讃樹會
 讃樹會会長　　髙橋則尋
 学術局長　　　大森浩二

ダウンロード

申請書は讃樹會HP上「国外留学助成金」の「応募要項」からダウンロードできます。

平成18年度第１回　国外留学助成金選考結果報告

学術局における書類審査をもとに、理事会では下記の通り平成18年度第１回香川大学医学
部医学科同窓会讃樹會国外留学助成金の交付を決定いたしました。

助成対象者：　森下朝洋（平成9年卒）　香川大学医学部　消化器・神経内科
留学先機関：　Department of Medicine Columbia-Presbyterian Medical Center
留学期間：　　平成18年９月～平成20年８月
研究課題：　　Mesenchyme-Specific Gene HMGA2の腫瘍進展、転移に関する機能解析に

ついて
助成金：　　　183,300円

先生の益々のご活躍をお祈り申し上げます。
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国外留学助成金　研究レポート

　平成17年３月１日より平成18年２月28日までの１年間、文部科学省の海外先進教育研究
支援プログラムにより、アメリカのピッツーバーグ大学外科に派遣されることになり、研
究、卒後教育システムの見学を行って参りました。主に、肝臓の虚血に伴う臓器障害の
メカニズムを中心に研究を行い、良い機会とテーマに恵まれて、研究成果は、Journal of 
Immunology　および Hepatologyに掲載となり、共著としても複数の論文に掲載されまし
た。また、学会発表も本年２月にSanDiegoで開催された、SUSで発表を行うことができ、
充実した一年となりました。具体的な研究成果はここでは割愛させていただくこととして、
ここでは、教育システムとアメリカでの生活について述べさせていただきます。
　多民族国家の特色は、組織体としてのシステムと、客観性な評価システムの構築につき
ます。言葉が上手く通じない人が来ても、その人と会話し仕事を進めなくてはいけません。
したがって、病院においても多くの職種があり、組織を作り上げています。点滴だけをと
る人、患者さんの誘導だけをする人などです。したがって医師は雑用が少なく、研修医も
純粋に医学の研修だけに打ち込めます。また、日本では、個々の学習熱意によるところが
大きいですが、アメリカでは専任に近い教育担当の医師がおり、研修医に対する教育のプ
ログラムを行っています。そのため、研修医は毎日、講義があり、多くの知識を習得する
ことができます。日本では、日々雑用に追われ、まるで雑用係となっているのと対照的で
す。また、同じカンファレンスを行っても、日本では批判的に、できなかったことに対し
て怒ることが中心になりがちですが、アメリカでは原因を探るとともに、何からでもほめ
る事が中心になっています（私からみるとほめ殺しにも思えました）。多くの研修医が自信
を持って発表を行っています。このシステムの違いには、アメリカにおける医療従事者の
圧倒的な数の違いがあり、根底には高額な医療費による収益が多くの医療従事者の雇用を
可能にしていることがあげられます。虫垂炎で手術のため１泊２日で入院しても、その入
院費は200万円以上にもなります。よく、アメリカでは在院日数が短いと言われております
が、こんなにかかるのでは、早く退院したいのもうなずけます。一方で、医学教育には、
評価システムが働いており、教官から学生、学生から教官、学生から病院のシステムがあ
ります。では、研修医からみて、どんな病院の人気が高いのでしょうか。面白い理由のう
ちに、駐車場の値段がやすい、職員食堂の値段が安く美味しい、病院の当直室がきれい、
などがあります。しかし、本当に学生にとって大切なのは、その施設で専門医（日本で言
う指導医）がどれだけ取得できるか、研修が終わった後にいい病院に就職できるか、が重
要なポイントとしてあげられます。したがって、これらを満たさない、専門医取得率の低
い病院、いい病院に就職できない病院は、優秀なレジデントが来なくなり、結果として全
国テストで悪い得点となり、専門医取得率がさらに下がる。ひいては、レジデントが定員

国外留学助成金　研究レポート

 出　石　邦　彦
 （平成３年卒）　
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を大幅に切り、研修病院としての指定が取り消される。まさに負の循環となります。そう
いった意味で、アメリカの研修医は、数字としての各病院間のデーターの比較を行い、自
己責任のもとに研修病院を決定します。日本では、口コミ情報が中心で研修先を決めてい
る人が多く、専門医指導医の取得率や、良い病院への就職率を調べてから、研修先を決め
ている人はあまり見かけません。しかしながら近い将来、客観的な現状を研修医に示さな
いと研修医が集まらないときが来るのも近いと思えます。今日まで、多くの人が香川大学、
母校に残り、仕事をしてきました。でも、いまだに人不足の状態がつづき、人数から考え
た場合、10年前より減少しているのが現状です。1978年の香川医科大学として開学以来、2
年後には開学30年となります。何故、人が増えずに減っているのか？に対する回答までの
時間は、あまりないようです。
　学習とは実に不思議なものです。特に語学は。私は１年アメリカに住んでいました
が、全く英語の上達は認めず、最後まで英語が解りませんでした。不思議なことに、私が
bleedingと言えば何故かアメリカ人にはbreathingと聞こえることです。出血していますか
とたずねると、はい、出血しています、との答えが返ってきてびっくりしましたが、これ
は、アメリカ人には、息をしていますか、はい、息をしています、の会話になっていたた
めでした。この発音はいまだに通じません。その一方で、子供の適応能力のすごさを痛感
いたしました。私の子供は小学１年生と２年生の２人ですが、アメリカに行ったときは何
もしゃべれず、親から見ても辛そうな１ヶ月でしたが、以後は友達ができるにつれどんど
んしゃべれるようになりました。１年経つと、発音とヒアリングでは親を遥かにこえてし
まいました。
　医学教育を含めて、若いほど学習能力が高く、若いほど行った先で適応し、より多くの
能力と知識が身につきます。卒業後の研修システムが大きく変わったことは、多くの研修
医を中央の医療に触れ、能力の向上をはかる大きなチャンスとなり、香川大学の卒業生が
日本全国で活躍する日が来るということでしょうか。一方、地方大学の医師数が減ってい
る現象には少し寂しい気もしますが。
　最後に、支援していただきました、同窓会の皆様、ならびに長期の留守により多大なる
ご迷惑をおかけいたしました、旧第一外科の皆様に心よりお礼を申し上げます。

国外留学助成金　研究レポート
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特集１　卒後臨床研修指導医養成講習会への援助企画

　

卒
後
臨
床
研
修
指
導
医
養
成
講
習
会
へ
の
援
助
企
画

  
指
導
医
養
成
を
側
面
か
ら
支
え
る

　

　

同
窓
会
で
は
、
卒
後
臨
床
研
修
支
援
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
指
導
医
養

成
講
習
会
に
対
し
て
補
助
す
る
こ
と
が
理
事
会
で
決
定
さ
れ
、
早
速
、
八
月

二
十
六
、二
十
七
日
の
土
日
に
亘
っ
て
開
催
さ
れ
た
講
習
会
に
お
い
て
、
有
形

無
形
の
側
面
支
援
と
な
っ
た
。

　

本
年
四
月
か
ら
新
し
く
専
任
講
師
に
就
任
さ
れ
た
松
原
先
生
か
ら
就
任
の
ご

挨
拶
と
、
岩
永
先
生
か
ら
講
習
会
へ
参
加
さ
れ
て
の
感
想
を
お
寄
せ
い
た
だ
い

た
。

　

就
任
挨
拶　

母
校
の
卒
後
臨
床
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

専
任
講
師
就
任
に
あ
た
り

 

香
川
大
学
医
学
部
附
属
病
院　

卒
後
臨
床
研
修
セ
ン
タ
ー　
　

 

専
任
講
師　

松
原　

修
司
（
平
成
四
年
卒
）

　

平
成
十
八
年
五
月
一
日
付
け
で
香
川
大
学
医
学
部

附
属
病
院
卒
後
臨
床
研
修
セ
ン
タ
ー
の
専
任
講
師
に

命
じ
ら
れ
た
松
原
修
司
で
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し

て
同
窓
生
の
皆
様
へ
就
任
の
御
挨
拶
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

私
は
、
平
成
四
年
年
に
香
川
医
科
大
学
医
学
部
を
卒
業
後
、
平
成
十
三
年
か

ら
香
川
大
学
医
学
部
附
属
病
院
第
一
内
科
に
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
。
徳
島
県

出
身
で
す
が
、
昭
和
六
十
一
年
に
香
川
医
科
大
学
に
入
学
し
て
以
来
、
讃
岐
で

の
生
活
が
二
十
年
目
と
な
り
、
す
っ
か
り
う
ど
ん
（U

D
O
N

）
通
に
な
り
ま
し

た
。

　

御
存
知
の
と
お
り
、
平
成
十
六
年
度
の
卒
後
臨
床
研
修
制
度
開
始
以
降
、
地

方
に
お
け
る
大
学
病
院
の
研
修
医
不
足
が
全
国
的
に
大
き
な
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
香
川
大
学
医
学
部
附
属
病
院
も
例
外
で
は
な
く
研
修
医
が
年
々
減
少

（
平
成
十
八
年
度
は
十
名
）
し
て
お
り
、
こ
の
問
題
に
対
し
て
大
き
な
危
機
感

を
持
た
れ
た
長
尾
病
院
長
の
提
案
に
よ
り
、
卒
後
臨
床
研
修
セ
ン
タ
ー
専
任
教

員
配
置
が
決
定
し
ま
し
た
。
専
任
教
員
配
置
は
全
国
で
十
七
番
目
で
あ
り
、
他

大
学
で
も
研
修
医
不
足
に
対
す
る
積
極
的
な
取
り
組
み
が
多
々
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

特集１

（写真上）講習会スタート
（写真左下）会食でほっと一息
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特集１　卒後臨床研修指導医養成講習会への援助企画
　

石
田
診
療
科
長
の
推
薦
も
あ
り
、
微
力
な
が
ら
母
校
・
後
輩
の
皆
さ
ん
の
為

に
な
れ
ば―

―

と
お
受
け
し
た
次
第
で
す
。
就
任
直
後
か
ら
、
研
修
医
の
支

援
、
学
生
さ
ん
の
勧
誘
、
マ
ッ
チ
ン
グ
及
び
指
導
医
養
成
講
習
会
開
催
等
の
業

務
に
奔
走
し
た
四
か
月
間
で
し
た
。
本
研
修
制
度
も
三
年
目
と
な
り
、
本
院

の
卒
後
臨
床
研
修
に
つ
い
て
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
研
修
医
へ
の
対
応
・
指

導
は
充
実
し
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
し
か
し
、「
学
生
と
の
対
話
不
足
」、

「
研
修
医
募
集
の
案
内
不
足
」、「
研
修
医
数
増
加
・
研
修
内
容
の
充
実
と
い
う

目
標
に
対
す
る
学
内
の
共
有
不
足
」
等
の
問
題
点
が
挙
げ
ら
れ
、
現
在
、
早
急

な
改
善
を
計
る
べ
く
努
力
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
学
生
・
研
修
医
に
対
し
て
、

各
自
の
「
医
師
と
し
て
の
目
標
・
希
望
」
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
母
校
で
の

研
修
、
入
局
、
母
校
を
ホ
ー
ム
グ
ラ
ン
ド
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
を
重
点
的
に

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。
学
生
の
勧
誘
・
研
修
医
の
支
援
活
動
に
つ
い
て
は
、

本
卒
後
臨
床
研
修
セ
ン
タ
ー
と
同
窓
会
が
車
の
両
輪
と
な
る
こ
と
が
理
想
と
考

え
ま
す
。

　

母
校
・
同
窓
会
を
よ
り
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
人
を
育
て
る
こ
と
、
特
に

後
輩
医
に
愛
情
を
持
つ
こ
と
が
最
も
大
切
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

勿
論
、
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
は
大
切
で
す
が
、
本
学
の
よ
う
な
地
方
大
学
に
不

可
欠
な
こ
と
は
、
同
窓
生
に
対
す
る
愛
情
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
重
要
で
あ
り
、

そ
の
結
果
、
本
学
か
ら
優
秀
な
人
材
を
輩
出
で
き
、
素
晴
ら
し
い
同
窓
会
に
な

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
度
は
髙
橋
同
窓
会
会
長
や
清
元
先
生
を
始
め
と
す
る
先
生
方
の

御
協
力
の
も
と
に
同
窓
会
組
織
に
教
育
研
修
支
援
局
を
新
た
に
発
足
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
本
院
卒
後
臨
床
研
修
の
支
援
体
制
を
サ
ポ
ー
ト
い
た
だ
け
る
と

い
う
こ
と
で
、
た
い
へ
ん
心
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。
早
速
、
八
月
に
本
院
が

主
催
し
た
卒
後
臨
床
研
修
指
導
医
養
成
講
習
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
御
支
援
い

た
だ
き
、
例
年
に
な
い
盛
況
な
講
習
会
に
な
り
ま
し
た
こ
と
を
報
告
致
し
ま
す

と
と
も
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
同
窓
生
の
先
生
方
に
、
御
協
力
い

た
だ
け
ま
す
よ
う
切
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
香
川
大
学
医
学
部
附
属
病
院
に
お
け
る
卒
後
臨
床
研
修
が
後
輩
・

同
窓
生
に
と
っ
て
有
意
義
な
も
の
と
な
り
、
全
国
に
自
慢
で
き
る
研
修
に
な
る

こ
と
を
目
標
と
し
、
讃
樹
會
・
香
川
大
学
医
学
部
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う

に
卒
後
臨
床
研
修
セ
ン
タ
ー
の
専
任
教
員
と
し
て
全
身
全
霊
を
尽
く
す
所
存
で

す
の
で
、
御
指
導
・
御
鞭
撻
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

卒
後
臨
床
研
修
指
導
医
講
習
会
に
参
加
し
て

 

放
射
線
科　

岩
永　

康
之
（
平
成
七
年
卒
）

　

平
成
十
八
年
八
月
二
十
六
日
、
二
十 

七
日
、
厚
生
労
働
省
の
示
す
「
医
師
の

臨
床
研
修
に
係
る
指
導
医
講
習
会
の
開

催
指
針
に
つ
い
て
」
に
基
づ
き
作
成
さ

れ
た
、
香
川
大
学
医
学
部
付
属
病
院
卒

後
臨
床
研
修
指
導
医
養
成
講
習
会
（
第

五
回
）
が
四
国
電
力
株
式
会
社
総
合
研

修
所
で
開
催
さ
れ
た
。「
臨
床
研
修
指

導
医
は
、
研
修
医
が
医
師
臨
床
研
修
を

円
滑
か
つ
効
果
的
に
推
進
し
て
基
本
的

な
臨
床
能
力
の
修
得
と
い
う
研
修
目
標

の
達
成
を
支
援
す
る
た
め
、
研
修
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
立
案
し
推
進
す
る
能
力
及
び

客
観
的
に
研
修
医
を
評
価
す
る
能
力
を

身
に
付
け
る
。」
を
一
般
目
標
に
掲
げ
、
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五
名
の
受
講
者
、
十
五
名
の
ス
タ
ッ
フ
が
丸
二
日
間
の
日
程
を
共
に
過
ご
し

た
、
ま
さ
し
く
指
導
者
養
成
合
宿
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

　
「
臨
床
研
修
開
発
」
と
い
う
主
題
の
も
と
、
受
講
者
は
六
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
初
日
午
前
は
、
卒
後
臨
床
研
修
の
充
実

に
向
け
て
の
問
題
点
を
『K

J

法
』
に
て
列
挙
後
、
問
題
点
克
服
の
た
め
の
『
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
』
作
成
法
を
学
ん
だ
。
午
後
か
ら
は
各
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
お
け
る

『
目
標
』
を
定
め
、
そ
の
目
標
に
対
す
る
『
方
略
』
を
作
成
し
た
。
夕
食
は
、

清
元
秀
泰
卒
後
臨
床
研
修
セ
ン
タ
ー
室
員
に
よ
る
研
修
指
導
医
の
あ
り
方
の
ビ

デ
オ
供
覧
を
交
え
た
楽
し
い
晩
餐
で
あ
っ
た
。

　

二
日
目
は
、
武
田
薬
品
工
業
の
山
崎
英
司
氏
に
よ
る
『
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
理

論
』に
つ
い
て
の
講
演
を
踏
ま
え
、
研
修
の『
評
価
』方
法
を
討
議
し
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
作
成
し
た
。
石
田
俊
彦
セ
ン
タ
ー
長
か
ら
漫
画
を
題
材
に
メ
デ
ィ
カ
ル

サ
ポ
ー
ト
コ
ー
チ
ン
グ
の
解
説
が
あ
っ
た
後
、
問
題
点
へ
の
対
応
の
仕
方
を
グ

ル
ー
プ
と
し
て
ま
と
め
、
講
習
会
は
無
事
終
了
。
厚
生
労
働
省
医
政
局
長
認
定

の
修
了
証
書
を
交
付
さ
れ
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
最
多
を
占
め
た「
上
司
に
言
わ
れ
て
い
や
い
や
参
加
し
た
」

こ
の
講
習
会
で
あ
っ
た
が
、
意
外
に
も
多
く
の
知
見
を
得
ら
れ
、
そ
の
得
ら
れ

た
も
の
は
今
後
の
自
分
に
と
っ
て
大
変
重
要
で
あ
っ
た
。

　

普
段
か
ら
心
肺
蘇
生
・
外
傷
の
教
育
コ
ー
ス
に
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て

携
わ
っ
て
い
る
関
係
上
、
成
人
教
育
法
に
つ
い
て
は
そ
れ
な
り
に
知
っ
て
い
る

つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
上
記
『
』
で
括
っ
た
単
語
な
ど
は
特
に
勉
強
に
な
っ
た
。

　

例
え
ば
、
会
議
の
度
に
苦
労
す
る
意
見
の
吸
い
上
げ
は
『K

J

法
』
を
用
い

れ
ば
容
易
な
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま
た『
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
』と
は『
目
標
、
方
略
、

評
価
』
の
三
要
素
か
ら
な
る
こ
と
、『
目
標
』
は
一
般
目
標
（GIO

）
と
そ
れ

に
関
連
付
け
ら
れ
た
行
動
目
標
（SBO

ｓ
）
と
か
ら
な
り
、
そ
れ
を
表
現
す
る

動
詞
ま
で
決
ま
っ
て
い
る
こ
と
、
目
標
の
文
章
は
知
識
、
態
度
・
習
慣
、
技
能

の
三
領
域
に
わ
た
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
も
知
っ
た
。
は
た
し
て
、
本
講
習

会
の
一
般
目
標
も
改
め
て
見
れ
ば
そ
の
通
り
で
あ
っ
た
。

　

極
め
つ
け
は
人
の
評
価
方
法
と
し
て
の
『
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
理
論
』
で
あ
り
、

他
人
の
評
価
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
未
熟
な
自
分
が
人
格
を
向
上
さ
せ
る
た
め

の
有
用
な
指
標
を
得
ら
れ
た
こ
と
が
大
変
嬉
し
く
感
じ
ら
れ
た
。
参
加
し
た
同

僚
が
こ
こ
で
の
知
見
を
早
速
ポ
リ
ク
リ
、
ス
ー
ポ
リ
、
研
修
医
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
作
成
に
取
り
込
ん
で
い
る
の
を
見
て
も
、
そ
の
有
用
性
・
即
効
性
は
高
い
と

感
じ
ら
れ
る
。
進
ん
で
参
加
し
た
わ
け
で
は
な
い
私
が
言
う
の
も
お
か
し
な
話

で
は
あ
る
が
、
教
え
方
の
勉
強
を
せ
ず

に
教
官
と
な
る
我
々
医
師
に
と
っ
て
、

必
須
の
講
習
会
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

た
。
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
方
、
大
変
お
疲

れ
様
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

特集１　卒後臨床研修指導医養成講習会への援助企画

修了証書の授与 グループに分かれて
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心
臓
血
管
外
科　

堀
井　

泰
浩　

教
授

日　

時　

平
成
十
八
年
八
月
八
日
㈫

　
　
　
　

午
後
一
時
〜
二
時

　

於　
　

管
理
棟
三
階
会
議
室

出
席
者　

堀
井
教
授
、
濱
本
名
誉
会
長

濱
本　

本
日
は
お
忙
し
い
と
こ
ろ
を
お
い
で
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
先
生
は
本
年
六
月
に
教
授
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
本
学
の
学
生

に
は
ど
う
い
う
印
象
を
持
た
れ
て
い
ま
す
か
？

堀
井　

総
じ
て
、
非
常
に
素
直
で
す
。
ポ
リ
ク
リ
で
回
っ
て
き
た
り
、
一
対
一

で
話
し
た
り
す
る
時
、
す
ご
く
純
真
で
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
る
子
が

多
い
と
感
じ
ま
す
。

濱
本　

ま
じ
め
と
い
う
の
は
よ
く
い
わ
れ
ま
す
。

堀
井　

将
来
的
に
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
学
生

時
代
だ
け
で
は
不
明
で
す
ね
。
ど
ん
な
人
が
大
物
に
な
っ
て
い
く
の

か
。
学
生
時
代
に
態
度
が
大
き
か
っ
た
人
で
も
、
今
振
り
返
っ
て
み
た

ら
大
し
た
こ
と
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
一
を
聞
い
て

十
も
二
十
も
先
を
行
く
程
の
頭
の
良
さ
は
、
研
究
者
に
は
必
要
か
も
知

れ
ま
せ
ん
が
、
医
者
の
質
と
し
て
は
関
係
無
い
気
が
し
ま
す
。

濱
本　

医
師
の
免
許
を
と
っ
て
地
元
に
帰
る
と
い
う
人
が
、
一
時
期
増
え
て
い

特集２　教授の横顔

特集２

た
の
で
す
が
、
数
年
前
か
ら
ロ
ー
テ
ー
ト
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
は

残
る
人
が
増
え
そ
う
だ
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
卒
業
生
が
残
る
こ
と
に

つ
い
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

堀
井　

地
方
大
学
と
い
う
意
味
で
は
、
な
か
な
か
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
僕
の

当
時
は
、
外
の
病
院
へ
い
き
な
り
出
て
行
く
と
い
う
の
が
無
か
っ
た
の

で
す
が
、
僕
は
大
学
の
中
で
納
ま
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
手
術
が

き
ち
ん
と
出
来
る
人
間
に
な
り
た
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
り
、
外
に

出
ま
し
た
。
自
分
の
目
で
見
て
こ
れ
だ
と
思
う
人
の
下
に
行
く
と
良
い

と
思
う
の
で
す
が
、
そ
れ
が
今
の
制
度
だ
と
大
手
を
振
っ
て
出
来
る
訳

で
す
よ
ね
。

濱
本　

こ
こ
を
卒
業
し
て
残
る
人
は
わ
か
り
に
く
い
と
思
い
ま
す
。
ど
こ
ま
で

が
す
ば
ら
し
い
外
科
医
で
ど
こ
ま
で
が
日
本
に
通
用
す
る
の
か
。

堀
井　

そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
た
だ
、
何
処
に
行
っ
て
も
同
じ
な
の
で
、

自
分
の
目
で
見
て
判
断
す
る
し
か
な
い
と
思
い
ま
す
。
名
前
で
釣
ら
れ

る
な
と
学
生
に
は
言
っ
て
い
る
の
で
す
が
。
入
る
た
め
に
競
争
も
激
し

い
か
も
し
れ
な
い
が
、
行
っ
て
頑
張
れ
ば
い
い
し
。

　
　
　
　

た
だ
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
シ
ス
テ
ム
が
無
い
に
も
拘
わ
ら
ず
、
国
か
ら

お
小
遣
い
を
取
っ
て
来
て
く
れ
て
、
安
い
労
働
力
と
し
て
研
修
医
を
引

き
受
け
る
、
そ
う
い
う
病
院
が
実
は
随
分
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
そ
う
い

う
と
こ
ろ
に
染
み
出
し
て
行
っ
て
る
ん
で
す
よ
ね
。
一
概
に
言
え
な
い

で
す
け
ど
、
大
学
に
魅
力
が
あ
れ
ば
、
大
学
に
残
っ
て
そ
れ
か
ら
先
の

こ
と
を
ま
だ
ま
だ
色
々
考
え
ら
れ
ま
す
。
確
か
に
、
高
松
の
中
に
有
効

な
関
連
病
院
が
無
い
な
ど
香
川
大
学
自
体
に
も
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、

大
学
で
や
っ
て
い
る
治
療
が
あ
る
程
度
レ
ベ
ル
が
安
定
し
て
き
て
、
そ

れ
を
踏
み
台
に
し
て
い
け
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。
今
の
時
代
は
む
し
ろ

縛
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
か
ら
、
制
度
と
し
て
は
良
い
方
に
行
く
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

教 

授 

の 

横 

顔
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濱
本　

先
生
は
最
初
か
ら
心
臓
外
科
を
？

堀
井　

心
臓
に
非
常
に
興
味
は
あ
り
ま
し
た
が
、
心
臓
外
科
に
な
る
た
め
に
心

臓
外
科
の
教
室
に
入
る
の
は
僕
は
抵
抗
が
あ
り
、
外
科
を
全
部
し
て
か

ら
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
大
学
を
出
て
外
へ
。

濱
本　

こ
こ
に
来
ら
れ
る
前
に
葉
山
ハ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
お
ら
れ
て
い
ま
す
ね
。

堀
井　

葉
山
は
、
僕
と
僕
の
親
分
の
須
磨
久
善
先
生
の
二
人
で
作
っ
た
病
院
な

ん
で
す
。

濱
本　

須
磨
先
生
は
葉
山
に
お
ら
れ
る
ん
で
す
か
。

堀
井　

葉
山
を
辞
め
ら
れ
て
、
六
本
木
の
心
臓
血
管
研
究
所
に
行
っ
て
お
ら
れ

ま
す
。
実
は
明
日
、
非
常
に
重
症
な
手
術
の
手
伝
い
に
来
て
頂
き
ま
す
。

濱
本　

卒
業
生
に
望
ま
れ
る
も
の
は
？

堀
井　

僕
の
下
に
は
二
人
い
ま
す
が
、
両
方
と
も
卒
業
生
で
、
非
常
に
優
秀
で

す
。
た
だ
、
非
常
に
切
れ
る
メ
ス
で
は
な
い
。
と
い
う
の
も
、
こ
れ
ま

で
こ
の
大
学
で
は
外
か
ら
紹
介
し
て
も
ら
っ
て
手
術
を
す
る
と
い
う
こ

と
が
全
く
無
く
、
そ
こ
で
一
生
懸
命
下
働
き
し
て
い
た
た
め
、
悪
い
言

い
方
を
す
れ
ば
錆
び
刀
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。
外
科
医
で
す
か
ら
、

あ
る
程
度
経
験
を
積
ま
な
い
と
一
歩
も
前
に
進
め
ま
せ
ん
。
チ
ャ
ン
ス

が
与
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
は
非
常
に
不
幸
な
状
況
で
、
現
在
は
そ

う
い
う
意
味
で
は
あ
る
程
度
は
解
消
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
実

際
、
来
て
半
年
で
、
そ
ろ
そ
ろ
錆
が
落
ち
た
よ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら
ど

れ
だ
け
飛
び
出
せ
る
か
は
本
人
の
素
質
に
よ
る
し
、
超
一
流
に
な
れ
る

か
は
分
か
り
ま
せ
ん
け
ど
、
少
な
く
と
も
心
臓
外
科
医
と
し
て
恥
ず
か

し
く
な
い
レ
ベ
ル
に
は
充
分
な
っ
て
も
ら
え
る
と
思
い
ま
す
。
た
っ
た

二
人
で
す
が
、
よ
く
ぞ
残
っ
て
く
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

こ
こ
で
半
年
経
過
し
て
、
殆
ど
香
川
県
全
体
か
ら
患
者
さ
ん
を
送
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
僕
の
大
き
な
仕
事
と
い
う
の

は
、
手
術
数
を
増
や
す
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
心
臓
外
科
を
目
指
し
て

い
る
人
に
き
ち
ん
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
あ
げ
、
心
臓
外
科
医
と
し

て
一
本
立
ち
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
れ
こ
そ
大
学
の
す
べ
き
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
外
の
実
践
病
院

で
数
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
す
る
の
も
決
し
て
悪
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
大
学
で
き
ち
ん
と
指
導
し
た
方
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

濱
本　

こ
れ
ま
で
、
香
川
県
か
ら
心
臓
の
手
術
で
倉
敷
や
岡
山
へ
送
る
の
を
今

ま
で
不
思
議
に
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

堀
井　

一
般
病
院
がSO

S

を
出
し
た
時
に
、
大
学
で
は
対
応
で
き
な
い
、
と
以

前
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
と
、
文
句
を
頂
戴
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

倉
敷
中
央
病
院
に
し
て
も
榊
病
院
に
し
て
も
、
す
ぐ
、
ド
ク
タ
ー
カ
ー

に
医
者
が
乗
っ
て
、
迎
え
に
来
て
く
れ
る
訳
で
す
。
大
学
で
も
、
体
制

を
整
え
る
こ
と
が
必
要
か
と
思
う
ん
で
す
け
ど
ね
。

濱
本　

そ
う
い
う
こ
と
は
、
す
ご
い
大
事
で
す
よ
ね
。

堀
井　

一
朝
一
夕
に
は
行
き
ま
せ
ん
け
ど
ね
。
そ
う
し
な
い
こ
と
に
は
、
卒
業

生
か
ら
も
、
大
学
に
頼
ん
だ
ら
断
ら
れ
た
、
と
言
わ
れ
る
よ
う
で
は
、

良
く
あ
り
ま
せ
ん
し
ね
。

濱
本　

論
文
至
上
主
義
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
？

堀
井　

論
文
至
上
主
義
を
一
概
に
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。
手
術
も
出
来
て
、
サ

イ
エ
ン
テ
ィ
フ
ィ
ッ
ク
な
部
分
も
厳
し
く
て
と
い
う
の
が
一
番
良
い
の

で
す
が
、
日
本
の
場
合
は
、
二
律
背
反
と
言
い
ま
す
か
。
僕
が
恵
ま

れ
て
い
た
の
は
、
ず
っ
と
手
術
を
し
て
臨
床
一
本
で
来
て
い
た
の
で
す

が
、
最
先
端
の
仕
事
を
し
て
い
た
た
め
、
京
都
大
学
の
教
授
か
ら
手
伝

い
に
来
て
く
れ
な
い
か
と
言
う
話
が
あ
り
、
研
究
す
る
チ
ャ
ン
ス
が
で

き
た
ん
で
す
。
そ
れ
こ
そ
が
大
学
が
あ
る
理
由
だ
と
思
い
ま
す
。

濱
本　

京
大
は
ど
ち
ら
に
？

堀
井　

心
臓
外
科
で
す
。
平
成
十
三
年
〜
十
五
年
に
、
葉
山
と
行
っ
た
り
来
た

り
し
て
い
ま
し
た
。
卒
業
し
て
か
ら
唯
一
、
大
学
に
接
触
し
た
時
期
で

特集２　教授の横顔
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す
ね
。

濱
本　

ご
出
身
は
ど
ち
ら
で
す
か
？

堀
井　

大
阪
で
す
。
ま
さ
か
、
四
国
高
松
に
来
る
こ
と
に
な
る
と
は
、
予
想
も

し
て
い
な
か
っ
た
で
す
。

濱
本　

こ
れ
か
ら
は
、
心
臓
外
科
は
人
が
か
な
り
残
る
で
し
ょ
う
。

堀
井　

残
れ
ば
良
い
の
で
す
が
。
ど
う
で
し
ょ
う
か
ね
。
難
し
い
の
は
、
外
科

医
は
そ
ん
な
に
た
く
さ
ん
は
必
要
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
香
川

県
の
人
口
が
一
〇
〇
万
人
位
で
、
そ
こ
に
何
十
人
も
心
臓
外
科
医
は
要

ら
な
い
訳
で
す
。

濱
本　

香
川
医
大
は
二
十
年
経
っ
て
い
ま
す
が
、
進
ん
で
い
る
部
分
、
遅
れ
て

い
る
部
分
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

堀
井　

い
わ
ゆ
る
国
立
で
組
織
が
ガ
チ
ガ
チ
で
ど
う
に
も
な
ら
な
い
部
分
と
い

う
の
は
比
較
的
少
な
い
と
思
い
ま
す
。
あ
ま
り
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に

染
ま
っ
て
い
な
い
で
す
か
ら
、
こ
う
い
う
こ
と
を
し
た
い
と
言
っ
た

ら
、
す
ぐ
に
正
し
い
方
向
に
動
い
て
く
れ
る
の
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
し
、
マ
ン

パ
ワ
ー
が
少
な
い
上
に
雑
用
が
多
い
の
で
、
医
者
の
仕
事
の
中
で
、
事

務
的
な
こ
と
を
極
力
減
ら
し
て
い
く
よ
う
に
し
た
い
で
す
よ
ね
。

濱
本　

研
究
を
何
か
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

堀
井　

研
究
を
今
現
在
は
で
き
る
状
態
で
は
な
い
で
す
ね
。
し
た
い
で
す
け
ど
。

濱
本　

臨
床
で
精
一
杯
。

堀
井　

そ
う
で
す
ね
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
事
と
し
て
は
、
医
者
が
医
者
と
し
て
扱

わ
れ
て
い
な
い
で
す
ね
。
医
者
が
医
者
と
し
て
働
け
る
制
度
が
あ
り
、

そ
れ
に
見
合
う
だ
け
の
給
料
の
出
せ
る
体
制
に
な
っ
て
行
け
た
ら
な
と

思
い
ま
す
。

濱
本　

こ
こ
は
三
木
町
の
一
病
院
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
、
高
松
市
は
県
中
、
日

赤
ブ
ラ
ン
ド
の
志
向
が
強
く
、
大
学
と
レ
ベ
ル
が
変
わ
ら
な
い
の
で
、

そ
ち
ら
に
患
者
が
行
く
傾
向
が
特
に
外
科
系
に
多
い
で
す
ね
。
古
い
大

学
の
よ
う
に
、
医
大
が
極
端
に
医
療
が
進
ん
で
い
る
と
い
う
印
象
は
香

川
で
は
な
い
で
す
ね
。

堀
井　

そ
れ
は
先
生
、
や
は
り
、
大
学
が
で
き
る
遥
か
前
か
ら
県
中
、
日
赤
が

あ
っ
た
訳
で
す
か
ら
、
今
更
言
っ
て
も
仕
方
が
無
い
事
で
す
よ
ね
。
そ

れ
よ
り
も
、
大
学
は
こ
ん
な
こ
と
も
や
っ
て
い
る
ん
だ
と
、
一
対
一

の
草
の
根
運
動
で
や
っ
て
行
く
し
か
な
い
で
す
ね
。
ま
ぁ
、
大
学
で
し

か
出
来
な
い
事
を
や
っ
て
い
る
積
り
で
す
し
、
他
の
病
院
は
凌
駕
し
て

い
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
急
激
に
患
者
が
増
え
て
も
困
り
ま
す
が
、

徐
々
に
時
間
を
か
け
て
、
良
い
チ
ー
ム
に
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

濱
本　

先
生
の
腕
は
鳴
り
響
い
て
い
ま
す
か
ら
、
期
待
し
て
い
ま
す
。
本
日
は

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

特集２　教授の横顔

コ
ラ
ム
：
セ
ブ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
の
「
教
授
の
横
顔
」

　

堀
井
教
授
は
香
川
大
学
医
学
部
が
待
望
し
て
い
た
心
臓
外
科
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で

す
。
先
日
の
某
会
の
先
生
の
貴
重
な
御
講
演
を
聴
か
せ
て
頂
い
て
臨
床
に
対
す
る
真
摯

な
精
神
に
は
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
先
生
の
す
ば
ら
し
い
手
術
の
腕
を
も
っ
て
香
川
の

医
療
を
引
っ
張
っ
て
行
っ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。
同
窓
生
全
員
期
待
し
て
い
ま
す
。

 

同
窓
会
名
誉
会
長　

濱
本
龍
七
郎
（
昭
和
六
十
一
年
卒
）
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対　

談
《
医
学
科
五
年
生
編
》

　
　

日　

時　

平
成
十
八
年
七
月
一
日
（
土
）　

午
後
二
時
〜
四
時

　
　

参
加
者　

医
学
科
五
年
生　

尹　

泰
貴
、
嶌
村
将
志
、
石
毛
麻
祐
子

　
　

聞
き
手　

讃
樹
會
名
誉
会
長　

濱
本
龍
七
郎

濱
本　

長
尾
病
院
長
、
石
田
研
修
セ
ン
タ
ー
長
に
、
卒
業
生
を
何
と
か
香
川
に

残
す
よ
う
同
窓
会
も
尽
力
し
て
も
ら
い
た
い
と
依
頼
さ
れ
、
私
な
り
に

学
生
と
ホ
ン
ネ
で
話
す
会
を
企
画
し
て
み
ま
し
た
。
私
は
医
学
部
医
学

科
同
窓
会
の
名
誉
会
長
を
し
て
い
ま
し
て
、
本
業
は
開
業
医
で
す
。
た

ま
た
ま
尹
君
が
う
ち
の
病
院
で
受
診
さ
れ
た
縁
で
今
日
、
五
年
生
に
集

ま
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
私
は
一
期
生
で
昭
和
五
十
五
年
入
学
で
す
。

尹　
　

先
生
が
入
学
な
さ
っ
た
年
は
、
ぼ
く
ら
が
生
ま
れ
た
年
で
す
。

濱
本　

そ
れ
は
す
ご
い
…
。
ほ
ん
と
に
親
子
の
年
で
す
け
ど
、
あ
ま
り
年
の
差

を
感
じ
な
い
よ
ね
。
や
は
り
同
じ
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
る
わ
け
で
、

将
来
ど
う
い
う
道
に
進
み
た
い
と
か
話
が
で
き
る
か
ら
で
し
ょ
う
ね
。

尹　
　

今
日
は
、
県
外
の
出
身
者
を
人
選
し
ま
し
た
。
嶌
村
君
は
富
山
、
石
毛

さ
ん
は
千
葉
、
ぼ
く
は
大
阪
出
身
で
す
。

県
外
か
ら
来
て
香
川
の
環
境
は
ど
う
い
う
印
象
で
す
か
？

尹　
　

す
ご
い
人
柄
の
い
い
土
地
で
す
よ
ね
。

嶌
村　

ぼ
く
は
来
る
前
に
は
、
離
島
で
年
中
暑
く
て
う
ど
ん
し
か
な
い
と
い
う

印
象
ば
か
り
で
あ
ま
り
良
く
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
や
は
り
住
め
ば
都

で
良
く
な
り
ま
し
た
。

石
毛　

来
た
の
は
、
入
試
で
こ
こ
し
か
な
い
な
と
よ
く
あ
る
パ
タ
ー
ン
な
の
で

す
が
、
も
の
す
ご
く
慣
れ
ま
し
た
し
、
本
当
に
住
め
ば
都
で
。

医
大
と
し
て
の
印
象
は
？

石
毛　

こ
ぢ
ん
ま
り
と
し
て
い
て
、
す
ご
く
先
生
と
生
徒
の
距
離
が
近
く
て
、

本
当
に
温
か
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

濱
本　

そ
う
い
う
伝
統
は
も
っ
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。

尹　
　

み
ん
な
最
初
は
医
大
裏
に
住
む
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
夜
な
夜
な
先
輩
が

遊
び
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
り
と
か
、
普
通
の
大
学
と
比
べ
て
、
上

下
の
繋
が
り
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
た
だ
香
川
大
学
に
な
っ
て
か
ら
、

一
年
生
が
本
学
と
い
う
の
は
何
か
寂
し
い
で
す
ね
。

石
毛　

ち
ょ
っ
と
、
雰
囲
気
が
変
わ
り
ま
し
た
よ
ね
。
一
、二
年
生
が
い
な
い

ん
で
す
よ
ね
。
部
活
に
も
来
れ
な
い
し
。

嶌
村　

あ
ま
り
夜
一
緒
に
遊
ぶ
と
い
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
て
、
繋

が
り
が
薄
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

濱
本　

統
合
し
て
、
香
川
医
科
大
学
に
良
か
っ
た
面
と
い
う
の
は
意
外
と
少
な

い
か
も
し
れ
な
い
ね
。

学
生
全
員　

学
生
か
ら
見
た
ら
何
も
な
い
で
す
。
医
科
大
学
の
方
が
良
か
っ
た
。

尹　
　

香
川
大
学
に
統
合
し
て
一
番
に
あ
げ
ら
れ
て
い
た
メ
リ
ッ
ト
が
、
他
の

工
学
部
、
農
学
部
と
の
共
同
研
究
で
す
が
、
本
当
に
あ
る
の
か
な
と
。

濱
本　

新
設
医
大
の
中
で
も
合
併
し
て
い
な
い
単
科
大
学
も
あ
る
し
、
強
力
に

合
併
を
し
ま
せ
ん
と
言
っ
た
方
が
良
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
け
れ

ど
、
そ
の
辺
は
上
層
部
の
政
治
だ
か
ら
、
わ
か
ら
な
い
よ
ね
。

石
毛　

医
大
の
時
は
す
ご
く
細
や
か
に
見
て
く
れ
て
い
た
け
れ
ど
、
今
、
本
学

で
や
る
教
養
は
か
な
り
大
雑
把
な
た
め
に
、
医
学
部
生
は
二
年
生
に

特集３

　
　

〜
ホ
ン
ネ
で
話
せ
ば
〜
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な
っ
て
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
苦
し
ん

で
い
ま
す
。

尹　
　

キ
ャ
ラ
が
薄
く
な
っ
た
と
思
う
。

医
大
に
は
濃
い
キ
ャ
ラ
が
あ
り
、

個
性
あ
る
先
輩
な
り
先
生
な
り
が

多
か
っ
た
の
に
。

嶌
村　

薄
っ
ぺ
ら
〜
く
な
っ
て
ま
す
よ
。

尹　
　

単
科
医
大
の
時
、
悪
い
話
も
色
々
あ
り
ま
す
が（
笑
）、
夜
な
夜
な
キ
ャ

ン
パ
ス
で
皆
で
お
酒
を
飲
ん
で
焼
肉
を
し
て
と
か
、
そ
こ
で
先
輩
か
ら

い
ろ
ん
な
こ
と
を
教
わ
っ
て
相
談
も
で
き
、
大
学
生
ら
し
い
大
学
生
活

を
僕
は
し
て
き
た
感
じ
が
あ
る
の
に
、
今
、
同
じ
マ
ン
シ
ョ
ン
の
一
年

生
で
も
何
か
こ
う
関
係
が
希
薄
と
い
う
か
・
・
。

濱
本　

今
の
一
、二
年
は
先
輩
が
医
学
部
だ
け
で
な
く
、
い
ろ
ん
な
学
部
の
先

輩
が
い
る
だ
ろ
う
か
ら
。
一
年
は
ど
こ
に
住
ん
で
い
る
ん
で
す
か
？

嶌
村　

去
年
ま
で
は
二
割
く
ら
い
し
か
三
木
町
に
住
ん
で
い
な
か
っ
た
ん
で
す

が
、
今
年
は
六
割
く
ら
い
と
か
聞
い
て
い
ま
す
。

尹　
　

か
わ
い
そ
う
で
す
よ
ね
。
毎
朝
、
七
時
く
ら
い
に
家
を
出
て
、
電
車
に

乗
っ
て
、
も
ど
っ
て
く
る
の
が
六
時
く
ら
い
に
な
る
と
、
部
活
や
バ
イ

ト
も
し
に
く
い
か
と
思
う
ん
で
す
。

嶌
村　

上
級
生
と
の
関
係
が
築
け
な
く
な
っ
た
一
年
生
と
か
い
ま
す
よ
。
敬
語

が
全
然
使
え
な
か
っ
た
り
す
る
学
生
が
多
く
な
っ
て
、
部
活
で
困
っ
た

り
し
て
い
ま
す
。

濱
本　

何
年
生
が
そ
う
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
い
る
わ
け
？

嶌
村　

三
年
生
か
ら
下
で
す
ね
。

学
内
の
教
官
の
印
象
は
？

尹　
　

五
年
生
な
の
で
、
今
、
ポ
リ
ク
リ
で
、
臨
床
は
三
分
の
一
く
ら
い
。
講

義
は
全
部
終
わ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
「
絶
対
香
川
の
特
色
や
か
ら
」
と

Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
こ
と
を
熱
く
語
る
先
生
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
、
も
う
ち
ょ
っ

と
マ
イ
ク
の
音
量
を
上
げ
て
ほ
し
い
（
何
を
い
っ
て
い
る
の
か
わ
か
ら

な
い
）
先
生
と
か
、
温
度
差
が
激
し
い
・
・
。

濱
本　

や
っ
ぱ
り
、
卒
業
生
で
教
授
が
五
〜
六
人
出
て
、
母
校
の
教
壇
で
講
義

を
し
だ
す
と
大
分
変
わ
っ
て
く
る
の
で
は
。
ま
ぁ
、
そ
う
な
る
と
直
接

の
先
輩
や
か
ら
、
熱
い
で
す
よ
ね
。

尹　
　

今
、
ポ
リ
ク
リ
で
回
っ
て
い
る
と
き
も
や
は
り
直
接
教
え
て
い
た
だ
け

る
先
生
は
、
大
学
の
出
身
の
先
生
な
ん
で
す
け
ど
、
小
ま
め
に
教
え
て

い
た
だ
け
ま
す
し
、
授
業
だ
け
で
な
く
、
遊
び
に
連
れ
て
い
っ
て
も

ら
っ
た
り
と
か
。

五
年
目
の
心
境
は
ど
う
変
わ
り
ま
し
た
か
？

尹　
　

一
番
初
め
は
、
家
族
の
意
向
も
あ
っ
て
、
漠
然
と
大
阪
に
戻
る
つ
も
り

だ
っ
た
の
が
、
勉
強
す
る
う
ち
に
、
特
に
僕
の
場
合
は
何
年
も
勉
強
し

て
い
る
の
で
（
苦
笑
）、
こ
ち
ら
に
愛
着
が
湧
い
て
き
ま
し
た
。
だ
か

ら
、
残
る
こ
と
が
選
択
肢
と
し
て
あ
り
ま
す
。
尊
敬
で
き
る
魅
力
的
な

先
生
方
も
多
い
の
で
。

濱
本　

何
科
の
先
生
？

尹　
　

救
急
、
脳
外
科
と
か
。
若
い
先
生
、
今
年
か
ら
医
局
に
入
っ
た
先
生
も

い
る
し
、
助
教
授
の
先
生
も
。

嶌
村　

ぼ
く
は
正
直
な
と
こ
ろ
、
三
年
生

く
ら
い
ま
で
は
、
残
る
と
か
思
っ

て
い
な
か
っ
た
の
で
す
け
ど
も
、

ポ
リ
ク
リ
を
三
分
の
一
受
け
て
、

香
川
大
学
を
盛
り
上
げ
て
い
こ
う

や
と
い
う
熱
意
を
す
ご
い
感
じ
る
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の
で
、
や
っ
ぱ
り
香
川
で
や
っ
て
い
っ
て
も
い
い
か
な
と
い
う
ふ
う
に

変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

濱
本　

決
め
る
ま
で
に
あ
と
一
年
以
上
あ
る
か
ら
ね
。
や
っ
ぱ
り
先
輩
は
熱
意

が
あ
る
ん
で
す
ね
。

嶌
村　

は
い
、
そ
れ
は
本
当
に
感
じ
ま
す
ね
。
ぼ
く
の
部
活
の
Ｏ
Ｂ
の
先
生
も

事
あ
る
毎
に
飲
み
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
り
と
か
、
将
来
に
つ
い
て

の
相
談
等
を
聞
い
て
も
ら
っ
て
い
る
ん
で
。

石
毛　

い
ろ
ん
な
先
生
に
教
え
て
い
た
だ
い
た
り
し
て
い
る
と
、
や
っ
ぱ
り
愛

着
っ
て
出
て
き
ま
す
。
去
年
、
ブ
ル
ネ
イ
に
行
か
せ
て
い
た
だ
い
た
の

で
す
が
、
お
手
伝
い
さ
せ
て
も
ら
う
前
ま
で
は
、
あ
ま
り
、
香
川
に
残

る
と
か
考
え
た
こ
と
が
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
も
の
す
ご
く
先
生
方
と

身
近
に
接
し
て
み
る
と
香
川
大
学
を
良
く
し
て
い
こ
う
と
い
う
熱
意
を

す
ご
く
感
じ
て
、
選
択
肢
の
一
つ
に
入
っ
て
き
ま
し
た
。

濱
本　

県
外
の
人
で
残
っ
た
人
と
い
う
の
は
割
合
、
活
躍
し
て
い
ま
す
。
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
高
く
、
県
外
出
身
で
も
愛
校
心
の
強
い
人
が
多
い
と
思

い
ま
す
。
た
だ
、
女
性
で
県
外
の
人
で
香
川
に
残
る
と
い
う
の
は
な
か

な
か
今
ま
で
の
傾
向
と
し
て
は
無
い
よ
ね
。
一
番
多
い
の
は
、
旦
那
が

香
川
に
残
る
人
。
例
え
ば
結
婚
す
る
相
手
が
い
な
い
場
合
で
も
全
く
関

係
な
く
香
川
に
残
る
気
持
ち
は
あ
る
わ
け
？

石
毛　

仕
事
を
す
る
面
で
は
香
川
は
一
番
や
り
易
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ

て
い
る
ん
で
す
よ
。

濱
本　

そ
う
、
母
校
に
残
る
こ
と
ほ
ど
気
楽
な
こ
と
は
な
い
よ
。
私
な
ん
か
、

気
持
ち
は
王
道
。
言
い
た
い
放
題
を
言
っ
て
い
る
。
そ
の
点
、
外
に

行
っ
た
ら
結
構
努
力
が
要
る
で
し
ょ
う
。

尹　
　

腕
を
持
っ
た
医
者
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
時
に
、
し
っ
か
り
細
か
い
こ

と
ま
で
教
え
て
も
ら
え
る
と
な
っ
た
ら
、
自
分
の
地
元
の
大
学
、
香
川

大
学
に
行
く
の
が
一
番
良
い
で
す
か
。

濱
本　

そ
れ
は
後
輩
に
一
生
懸
命
教

え
て
あ
げ
る
気
持
ち
が
先
輩
に

は
あ
る
か
ら
。
い
わ
ゆ
る
、
理

由
な
く
後
輩
は
か
わ
い
い
。
外

は
、
結
構
人
事
で
差
が
あ
る
よ

と
学
生
時
代
に
言
わ
れ
た
が
、

実
際
に
そ
れ
は
あ
る
。

尹　
　

外
で
専
門
医
、
後
期
研
修
を
し
た
と
し
て
も
自
分
が
四
十
、五
十
に

な
っ
た
時
に
、
戻
っ
て
き
た
い
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
十
年
〜
二
十

年
後
で
す
ね
、
医
学
部
が
良
く
な
っ
て
い
る
の
は
。

濱
本　

母
校
に
自
信
を
持
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
頃
は
入
学
の
偏
差

値
も
か
な
り
上
が
っ
て
い
る
ら
し
く
、
こ
の
間
も
一
期
生
は
も
し
か
し

た
ら
今
だ
と
通
ら
な
い
よ
と
言
わ
れ
て
し
ま
っ
た
（
笑
）。
ま
ぁ
、
そ

れ
で
は
、
今
の
と
こ
ろ
、
悩
ん
で
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
や
ね
。
ど
こ
で

決
ま
る
わ
け
。

尹　
　

大
阪
に
帰
っ
て
家
族
の
そ
ば
で
仕
事
を
す
る
の
も
必
要
だ
と
思
う
ん
で

す
け
ど
、
実
際
に
、
大
学
の
中
も
学
外
に
出
た
時
の
知
り
合
い
も
こ
こ

は
多
い
の
で
、
こ
こ
を
離
れ
た
ら
仕
事
だ
け
の
寂
し
い
思
い
を
す
る
ん

で
は
な
い
か
と
。

濱
本　

外
は
先
輩
後
輩
は
希
薄
で
す
よ
。

尹　
　

そ
う
な
る
と
、
こ
っ
ち
で
仕
事
を
し
て
い
た
い
と
。
ま
ぁ
、
オ
ト
ウ

チ
ャ
ン
と
オ
カ
ア
チ
ャ
ン
の
い
う
こ
と
も
わ
か
る
ん
で
す
け
ど
。

嶌
村　

一
番
は
そ
こ
で
す
よ
ね
。

尹　
　

あ
と
は
親
類
と
い
う
か
、
家
族
で
す
ね
。

濱
本　

ま
ぁ
、
ど
こ
で
医
者
を
す
る
か
と
い
う
こ
と
や
か
ら
ね
ぇ
。
ま
ぁ
、
私

な
ん
か
、
東
京
で
も
行
っ
て
、
華
麗
な
生
活
を
し
た
方
が
良
っ
た
か
な

と
、
本
当
、
時
々
思
う
こ
と
も
あ
る
け
ど
ね
ぇ
（
笑
）。
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医
学
部
の
教
育
に
は
満
足
し
て
い
ま
す
か
？

尹　
　

ど
う
で
し
ょ
う
か
。
何
年
か
前
か
ら
入
っ
て
き
た
Ｃ
Ｂ
Ｔ
の
目
的
自
体

が
、
ポ
リ
ク
リ
が
始
ま
る
前
に
全
部
の
基
本
的
な
こ
と
を
教
わ
る
、
そ

し
て
ポ
リ
ク
リ
が
見
学
で
は
な
く
て
、
実
際
に
先
生
方
と
同
じ
立
場
に

な
っ
て
患
者
さ
ん
を
診
て
い
く
と
い
う
の
で
す
が
、
香
川
大
学
は
そ
れ

ほ
ど
で
も
な
く
、
い
う
な
れ
ば
見
学
者
。

石
毛　

科
に
よ
り
ま
す
よ
ね
。

尹　
　

消
化
器
外
科
は
熱
い
で
す
。
あ
ま
り
興
味
の
な
か
っ
た
科
で
も
、
先
生

が
熱
心
で
し
た
ら
、
魅
力
が
湧
き
ま
す
。

石
毛　

麻
酔
科
と
か
そ
う
。
全
然
興
味
が
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
先
生
が
一
人

一
人
に
つ
い
て
く
だ
さ
っ
て
、
二
週
間
ず
っ
と
つ
き
っ
き
り
な
感
じ
で

教
え
て
く
だ
さ
っ
て
。

尹　
　

第
二
外
科
も
も
の
す
ご
く
面
白
い
先
生
が
多
い
で
す
。
整
形
外
科
は
関

連
病
院
を
、
神
戸
、
大
阪
だ
け
で
二
十
個
く
ら
い
独
自
に
作
ら
れ
た
そ

う
で
す
。
整
形
外
科
は
本
当
に
熱
い
し
、
楽
し
い
科
。

嶌
村　

精
神
科
で
は
、
か
な
り
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

尹　
　

耳
鼻
科
の
教
室
は
先
生
方
が
す
ご
い
良
く
て
、
い
ろ
い
ろ
教
え
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

濱
本　

こ
れ
ま
で
の
代
々
の
学
長
の
よ
う
に
、
臨
床
で
日
本
を
代
表
す
る
先
生

が
何
名
か
い
れ
ば
、
更
に
ま
た
違
う
と
思
い
ま
す
。

大
学
、
同
窓
会
に
望
む
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

石
毛　

ブ
ル
ネ
イ
な
ど
の
海
外
留
学
の
援
助
を
考
え
て
い
た
だ
け
た
ら
お
願
い

し
ま
す
。
た
だ
、
今
ま
で
同
窓
会
は
卒
業
生
に
対
す
る
援
助
し
か
し
て

な
か
っ
た
ら
し
い
の
で
、
そ
れ
を
学
部
学
生
に
向
け
る
に
は
ち
ょ
っ
と

い
ろ
い
ろ
無
理
か
と
思
い
ま
す
が
、
是
非
、
お
願
い
し
ま
す
。

尹　
　

ぼ
く
ら
学
生
20
人
位
で
、
一
年
に
約
二
回
、
救
命
救
急
の
初
歩
の
Ｉ
Ｃ

Ｌ
Ｓ
を
機
材
を
使
っ
て
勉
強
会
を
し
て
い
ま
す
。
同
窓
会
の
先
生
方
に

も
補
助
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
大
変
助
か
り
ま
す
。
や
は
り
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
と

か
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
キ
ッ
ト
や
挿
管
キ
ッ
ト
な
ど
が
ち
ょ
っ
と
古
か
っ

た
り
、
そ
の
ほ
か
に
も
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

濱
本　

今
、
ク
ラ
ブ
に
し
て
も
、
大
学
か
ら
お
金
が
下
り
な
く
な
っ
て
る
し
、

当
然
、
そ
う
い
う
の
も
考
え
て
予
算
を
組
ん
で
い
か
な
い
と
い
け
な
い

と
思
う
。
学
生
も
準
会
員
だ
か
ら
、
学
生
に
還
元
し
な
い
と
同
窓
会
の

値
打
ち
が
な
い
よ
ね
。

尹　
　

あ
と
、
大
学
に
望
む
こ
と
で
す
が
、
授
業
料
免
除
。
今
、
学
費
が
上

が
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
授
業
料
免
除
の
基
準
が
厳
し
い
の
で
す
。
成

績
で
換
算
さ
れ
る
わ
け
で
す
が
、
他
学
部
と
比
べ
て
、
ラ
イ
ン
が
同

じ
っ
て
い
う
の
が
ど
う
も
。
ぶ
っ
ち
ゃ
け
た
話
、
学
生
の
勉
強
量
と
難

易
度
と
い
う
の
は
学
部
に
よ
っ
て
違
う
と
思
う
が
、
同
じ
線
引
き
を
し

て
し
ま
わ
れ
る
の
が
困
る
。

　
　
　
　

そ
れ
か
ら
、
今
後
の
長
期
的
な
十
年
間
に
、
大
学
病
院
を
拡
張
と
か

そ
う
い
う
話
は
出
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
学
生
に
は
そ
う
い
う
話
は

全
然
わ
か
ら
な
い
で
す
が
。

濱
本　

い
や
、
予
算
が
つ
か
な
い
の
か
、

あ
ま
り
出
て
い
な
い
。
こ
ん
な
こ

と
を
し
た
い
と
い
う
の
が
、
三
つ

四
つ
あ
る
ん
だ
け
ど
な
か
な
か
。

駐
車
場
問
題
と
か
。
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特集３　対談《医学科５年生編》

本
日
の
一
言　

：　

か
ま
っ
て
く
れ
る
先
生
＝
い
い
先
生

濱
本　

新
設
医
大
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
大
学
は
い
ろ
ん
な
問
題
を
含
ん
で
い

る
と
思
う
よ
。
そ
う
い
う
の
は
上
が
考
え
る
こ
と
だ
が
、
取
り
敢
え
ず

我
々
は
卒
業
生
を
残
し
て
盛
り
上
げ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う

の
が
今
の
方
針
だ
か
ら
ね
。

尹　
　

団
結
力
が
で
き
た
ら
問
題
が
あ
っ
た
と
き
に
何
か
で
き
る
と
い
う
こ
と

で
。
ぼ
く
が
入
っ
た
と
き
は
、
み
ん
な
全
然
残
ら
な
か
っ
た
で
す
し
。

先
生
も
か
な
り
あ
き
ら
め
て
い
る
節
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。

濱
本　

大
体
は
じ
め
が
二
十
九
く
ら
い
で
、
次
が
十
九
で
、
次
が
十
一
く
ら
い

に
な
っ
た
の
だ
か
ら
ね
。
今
の
六
年
生
は
？

尹　
　

六
年
は
多
い
で
す
。
第
一
希
望
が
十
二
人
で
、
最
近
二
十
人
く
ら
い
に

な
っ
た
。
学
生
か
ら
し
た
ら
、
か
ま
っ
て
く
れ
る
先
生
＝
い
い
先
生
。（
笑
）

濱
本　

そ
れ
は
そ
う
や
。

尹　
　

夜
な
夜
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
て
、

「
飲
み
に
い
く
ぞ
」
と
言
わ
れ
、「
は

い
！
」
と
。
先
生
が
熱
く
語
ら
れ
る

と
、
あ
あ
、
い
い
な
ぁ
と
思
い
ま

す
。

濱
本　

学
生
か
ら
し
た
ら
、
帰
る
か
こ
こ
に

残
る
か
で
一
生
が
決
ま
る
か
ら
ね
。

あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
て
し

ま
っ
た
け
ど
、
何
か
話
し
足
り
な
い

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

尹　
　

そ
う
い
う
時
は
風
邪
で
も
引
い
て
、

先
生
の
病
院
を
受
診
す
る
と
い
い
か

も
（
笑
）。
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同期会通信

　

第
一回
八
七
会　

総
会
を
終
え
て

 

香
川
大
学
医
学
部
母
子
科
学
講
座
周
産
期
学
婦
人
科
学

　

 

金　

西　

賢　

治
（
平
成
五
年
卒
）

　　

平
成
十
八
年
四
月
一
日
、
我
々
の
念
願
で
あ
っ
た
記
念
す
べ
き
第
一
回
八
七

会
の
総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
当
日
は
同
窓
会
総
会
の
日
程
の
関
係
で
、
学

会
シ
ー
ズ
ン
に
も
関
わ
ら
ず
、
た
く
さ
ん
の
懐
か
し
い
顔
に
集
っ
て
い
た
だ

き
、
本
当
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
事
が
出
来
ま
し
た
。
そ
も
そ
も
八
七
会
は

我
々
が
勝
手
に
付
け
た
呼
称
で
、
入
学
年
度
か
ら
つ
い
た
名
前
で
す
が
、
そ
れ

に
こ
だ
わ
っ
た
も
の
で
な
く
、
多
く
の
時
間
を
一
緒
に
過
ご
し
た
人
々
で
構
成

さ
れ
た
会
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
十
人
前
後
の
集
ま
り
は
、
ゲ
リ
ラ

的
に
年
一
〜
二
回
開
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
ん
な
に
本
格
的
に
開
催
し
た
の

は
、
初
め
て
で
す
。
思
え
ば
我
々
が
大
学
に
入
学
し
た
の
は
一
九
八
七
年
、
世

間
は
バ
ブ
ル
景
気
に
浮
か
れ
て
い
た
時
で
す
。
ま
だ
学
生
だ
っ
た
我
々
は
、
異

常
に
ま
で
人
で
賑
わ
う
古
馬
場
を
見
て
、
こ
れ
が
高
松
の
飲
屋
街
で
、
こ
の
盛

り
上
が
り
が
ず
っ
と
続
く
も
の
だ
と
信
じ
て
い
ま
し
た
。
学
生
生
活
に
慣
れ
る

頃
、
一
年
生
が
終
わ
り
、
英
語
や
独
語
、
数
学
で
留
年
の
恐
怖
に
苦
し
め
ら
れ

た
三
月
に
一
〇
〇
人
コ
ン
パ
を
企
画
し
ま
し
た
。
一
年
間
の
思
い
出
の
総
決
算

で
す
。
一
〇
〇
人
集
ま
っ
た
か
ど
う
か
は
覚
え
て
い
ま
せ
ん
が
仲
見
世
の
二
階

で
、
卒
業
し
て
も
こ
の
仲
間
で
、
ま
た
集
ま
ろ
う
と
約
束
し
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
ほ
ん
と
に
楽
し
い
飲
み
会
で
、
こ
の
学
年
で
、
こ
の
人
た
ち
と
知
り
合
え

て
、
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
（
こ
の
辺
り
は
、
記
憶
が
曖
昧
で
多
少

脚
色
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
）。

　

あ
れ
か
ら
十
三
年
、
ラ
イ
オ
ン
通
り
は
す
っ
か
り
さ
び
れ
、
昔
の
飲
屋
街
も

変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
で
も
、
今
回
の
同
窓
会
で
久
し
ぶ
り
に
集
ま
っ

た
顔
を
み
る
と
、
医
者
同
士
の
飲
み
会
で
は
な
く
、
あ
の
時
の
初
々
し
い
気
持

ち
の
ま
ま
の
仲
間
た
ち
の
顔
で
し
た
。
あ
の
時
の
約
束
が
果
た
せ
た
、
と
言

え
る
ほ
ど
の
人
数
は
集
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
三
十
人
程
（
二
次

会
に
参
加
し
て
く
れ
た
人
も
い
ま
し
た
）
が
、
こ
の
香
川
の
地
に
集
ま
っ
た

の
は
す
ご
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
考
え
て
み
る
と
我
々
の
学
年
は
、
結
構
香

川
に
残
っ
て
活
躍
し
て
い
る
人
が
多
い
学
年
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
（
僕
は

他
科
に
依
頼
す
る
時
も
困
っ
た
事
が
な
い
ほ
ど
で
す
）。
こ
れ
は
、
八
七
の
学

年
が
あ
え
て
面
と
向
か
っ
て
言
い
は
し
ま
せ
ん
が
、
同
級
生
を
大
事
に
す
る
人

た
ち
が
集
ま
っ
た
学
年
だ
っ
た
結
果
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
今
回
、
残
念

な
が
ら
集
ま
れ
な
か
っ
た
人
た
ち
も
（
急
な
呼
び
か
け
に
も
関
わ
ら
ず
、
丁
寧

に
メ
ー
ル
で
お
返
事
し
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
）、
ま
た

次
の
機
会
に
は
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
あ
の
頃
の
話
で
盛
り
上
が
っ
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。
昔
は
あ
ん
ま
り
馴
染
み
が
な
い
と
思
っ
て
い
た
顔
も
、
み
ん
な

大
人
の
顔
に
な
っ
て
、
あ
あ
、
人
は
変

わ
っ
て
い
く
の
だ
と
し
み
じ
み
思
え
る

の
も
楽
し
い
も
の
で
す
。
最
近
は
暗
い

話
題
ば
か
り
で
、
医
療
を
取
り
巻
く
問

題
に
本
当
に
嫌
気
が
さ
す
と
き
も
有
り

ま
す
が
、
大
切
な
時
間
を
や
り
く
り
し

て
集
ま
っ
た
、
昔
の
仲
間
達
と
の
時
間

は
、
そ
れ
ら
を
す
っ
か
り
忘
れ
さ
せ
て

く
れ
る
ぐ
ら
い
楽
し
く
貴
重
な
も
の
だ

と
、
あ
ら
た
め
て
僕
に
教
え
て
く
れ
た

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
最
後
に
な
り
ま

す
が
、
今
回
の
会
に
ご
賛
同
い
た
だ
い

た
讃
樹
會
に
も
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま

す
。

同期会通信
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関東支部会開催のお知らせ

第５回関東支部会開催のお知らせ

日時：平成18年11月11日（土）午後６時半より
場所：東京さぬき倶楽部
　　　港区三田1丁目11－９
　　　Tel　03－3455－5551
会費：１万円程度

さぁ、気軽にご参加ください。

きっと、とてもいい日になります！

※支部会員の方には既にご案内をお送りしています。ご出欠にかかわらず、返信用ハ
ガキにてお返事下さい。（締切10月10日）

※　関東支部会員の該当県は以下のとおりです。
東京都、茨城県、群馬県、埼玉県、山梨県、神奈川県、静岡県、千葉県、栃木県
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ネ
パ
ー
ル
で
の
医
療
活
動
に
参
加
し
て

 
―

オ
ペ
ラ
シ
オ
ン
・
ユ
ニ（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）の
活
動
に
つ
い
て―

 

香
川
大
学
医
学
部　

歯
科
口
腔
外
科
学
講
座

 

小　

川　

尊　

明

 

（
平
成
八
年
大
学
院
修
了
）

　

Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体
の
オ
ペ
ラ
シ
オ
ン
・
ユ
ニ
は
一
九
九
一
年
よ
り
活
動
を
開
始
し

た
国
際
保
険
医
療
協
力
団
体
で
す
。
治
療
代
が
払
え
な
い
、
治
療
す
る
施
設

が
な
い
、
な
ど
の
理
由
で
治
療
が
受
け
ら
れ
ず
に
い
る
口
唇
口
蓋
裂
患
者
を
中

心
に
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
ネ
パ
ー
ル
へ
手
術
チ
ー
ム
を
派
遣
し
、
無
償
治
療
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
地
医
師
や
看
護
師
、
医
療
関
係
者
に
対
す
る
技
術

指
導
や
診
療
車
な
ど
の
医
療
資
材
の
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
（
図
１
）。
私
は

二
〇
〇
四
年
度
よ
り
こ
の
団
体
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
従
事
し
、
今
回
、
ネ

パ
ー
ル
で
の
医
療
活
動
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
の
で
、
オ
ペ
ラ
シ
オ
ン
・

ユ
ニ 

の
現
在
ま
で
の
活
動
状
況
を
含
め
、
現
地
で
の
活
動
に
つ
い
て
報
告
し

ま
す
。

　

オ
ペ
ラ
シ
オ
ン
・
ユ
ニ 

は

一
九
九
一
年
よ
り
カ
ン
ボ
ジ

ア
で
の
手
術
を
開
始
し
て
い

ま
す
。
一
九
九
八
年
か
ら
ネ

パ
ー
ル
で
の
手
術
を
開
始
し
ま

し
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
経
済
状

態
や
教
育
・
医
療
の
改
善
に
伴

い
、
口
腔
外
科
医
の
育
成
も
進

ん
だ
の
で
、
医
療
支
援
の
中
心

寄稿

を
ネ
パ
ー
ル
に
移
し
て
い
ま
す
。
現

在
ま
で
延
べ
手
術
室
稼
働
日
数
は

三
四
一
日
、
症
例
数
は
一
、二
二
六

件
に
な
っ
て
い
ま
す
（
表
１
）。
現

地
で
の
活
動
は
毎
年
異
な
っ
た
地
域

の
施
設
で
手
術
を
行
い
、
日
本
か
ら

の
医
師
、
看
護
師
、
理
学
療
法
士
の

他
、
多
数
の
方
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ネ
パ
ー
ル
は
人
口
二
五
三
〇
万

人
、
イ
ン
ド
の
北
、
中
国
の
南
に
位

置
す
る
小
さ
な
国
で
す
。
北
側
に
ヒ

マ
ラ
ヤ
山
脈
が
あ
り
ま
す
（
図
２
）。

政
治
情
勢
は
非
常
に
不
安
定
で
衛

生
・
医
療
の
状
態
も
良
く
あ
り
ま

カンボジア
事業
年度 月 派遣

医師
派遣
看護師

手術室
稼働日数

手術件数／
手術総数

1991 7 10 4 20 41/41
12 3 0 6 12/53

92 7 5 0 19 47/100
12 3 2 13 25/125

93 8 5 2 11 19/144
12 4 0 16 26/170

94 8 3 1 15 22/192
12 2 1 12 21/213

95 8 6 0 11 23/236
12 2 3 8 19/255

96 8 9 6 14 28/283
12 3 2 14 23/306

97 12 9 5 21 39/345
98 12 5 12 13 30/375
99 4 2 0 9 35/410

8 3 3 12 51/461
2000 5 2 0 10 60/521

8 2 0 10 49/570
01 12 1 1 8 40/610
02 5 4 0 9 46/656
03 5 3 2 8 29/685
04 6 1 0 1 1/686
05 12 1 1 1 11/797

ネパール
事業
年度 月 派遣

医師
派遣
看護師

手術室
稼働日数

手術件数／
手術総数

1998 12 4 3 9 30/30
99 12 5 3 13 52/82
2000 12-1 3 7 16 51/133
01 12 6 5 11 64/197
02 12-1 7 8 13 52/249
03 12 10 5 11 60/309
04 1 8 6 10 62/371
05 1 7 7 8 58/429

　計 341　     1,226　

図１　オペラシオン・ユニのシン
ボルマーク　円形は地球を、
中心は人類を現し、小点は
協力を意味する。

表１　カンボジアとネパールでの活動

図２　ネパールの地図

寄 稿
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せ
ん
。
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）

は
六
十
三
億
米
ド
ル
で 

日
本
の

七
四
〇
分
の
一
で
す
。
身
分
制
度

も
根
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。
保
健

状
態
は
、
例
え
ば
、
平
均
余
命
：

六
十
歳
、
乳
児
死
亡
率
：
新
生
児

一
、〇
〇
〇
人
当
た
り
七
〇
・
九
人

で
、
ア
ジ
ア
で
も
最
貧
国
の
一
つ

と
言
わ
れ
医
療
支
援
が
必
要
な
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
（
表
２
）。

　

今
回
の
活
動
期
間
は
二
〇
〇
六

年
一
月
六
日
か
ら
二
十
日
、
バ
ク

タ
プ
ル
病
院
〈
ネ
パ
ー
ル
の
首
都

カ
ト
マ
ン
ズ
市
よ
り
東
南
に
位
置
す
る
古
都
バ
ク
タ
プ
ル
市
の
中
心
的
病
院
、

救
急
施
設
・
看
護
学
校
・
血
液
セ
ン
タ
ー
も
併
設
し
て
い
る
（
写
真
１
）〉
の

病
棟
・
手
術
室
の
一
部
を
借
り
、
地
元

の
口
腔
外
科
医
一
名
、
看
護
師
四
名
の

他
、
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
共
に
チ
ー

ム
を
編
成
し
、
診
察
・
治
療
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
地
元
の
医
師
・
看
護
師

の
た
め
の
技
術
指
導
と
医
療
材
料
の
供

与
も
行
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
日
本
か
ら
ネ
パ
ー
ル
へ
の
直

通
便
は
な
く
、
バ
ン
コ
ク
で
飛
行
機
を

乗
り
継
い
で
入
国
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
、
現
地
へ
到
着
す
る

ま
で
に
丸
一
日
を
要
し
ま
す
。
活
動
期

間
は
、
乾
期
で
雨
は
少
な
く
、
真
冬
な
の
に
日
中
の
日
向
は
ポ
カ
ポ
カ
し
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
標
高
が
高
い
た
め
、
朝
夕
の
冷
え
込
み
は
強
く
、
日
陰
や

建
物
の
中
は
暖
房
が
不
十
分
で
底
冷
え
し
て
い
ま
し
た
。
日
本
で
は
滅
多
に
使

わ
な
い「
使
い
捨
て
カ
イ
ロ
」を
毎
朝
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
て
い
ま
し
た
。
ネ
パ
ー

ル
人
は
日
本
人
に
良
く
似
て
い
て
、
性
格
は
朗
ら
か
で
、
我
々
が
忘
れ
た
？
純

粋
な
目
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
遺
伝
子
？
栄
養
不
足
？
の
せ
い
か
我
々
よ
り
も

少
し
小
柄
で
や
せ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。
そ
の
た
め
か
乳
児
の
ル
ー
ト

は
非
常
に
取
り
難
く
、
苦
労
し
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
唇
顎
口
蓋
裂
の
患
児
は
育
成
医
療
の
給
付
を
受
け
ら
れ
、
唇
裂
は

生
後
三
〜
五
か
月
、
口
蓋
裂
は
一
〜
二
歳
で
初
期
手
術
を
受
け
て
い
ま
す
。
し

か
し
ネ
パ
ー
ル
で
は
当
然
そ
の
よ
う
な
制
度
は
な
く
、
治
療
費
や
疾
患
に
対
す

る
知
識
、
医
療
技
術
が
不
足
し
て
い
る
た
め
に
、
高
齢
に
な
っ
て
も
手
術
を
受

け
ら
れ
て
い
な
い
患
者
さ
ん
が
大
勢
い
ま
す
。
唇
裂
未
治
療
の
髭
を
た
っ
ぷ
り

蓄
え
て
い
る
恰
幅
の
良
い
男
性
が
レ
ジ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に
現
れ
ま
し
た
。
術

後
の
患
者
さ
ん
も
い
ま
し
た
。M

illard

変
法
に
よ
っ
て
美
し
く
唇
裂
が
修
正

さ
れ
て
い
る
人
も
い
れ
ば
、
手
術
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
赤
唇
縁
が
一
致

表２　ネパール基本情報
ネパール基本情報
国名：ネパール王国（Kingdom of Nepal）
首都：カトマンズ（Kathmandu）
人口：2,530万人（2004/05年度）
言語：ネパール語　宗教：ヒンズー教
政治：首相解任・内閣解散に続く流動的な政治情勢で政治上

の危機が継続
　　　身分制度が根強く残り、地域・カースト・民族間で収

入の格差が激しい
国内総生産（GDP）：63億米ドル113位（179ヵ国中）（2004年度）
　　　日本： 4兆6,684億米ドル（日本の740分の1）
平均余命：男性 60.1歳　女性 59.6歳（2000-05年）
乳児死亡率：70.9人／新生児1,000人当たり 43位（193ヵ国中）
HIV/AIDS感染者 2,458人／人口100万人当たり 64位（127ヵ国中）
　　　日本：94人／人口100万人当たり  121位（127ヵ国中）
医　師：４人／人口10万人当たり 175位（184ヵ国中）
看護師：５人／人口10万人当たり 184位（184ヵ国中）

写真１　バクタプル病院　旧王宮から徒歩
15分に位置する。荷物の搬入時。

写真２　歓迎セレモニー（オペラシオ
ン・ユニ代表、田中）

写真３　歓迎セレモニー（教育体育省
大臣他）
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し
て
い
な
か
っ
た
り
、
太
い
縫
合
糸
の
瘢
痕
が
魚
の
骨
の
よ
う
な
模
様
で
残
っ

て
い
た
り
す
る
患
者
さ
ん
も
い
ま
し
た
。
口
蓋
裂
の
術
後
で
は
、
鼻
咽
腔
の
閉

鎖
が
獲
得
さ
れ
ず
、
空
気
が
鼻
に
抜
け
て
し
ま
っ
て
発
音
障
害
を
認
め
て
い
る

患
者
さ
ん
も
多
く
受
診
さ
れ
ま
し
た
。

　

短
期
間
で
集
中
的
に
、
さ
ら
に
、
医
療
設
備
が
十
分
に
整
っ
て
い
な
い
外
国

で
の
医
療
活
動
で
は
、
現
地
の
団
体
や
医
療
ス
タ
ッ
フ
と
の
協
力
が
不
可
欠
で

す
。
今
回
活
動
の
拠
点
と
し
た
バ
ク
タ
プ
ル
病
院
、
教
育
体
育
省
や
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
の
協
力
が
得
ら
れ
ま
し
た
（
写
真
２
、３
）。
医
療
器
材
や
試
薬
は

地
元
経
済
の
活
性
化
の
要
素
も
あ
り
、
現
地
調
達
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
が
、

手
に
入
ら
な
い
物
や
我
々
が
消
費
す
る
と
病
院
が
困
っ
て
し
ま
う
物
は
す
べ
て

日
本
か
ら
搬
送
し
て
い
ま
す
。
ネ
パ
ー
ル
の
公
用
語
は
ネ
パ
ー
ル
語
で
す
が
、

文
字
が
読
め
な
い
文
盲
の
方
が
多
く
い
る
の
で
、
発
音
を
カ
タ
カ
ナ
で
書
い

て
壁
の
色
々
な
と
こ
ろ
に
カ
ン
ニ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
を
張
り
ま
し
た
（
写
真
４
）。

手
術
予
定
表
は
、
ト
レ
ー
シ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
で
複
写
し
、
同
じ
物
を
各
部
署
に

寄稿

張
り
、
ス
タ
ッ
フ
全
員
の
情
報
を
統
一

し
ま
す
。

　

期
間
中
、
八
十
一
人
の
診
察
を
行

い
、
そ
の
う
ち
五
十
八
件
の
手
術

を
行
い
ま
し
た
。
麻
酔
：
全
身
麻
酔 

四
十
三
例
、
局
所
麻
酔 

十
五
例　

手

術
：
唇
裂
一
次
手
術 

十
七
例
、
唇
裂

二
次
手
術 

八
例
、
口
蓋
裂
一
次
手
術 

二
十
五
例
、
口
蓋
裂
二
次
手
術 

二
例
、

咽
頭
弁 

三
例
、
骨
移
植 

二
例
、
そ
の

他 

一
例
で
し
た
（
表
３
）。

　

外
来
か
ら
退
院
ま
で
の
一
連
の
流
れ

を
示
し
ま
す
。
外
来
受
診
・
カ
ル
テ
の
作
成
・
入
院
で
す
（
写
真
５
）。
特
に

外
来
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
通
訳
が
非
常
に
大
切
で
す
。
患
者
さ
ん
に
は
必

ず
取
り
違
え
防
止
の
た
め
、
ポ
ラ
ロ
イ
ド
写
真
付
き
の
名
札
を
装
着
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
基
本
的
に
手
術
当
日
ま

た
は
前
日
入
院
、
翌
日
退
院
と
し
ま
し

た
。
骨
移
植
を
行
っ
た
場
合
は
術
後
二

―

四
日
間
入
院
し
て
頂
き
ま
し
た
。
一

泊
入
院
が
大
多
数
で
病
床
も
限
ら
れ
て

い
る
の
で
、
診
療
の
効
率
化
と
患
者
取

り
違
え
防
止
を
目
的
に
「
手
術
室―

リ

カ
バ
リ―

病
棟
の
シ
ェ
ー
マ
」
を
作
成

し
、
患
者
さ
ん
が
移
動
す
る
と
シ
ェ
ー

マ
上
のPost-it

®

も
移
動
さ
せ
、
一
目

で
患
者
さ
ん
の
位
置
が
把
握
出
来
る
よ

う
に
し
ま
し
た
（
写
真
６
）。
消
毒
は

写真４　壁にネパール語のカ
ンニングペーパー

表３　2005年度ネパール事業症例内容
活動内容
外来受診患者数：81名
手術件数：58例　手術室可動日数：８日
手術台数：２台　１日の手術件数：６～８例
性別：男性 33例、女性 25例
年齢：５か月～39歳、平均 11.3歳
麻酔：全身麻酔 43例、局所麻酔 15例
手術：唇裂１次手術 17例、唇裂２次手術 ８例、
　　　口蓋裂１次手術 25例、口蓋裂２次手術 ２例、
　　　咽頭弁 ３例、骨移植 ２例、その他 １例

写真５　入院、←写真付き名札

写真６　患者の位置を示すシェーマと
　　　　Post-itⓇ
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オ
ー
ト
ク
レ
ー
ブ
と
薬
液
消
毒
で
行
い
ま

し
た
。
待
機
室
で
ル
ー
ト
確
保
を
行
い
ま

す
。
写
真
７
は
ル
ー
ト
の
刺
入
部
を
見
せ

て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
日
に
何

度
か
停
電
す
る
の
で
懐
中
電
灯
で
照
ら
し

て
い
る
所
で
す
（
写
真
７
）。
当
然
、
術

中
も
停
電
に
な
る
の
で
、
そ
の
時
は
懐

中
電
灯
や
ラ
ン
プ
で
手
元
を
照
ら
し
ま

す
。
手
術
室
に
移
動
し
て
、
導
入
・
送
管

で
す
。
全
身
麻
酔
は
酸
素
＋
空
気
＋
プ
ロ

ポ
フ
ォ
ー
ル
（
Ａ
Ｏ
Ｐ
）、
デ
ィ
ス
ポ
ー

ザ
ブ
ル
の
加
圧
バ
ッ
ク
を
用
い
手
揉
み
で

呼
吸
管
理
を
行
い
ま
し
た
。
停
電
に
な
っ

て
も
手
術
・
麻
酔
は
継
続
さ
れ
ま
す
（
写

真
８
、９
）。
手
術
室
は
一
部
屋
で
手
術
台

は
二
台
で
行
い
ま
し
た
（
写
真
10
、
11
）。

術
後
は
高
価
で
貴
重
な
酸
素
の
使
用
を

減
ら
す
た
め
に
理
学
療
法
士
が
呼
吸
介
助

を
行
い
、
ほ
と
ん
ど
の
患
者
さ
ん
が
術
後

の
酸
素
を
必
要
と
せ
ず
に
覚
醒
し
ま
し
た

（
写
真
12
）。
完
全
に
呼
吸
状
態
が
回
復
し

た
ら
、
病
棟
に
帰
り
ま
す
。
暖
房
機
器
が

不
足
し
て
い
る
の
で
母
親
や
家
族
が
患
児

を
抱
い
て
温
め
ま
す
（
写
真
13
）。
退
院

時
の
注
意
事
項
、
今
後
の
治
療
予
定
も
必

ず
ネ
パ
ー
ル
語
で
通
訳
の
方
に
言
葉
で
説

明
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
外
来
で
経
過

写真７　停電、懐中電灯で照ら
し出されるルート刺入
部

写真８送管後術前写真９　ディスポーザブルの加
圧バックにて手動で呼
吸管理

写真10　手術室、設営前、電球
が４個と簡単な手術台
しかなかった。

写真11　手術室、手術開始時

写真12　理学療法士による呼吸
介助

写真13　術後病棟、母親に抱か
れて温められる子供

写真14　術後、外来、抜
糸を行っている
小川

観
察
と
抜
糸
を

行
い
ま
す
（
写

真
14
）。
我
々

が
帰
国
後
は
現

地
の
医
師
に
術

後
の
処
置
を
依

頼
し
ま
し
た
。

　

症
例
を
提
示

し
た
い
と
思
い

ま
す
。
写
真
15

と
16
は
三
歳
の

唇
裂
の
術
前
と

術
後
で
す
（
写

真
15
、
16
）。

唇
裂
の
術
式
は

M
illard

変
法
、

T
en
n
ison

-
M
illard

法
、

鬼
塚
変
法
の
い

ず
れ
か
で
行
い

ま
し
た
。
今
回

両
側
の
症
例
は

一
例
も
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

写
真
17
と
18

は
七
歳
の
口
蓋

裂
の
術
前
と
術
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後
で
す
（
写
真

17
、
18
）。
口

蓋
裂
はpalatal 

push back

法

を
用
い
ま
し

た
。
す
べ
て
の

口
蓋
裂
症
例
で

上
顎
の
印
象
・

模
型
・
透
明
の

プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
シ
ー
ネ
を
作

成
し
止
血
・
圧

迫
に
用
い
ま
し

た
。
歯
槽
骨
欠

損
に
は
腸
骨
採

取
に
よ
る
骨
移

植
を
行
い
ま
し

た
。

　

今
回
の
ネ

パ
ー
ル
の
活
動

を
通
し
て
、
現

地
ス
タ
ッ
フ
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
支
え
ら
れ
良
好
な
医
療
支
援
活
動
が
行
え
ま
し
た
。
全
身
疾

患
に
よ
り
手
術
の
延
期
・
中
止
の
症
例
は
あ
り
ま
し
た
が
、
術
中
・
術
後
、
特

に
問
題
を
認
め
た
患
者
さ
ん
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
オ
ペ
ラ
シ
オ
ン
・
ユ
ニ
は

一
九
九
一
年
よ
り
活
動
を
開
始
し
、
設
備
が
不
十
分
な
所
で
の
手
術
に
慣
れ
て

い
る
と
は
い
え
、
渡
航
の
半
年
前
か
ら
資
材
等
の
準
備
を
行
い
、
現
地
で
も
さ

ま
ざ
ま
な
工
夫
を
用
い
、
現
地
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
フ
ル
に
活
用
し
、

良
好
に
治
療
を
遂
行
し
て
い
ま
す
（
お
か
げ
で
観
光
は
ほ
と
ん
ど
で
き
ま
せ

ん
）。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
今
後
、
衛
生
状
態
の
改
善
や
、
奇
形
変
形
症
を

は
じ
め
と
す
る
全
国
的
な
疾
患
の
状
況
の
把
握
が
必
要
で
、
個
々
の
患
者
に
対

す
る
援
助
も
必
要
で
す
が
、
国
全
体
の
医
療
の
底
上
げ
を
望
み
た
い
。

　

表
4
と
写
真
19
は
二
〇
〇
五
年
度
の
ネ
パ
ー
ル
事
業
参
加
者
で
す
（
表
４
、

写
真
19
）。
参
加
者
は
日
本
で
の
日
常
業
務
を
犠
牲
に
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

代
表
の
他
、
ほ
と
ん
ど
の
ス
タ
ッ
フ
が
民
間
の
医
療
従
事
者
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
は
言
え
、
み
ん
な
よ
く
が
ん
ば
っ
て
い
る
な
あ
と
い
う
の
が
私
の
実
感
で

す
。
患
者
さ
ん
や
職
場
の
ス
タ
ッ
フ
に
心
苦
し
く
思
い
な
が
ら
私
も
参
加
し
ま

し
た
。
快
く
？
私
を
ネ
パ
ー
ル
へ
送
り
出
し
て
く
れ
た
私
の
妻
、
当
科
の
長
畠

駿
一
郎
教
授
、
医
局
の
ス
タ
ッ
フ
に
は
非
常
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

讃
樹
會
の
会
員
の
皆
様
の
中
で
も
北
米
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
留
学
し
た
り
、
そ

れ
を
目
標
に
が
ん
ば
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
現
在
先

進
国
の
最
先
端
の
医
療
技
術
は
向
上
し
て
い
る
一
方
で
、
世
界
の
医
療
・
衛

生
レ
ベ
ル
の
格
差

は
広
が
っ
て
い
ま

す
。
世
界
中
に
は

衛
生
・
医
療
状
態

の
改
善
が
急
務
で

あ
る
国
や
地
域
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
ど
う
か
、
会

員
の
皆
様
に
も
発

展
途
上
国
へ
の
援

助
や
目
を
向
け
て

頂
き
た
い
と
思
い

写真15　唇裂、治療前写真16　唇裂、治療後

写真17　口蓋裂、術前写真18　口蓋裂、術後

写真19　2005年度ネパール事業参加者

表４　2005年度ネパール事業参加者

2005年度ネパール事業参加者

田中 克幸　清家 麻里　尾上 公一　秋田 宏樹
高橋 伸二　奥井 寛三　木戸 誠一　加藤 倫卓
小川 尊明　鈴木 雅登　宮田 章代　長谷川季穂
大庭 三恵　松田 奈々　竹嶋 明子　兼松 奈代
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寄稿

ま
す
。

　

最
後
に
、
活
動
資
金
援
助
と
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お
願
い
で
す
。
オ
ペ
ラ

シ
オ
ン
・
ユ
ニ 

は
純
粋
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
活
動
資
金
は
非
常
に
厳
し
い
状
態
が
続

い
て
い
ま
す
。
現
地
事
業
へ
の
参
加
者
は
旅
費
の
半
分
と
現
地
で
の
宿
泊
費
・

食
費
を
自
己
負
担
に
て
賄
っ
て
い
ま
す
。
特
に
人
材
と
資
金
に
加
え
、
手
術
・

麻
酔
関
連
消
耗
品
・
麻
酔
薬
・
形
成
用
針
糸
が
慢
性
的
に
不
足
し
て
い
ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
表
5
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
（
表
５
）。

　

な
お
こ
の
報
告
で
は
代
表
の
田
中
克
幸
先
生
、
尾
上
公
一
先
生
に
多
大
な
ご

協
力
を
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
渡
航
の
き
っ
か
け
と
こ
の
報
告
の
機
会
を
与
え

て
下
さ
っ
た
腎
臓
内
科
の
清
元
秀
泰
先
生
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

表５　お願い

活動資金援助と医療ボランティアのお願い。
ご協力いただける方はこちらまでご連絡下さい。

郵便振替口座番号
00850 7 - 127525　オペラシオン・ユニ
オペラシオン・ユニ事務局

〒450-0003 名古屋市中村区名駅南5-4-19
　第８スカイパレス　田中歯科内
　代表　田中克幸

バクタプル市、旧王宮のバクタプル広場
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エアメール短信

写真１　雪の日の大学・病院

ミシガン大学留学記

 香川大学脳神経外科　山　下　史　朗
 （平成９年卒）

　諸先生方には平素より大変お世話になっております。2004年９月より香川大学脳神経外
科　長尾教授のご推挙により、ミシガン大学脳神経外科に研究留学させていただいており
ます。ミシガン大学は1817年に予備高校として、デトロイトで設立。21年に大学となり、
37年に現在のアナーバー市（デトロイト近郊）に移転した、米国においても大変由緒ある
大学のひとつです。
　ただミシガン州と言っても、日本でいうところの観光地ではなく、ピンとこない人も多
いのではないでしょうか。僕自身渡米前は、中学校の社会科で習った、五大湖があって、
ミシガン州のデトロイトがかつて自動車産業で栄えたということくらいしか知りませんで
した。
　しかし、一旦赴任してみると、日本人の多いこと（自動車産業に関わる人が多いようで
す）。日本食材も大抵手に入ります。香川からの人間には嬉しいことに加ト吉の冷凍うどん
まで簡単に入手できます。日本語の新聞や雑誌も買え、果ては、24時間の日本語テレビ放
送も視聴可能です（友人宅で見せてもらいました）。先日知ったのですが、粘菌で有名な南
方熊楠が明治20年代にアナーバー市で研究にたずさわり（ミシガン大学に在籍したわけで
はないそうですが）、当時の日本人留学生の名簿にも25人もの名がつらねられていたとのこ
とです。日本人にとって馴染みの深い地で勉強させてもらっていただいているんだなとし
みじみ思います。ちなみに、学生サークルをのぞいてみると、体育会系だけでも剣道、空
手など、そしてなんと忍術クラブまであり、なんとも驚かされました。
　さて、今回は日常生活中心のレポートとのことなので、仕事以外のことを。
　街は大学を中心に発展しており、本当に若者の街と言った雰囲気にあふれています。ま
た、周囲には自然が溢れ、リス、アライグマ、ウサギ、鹿、スカンクなどの野生動物にも
比較的容易に会えます。例えば、ゴミ捨て場でアライグマが生ゴミをあさっていたりと。

でも可愛いわけではないです。近づく
と、ウーッと威嚇されます。
　街に出ると、非常にinternational
で、人のみならず、お店、レストラ
ンも様々です。ハンバーガーなどのア
メリカ料理は勿論のこととして、日本
食、中華料理、韓国料理、ベトナム料
理、タイ料理、インド料理、エチオピ
ア料理、シリア料理等々、現地出身の
人が作った料理に舌鼓を打つこともで
きます。
　ミシガン州はカナダに接する北の
州であり、冬は長く、気温はマイナス
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エアメール短信

20℃程度まで下がることもあります。生まれも育ちも四国の人間にはつらいものがありま
す。ただそれは地元の人も同様で、皆短い春と夏を楽しむかのように、春になると途端に
活発にactivityや日光浴に励んでいます。大学のグラウンドでビキニで日光浴している人達
も大勢おり、こちらが戸惑ってしまいます。
　肝心の英会話ですが、用を足すということでは困っていません。ただ、native speaker
と冗談を交えて、ワッハッハと会話を楽しむレベルにはなれません。ただ、思い返すと日
本語でも無口で、余りしゃべっていないなと思い返すと、こんなものかなとも思ってもい
ます。
　それでは簡単ながら近況報告まで。仕事のことはまた機会があれば。
　日本帰国の折は、皆様よろしくお願いします。
　参照;『南方熊楠を知る事典』長谷川興蔵　他、講談社現代新書インターネット版）
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越
え
ら
れ
な
い
こ
と
を
訴
え
続
け
ま
し
た
。
今
の
時
代
、
お
産
は
〝
正
常
で
当

た
り
前
〞
で
、
自
分
に
異
常
が
起
こ
る
こ
と
な
ど
考
え
た
こ
と
な
ど
な
い
人
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。
し
か
し
、
お
産
は
常
に
リ
ス
ク
が
あ
り
、
そ
れ
も
か
な
り
急

激
な
経
過
を
た
ど
り
ま
す
。〝
さ
っ
き
ま
で
赤
ち
ゃ
ん
元
気
だ
っ
た
の
に
・
・
〞

〝
順
調
だ
と
言
わ
れ
て
い
た
の
に
・
・
〞
と
、
な
か
な
か
そ
の
現
実
を
受
け
入

れ
ら
れ
ず
、
最
終
的
に
係
争
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
で
も
、
今
で
も
お

産
に
向
き
合
っ
て
い
る
我
々
は
、
避
け
ら
れ
な
い
異
常
産
を
覚
悟
し
な
が
ら
、

〝
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
〞
と
新
し
い
家
族
を
胸
に
抱
い
て
退
院
し
て
い

く
人
々
の
笑
顔
を
、〝
こ
ん
な
に
大
き
く
な
り
ま
し
た
〞
と
出
会
っ
た
時
に
見

せ
て
く
れ
る
母
児
の
笑
顔
を
喜
び
に
、
日
夜
全
力
を
尽
く
し
て
い
ま
す
。

　

で
は
こ
こ
で
実
際
の
産
婦
人
科
開
業
医
生
活
を
紹
介
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
ま

ず
、
六
時
頃
早
起
き
の
犬
（
ミ
ニ
チ
ュ
ア
ブ
ル
テ
リ
ア　

雄　

一
歳
）
が
、
顔

を
な
め
た
り
手
を
噛
ん
だ
り
あ
の
手
こ
の
手
で
私
を
起
こ
し
ま
す
。〝
も
う

ち
ょ
っ
と
寝
よ
う
よ
〞
と
言
い
な
が
ら
五
分
は
粘
り
ま
す
が
、
ブ
ル
テ
リ
ア
も

こ
れ
ま
た
し
つ
こ
い
‼
結
局
あ
き
ら
め
て
、
携
帯
電
話
を
片
手
に
散
歩
に
出
か

け
ま
す
。
一
時
間
位
は
診
療
所
周
辺
の
田
ん
ぼ
を
連
れ
ま
わ
さ
れ
ま
す
。
や
っ

と
の
思
い
で
帰
る

と
、
ま
ず
犬
の
ご

飯
。
一
息
つ
い
た

ら
九
時
か
ら
外

来
。
手
術
や
一
ヶ

月
健
診
、
回
診

な
ど
は
昼
休
み
の

時
間
に
し
ま
す
。

十
五
時
か
ら
十
八

時
ま
で
午
後
の
外

来
を
し
て
、
終
わ

開業医だより
　

開
業
医
だ
よ
り

産
婦
人
科
医
の
独
り
言

 

松　

岡　

俊　

江
（
平
成
七
年
卒
）

 

は
な
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク　
　
　

 

〒
七
九
一―

〇
二
〇
四　
　
　
　
　
　

 

愛
媛
県
東
温
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志
津
川
一
九
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tel　

〇
八
九―

九
九
〇―

七
四
〇
〇

　

同
窓
会
の
皆
様
、
ご
無
沙
汰
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
卒
業
し
て
以
来
、
同
窓

会
に
も
部
活
の
Ｏ
Ｂ
会
に
も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
あ
っ
と
い
う
間
に
十

年
以
上
が
経
過
し
て
お
り
ま
し
た
。
そ
れ
も
こ
れ
も
産
婦
人
科
に
入
局
し
た
た

め
で
あ
り
ま
す
が
・
・
。

　

皆
様
ご
存
知
の
よ
う
に
、
近
年
産
婦
人
科
医
は
減
少
し
つ
づ
け
て
お
り
、
私

が
卒
業
と
同
時
に
入
局
し
た
愛
媛
大
学
産
科
婦
人
科
学
教
室
も
慢
性
の
人
手
不

足
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
私
は
大
学
や
愛
媛
県
立
中
央
病
院
、
市
立
宇
和
島
病

院
勤
務
を
経
て
、
八
年
目
に
大
学
に
帰
り
ま
し
た
が
、
一
週
間
の
う
ち
四
日
か

ら
五
日
の
バ
イ
ト
や
当
直
が
あ
り
、
家
に
帰
っ
て
寝
れ
る
の
が
二
日
程
度
と
辛

い
日
が
続
き
ま
し
た
。〝
こ
ん
な
し
ん
ど
い
思
い
を
す
る
の
な
ら
、
自
分
の
患

者
様
の
た
め
に
し
ん
ど
い
思
い
を
し
た
ほ
う
が
や
り
が
い
が
あ
る
〞
と
思
う
よ

う
に
な
り
、
バ
イ
ト
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
た
先
生
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
そ

の
診
療
所
の
サ
テ
ラ
イ
ト
診
療
所
と
し
て
開
院
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
当

初
は
一
つ
の
医
療
法
人
が
二
つ
の
診
療
所
を
開
設
す
る
こ
と
は
医
師
会
か
ら
認

め
ら
れ
ず
大
変
で
し
た
が
、
二
つ
の
診
療
所
で
複
数
の
医
師
が
行
き
来
し
て
カ

バ
ー
し
あ
わ
な
け
れ
ば
産
婦
人
科
医
、
助
産
師
の
確
保
が
難
し
い
現
状
を
乗
り
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れ
ば
犬
の
散
歩
、
ご
飯
。
そ
の
後
自
分
の
ご
飯
。
そ
し
て
、
ボ
ー
ル
遊
び
や
お

や
つ
の
催
促
を
丁
重
に
お
断
り
し
な
が
ら
、
ど
う
に
か
ベ
ッ
ト
に
入
ろ
う
と
戦

う
こ
と
一
時
間
程
度
。
犬
が
寝
て
く
れ
た
ら
や
っ
と
一
日
が
終
わ
り
ま
す
。
こ

れ
が
基
本
の
生
活
で
、
こ
こ
に
お
産
や
急
患
な
ど
が
入
っ
て
き
ま
す
。
以
前
は

夜
中
の
お
産
の
た
び
に
犬
も
一
緒
に
起
き
て
、
お
産
後
寝
か
し
つ
け
る
の
に
苦

労
し
ま
し
た
が
、
最
近
で
は
お
産
か
ら
帰
っ
て
み
る
と
ゲ
ー
ジ
中
で
仰
向
け
に

な
っ
て
寝
入
っ
て
い
た
り
す
る
の
で〝
産
婦
人
科
医
向
き
の
犬
に
な
っ
た
な
あ
〞

と
成
長
？
を
喜
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
決
し
て
楽
な
生
活
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
喜
び
、
幸
せ
の
あ
ふ

れ
る
領
域
に
自
分
が
関
わ
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
を
感
謝
し
、
日
々
研
鑽
を
積

ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
現
在
は
産
婦
人
科
の
み
な
ら
ず
医
療
界
に
向

け
ら
れ
る
世
間
の
目
は
厳
し
い
時

代
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
時
代
、
同
窓
の
先
生
方
と
支

え
あ
い
助
け
合
い
な
が
ら
、
医
療

に
携
わ
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
皆
様
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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クラブ紹介

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　
　
　
　
　
　
　

守　

本　
　
　

純
（
医
学
科
四
年
）

　

私
た
ち
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
は
総
勢
五
十
余
名
で
、
主
将
守
本
を
中
心
に
全
員

参
加
の
合
同
練
が
週
二
回
、
男
子
練
が
週
一
回
の
周
期
で
活
動
し
て
ま
す
。
夏

は
蒸
し
暑
く
、
冬
は
寒
い
体
育
館
で
皆
熱
い
血
潮
を
た
ぎ
ら
せ
て
い
ま
す
。
部

の
テ
ー
マ
と
し
て「Y

O
U'RE T

H
E T
A
ISY
O

」（
コ
ー
ト
上
で
は
己
が
主
役
）

を
標
語
と
し
、
常
に
向
上
心
を
も
ち
、
皆
で
協
力
・
協
調
し
、
日
々
の
練
習
に

取
り
組
ん
で
ま
す
。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
は
個
人
競
技
で
あ
る
た
め
、
思
い
っ
き

り
練
習
し
た
い
と
い
う
者
と
健
康
の
保
持
の
た
め
に
参
加
し
た
い
と
い
う
者
と

が
う
ま
く
共
存
し
て
い
け
る
お
い
し
い
部
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

試
合
は
地
元
香
川
県
内
の
一
般
の
大
会
に
参
加
し
て
い
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
メ
イ
ン
と
な
る
の
は
や
は
り
五
月
下
旬
に
あ
る
四
国
大
会
、
八
月
初
旬

に
あ
る
西
医
大
、
中
旬
に
あ
る
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
、
三
月
下
旬
に
あ
る
中
国
四
国

大
会
と
年
間
三
回
の
大
会
で
す
。
他
大
学
と
の
定
期
戦
も
そ
れ
ぞ
れ
の
大
会

の
間
に
あ
り
ま
す
。
一
昨
年
の
西
医
大
の
主
管
に
続
き
、
昨
年
は
四
国
大
会
と

中
国
四
国
大
会
の
二
つ
も
の
大
会
の
主
管
を
務
め
、
無
事
業
務
を
果
た
し
ま
し

た
。
練
習
は
普
段
の
合
同
練
、
男
子
練
に
加
え
、
夏
休
み
と
春
休
み
に
は
二
日

間
か
け
て
の
強
化
練
が
あ
り
、
そ
の
と
き
に
は
全
員
で
死
に
物
狂
い
の
練
習
を

こ
な
し
、
心
身
だ
け
で
な
く
、
部
と
し
て
の
結
束
を
肌
で
感
じ
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
こ
う
し
た
長
期
休
暇
中
は
部
と
し
て
の
活
動
は
オ
フ
と
な
り
、
練
習
は
主

に
自
主
練
と
な
り
ま
す
が
、
毎
日
体
育
館
か
ら
は
シ
ャ
ト
ル
を
打
つ
音
が
聞
こ

え
て
き
ま
す
。
皆
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
愛
し
て
お
り
ま
す
。

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
以
外
に
も
月
に
一
度
だ
け
部
を
あ
げ
て
の
誕
生
日
会
を
開
い

て
い
ま
す
。
ま
た
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
春
に
は
お
花
見
・
遊
園
地
・

釣
り
を
、
夏
に
は
浜
辺
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
・
花
火
・
祭
り
へ
、
秋
に
は
紅
葉
巡

り
・
焼
き
芋
・
ボ
ー
リ
ン
グ
を
、
冬
に
は
ス
キ
ー
や
ス
ケ
ー
ト
に
行
き
ま
す
。

こ
う
し
た
と
こ
ろ
で
学
年
を
越
え
て
の
交
流
が
濃
く
、
上
級
生
と
下
級
生
の
間

の
壁
を
崩
す
き
っ
か
け
を
得
て
い
ま
す
。
ま
た
、
互
い
に
部
活
以
外
の
一
面
を

見
る
こ
と
で
、
人
と
人
と
が
認
め
合
う
き
っ
か
け
を
得
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
は
他
の
部
に
比
べ
て
人
数
が
か
な
り
多
い
方
で
あ
り
、
も
ち

ろ
ん
Ｏ
Ｂ
や
Ｏ
Ｇ
の
方
も
多
数
か
つ
多
彩
で
す
。
九
月
に
は
Ｏ
Ｂ
会
が
あ
り
、

現
在
医
療
の
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
と
出
会
え
る
機
会
が
あ
り
、
こ

こ
で
た
く
さ
ん
の
先
輩
方
と
出
会
え
る
こ
と
は
将
来
医
療
に
携
わ
る
私
た
ち
に

と
っ
て
良
い
交
流
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
同
級
生
だ
け
で
な
く
、
い
や
む

し
ろ
同
級
生
よ
り
先
輩
や
後
輩
と
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
に
お
い
て
抜
き
ん
出

て
い
る
部
と
い
え
ま
す
。

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
技
術
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
年
齢
や

学
年
を
越
え
て
た
く
さ
ん
の

人
と
出
会
う
こ
と
が
で
き

る
。
そ
し
て
、
在
学
中
に
得

た
こ
と
を
卒
後
に
生
か
せ
る

知
識
を
た
く
さ
ん
身
に
つ
け

ら
れ
る
。
そ
し
て
自
分
の
人

生
は
自
分
が
主
役
、
そ
う
、

ま
さ
に
人
生
と
い
う
コ
ー
ト

で
素
敵
なT

A
ISY
O

に
な
れ

る
こ
と
。
こ
れ
が
私
た
ち
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
部
員
の
目
標
で

す
。
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大
学
ニュ
ー
ス

◎　

三
月
二
十
四
日　

卒
業
式

　

平
成
十
八
年
三
月
二
十
四
日
（
金
）
十
時
三
十
分
、
香
川
大
学
講
堂
に
お
い

て
、
平
成
十
七
年
度
香
川
大
学
卒
業
式
が
行
わ
れ
、
六
学
部
で
一
三
〇
一
名
が

卒
業
証
書
を
手
に
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
医
学
部
医
学
科
卒
業
生
は
八
十
一

名
で
、
二
十
一
期
生
と
な
り
ま
す
。

　

式
に
引
き
続
き
、
医
学
部
卒
業
生
は
高
松
国
際
ホ
テ
ル
の
祝
賀
会
場
に
場
所

を
移
し
、
昼
食
を
と
り
な
が
ら
和
や
か
に
懇
談
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後

六
年
間
の
大
学
生
活
を
送
っ
た
医

学
部
キ
ャ
ン
パ
ス
に
も
ど
り
、
各

サ
ー
ク
ル
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に
着

替
え
て
待
ち
構
え
て
い
た
後
輩

た
ち
の
歓
声
に
迎
え
ら
れ
る
と
、

キ
ャ
ン
パ
ス
は
一
気
に
祝
賀
ム
ー

ド
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

夕
刻
、
医
学
部
の
謝
恩
会
が

リ
ー
ガ
ホ
テ
ル
ゼ
ス
ト
高
松
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
讃
樹
會
を
代
表
し

て
、
二
期
生
の
関
啓
輔
副
会
長
が

お
祝
い
に
か
け
つ
け
、
卒
業
生
に

激
励
の
言
葉
と
と
も
に
、
記
念
品

と
し
て
恒
例
の
印
鑑
付
き
ボ
ー
ル

ペ
ン
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
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◎　

四
月
五
日　

入
学
式

新
入
生
歓
迎
行
事
を
終
え
て

 

新
入
生
歓
迎
行
事
実
行
委
員
長　

医
学
科
二
年　

高　

妻　

岳　

広

　

入
学
し
て
か
ら
半
年
以
上
が
た
ち
、
だ
い
ぶ
学
校
に
慣
れ
友
達
も
増
え
て
き

た
十
二
月
、
新
入
生
歓
迎
行
事
の
役
員
の
募
集
が
来
ま
し
た
。
も
う
す
ぐ
一
年

生
が
終
わ
り
、
自
分
た
ち
が
次
の
学
年
を
迎
え
る
側
に
な
っ
た
の
か
と
感
じ
る

と
同
時
に
、
次
の
新
入
生
に
は
自
分
た
ち
が
歓
迎
さ
れ
た
と
き
以
上
に
す
ば
ら

し
い
歓
迎
行
事
を
成
功
さ
せ
た
い
と
思
い
、
新
入
生
歓
迎
行
事
実
行
委
員
長
と

い
う
大
役
を
引
き
受
け
ま
し
た
。
自
分
は
今
ま
で
委
員
長
ど
こ
ろ
か
役
員
な
ど

も
ほ
と
ん
ど
や
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
は
じ
め
は
経
験
の
な
い
自
分
が
委

員
長
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
の
か
と
期
待
よ
り
不
安
の
ほ
う
が
大
き
か
っ
た
の
で

す
が
執
行
委
員
な
ど
の
経
験
を
持
つ
三
人
の
副
実
行
委
員
長
や
多
く
の
局
長
さ

ん
た
ち
に
支
え
ら
れ
て
、
何
と
か
新
入
生
歓
迎
行
事
の
実
行
計
画
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

新
入
生
歓
迎
行
事
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
今
年
は
い
ろ
い
ろ
と
今
ま
で
に

な
か
っ
た
企
画
を
計
画
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
講
演
会
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
中
村
哲
先
生
を
お
招
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
中
村
哲
先

生
と
い
え
ば
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
（
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
医
療
サ
ー
ビ
ス
）
院
長
、
ペ
シ
ャ

ワ
ー
ル
会
現
地
代
表
で
あ
り
、「
医
者
井
戸
を
掘
る
」「
ア
フ
ガ
ン
の
診
療
所
か

ら
」
な
ど
の
著
書
を
書
か
れ
、
無
医
地
区
で
の
無
料
診
療
活
動
を
は
じ
め
、
現

在
も
基
地
病
院
と
十
ヶ
所
の
診
療
所
を
中
心
に
貧
困
層
の
診
療
に
力
を
尽
く
さ

れ
て
い
る
世
界
的
に
有
名
な
方
で
す
。
ま
た
、
他
に
も
幸
町
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら

医
学
部
キ
ャ
ン
パ
ス
ま
で
新
入
生
を
送
迎
す
る
と
き
、
Ｂ
Ｄ
Ｆ
と
い
う
燃
料
を

使
っ
た
バ
ス
を
走
ら
せ
ま
し
た
。
Ｂ
Ｄ
Ｆ
と
は
「
バ
イ
オ
・
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
」

の
こ
と
で
普
段
は
食
堂
で
廃
食
油
と
し
て
処
分
さ
れ
て
い
た
油
を
回
収
し
て
再

加
工
し
て
作
っ
た
燃
料
で
す
。
こ
れ
は
、
二
〇
〇
六
年
度
に
香
川
で
行
わ
れ
た

「
全
国
菜
の
花
サ
ミ
ッ
ト
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
行
わ

れ
た
の
で
す
が
、
こ
の
企
画
を
通
し
て
新
入
生
だ
け
で
な
く
わ
れ
わ
れ
在
校
生

も
環
境
問
題
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
新
入
生
歓
迎
行
事
で
は
準
備
・
本
番
共
に
二
年
生
全
員
が
本
当
に
積

極
的
に
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ス
ポ
ン
サ
ー
局
の
皆
さ
ん
が
多
く
の
ス
ポ
ン

サ
ー
を
集
め
て
く
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
今
年
も
余
裕
を
持
っ
て
新
入
生
歓
迎
行

▲謝恩会で関副会長から
　記念品贈呈
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事
の
予
算
を
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
企
画
局
の
皆
さ
ん
に
よ
る
新
入
生
歓

迎
パ
ー
テ
ィ
ー
や
サ
ー
ク
ル
紹
介
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
な
ど
の
企
画
に
よ
っ

て
新
入
生
と
在
校
生
の
親
睦
を
深
め
、
新
入
生
歓
迎
行
事
を
大
い
に
盛
り
上
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
会
計
の
皆
さ
ん
は
予
算
の
設
定
や
ス
ポ
ン
サ
ー
か
ら

集
め
ら
れ
た
お
金
の
管
理
・
運
用
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
局
の
皆
さ
ん
に
は
と
て
も
読
み
や
す
く
、
た
め
に
な
る
素
晴
ら
し
い

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た
、
医
学
医
療
局
の
皆
さ
ん

の
お
か
げ
で
中
村
哲
先
生
と
い
う
偉
大
な
講
師
を
講
演
会
に
お
招
き
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
回
の
新
入
生
歓
迎
会
を
通
し
、
よ
り
学
年
同
士
の
結
び

つ
き
が
深
ま
っ
た
気
が
し
ま

す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

今
回
は
新
入
生
歓
迎
行
事
実

行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
だ
け

で
な
く
、
先
輩
方
や
学
生
係

の
方
々
、
学
外
の
方
々
に
ま

で
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
す
ば
ら
し
い
新
入
生
歓
迎

行
事
が
続
い
て
い
く
こ
と
を

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

▲入学式
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編　

集　

後　

記

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。
本
年
八
月
よ
り
学
術
委
員
長
を
退
任
し
、
広
報
局
長
へ
の
任
命
を
受
け

た
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
一
言
皆
様
方
に
御
礼

を
申
し
上
げ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
特
に
、
前
編
集
委
員
長
の
大
森
浩
二
先
生
に

は
長
年
の
会
報
の
作
成
と
い
う
激
務
を
賜
り
、
会
員
一
同
を
代
表
し
ま
し
て
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
私
が
広
報
局
長
を
務
め
る
の
は
い
さ
さ
か
荷
が
重

い
感
は
否
め
ま
せ
ん
が
、
よ
り
い
っ
そ
う
の
会
報
の
充
実
を
含
め
た
広
報
活
動

を
目
指
し
て
精
一
杯
励
ん
で
行
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
の
会
報
を
見
て
強
く
感
じ
ま
し
た
こ
と
は
、
卒
後
研
修
に
対
す

る
記
事
の
充
実
と
、
世
代
交
代
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。
思
え
ば
私
が
卒
後

研
修
や
ポ
ス
ド
ク
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
経
て
、
香
川
大
学
に
戻
っ
て
は
や
五
年

の
歳
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
同
窓
会
の
活
動
に
参
加
し
た
三
年
前
の
最
初
の
理

事
会
で
、「
卒
後
研
修
制
度
に
つ
い
て
は
、
一
分
で
も
一
秒
で
も
早
く
同
窓
会

と
し
て
で
き
る
対
策
を
す
べ
て
や
ら
ね
ば
、
香
川
大
学
の
未
来
は
な
い
」
と

生
意
気
を
言
っ
た
の
が
、
つ
い
先
日
の
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
本
会
報
で
も
報
告

し
て
お
り
ま
す
以
外
に
も
、
髙
橋
会
長
や
清
元
会
長
代
行
を
は
じ
め
と
し
ま
し

て
、
様
々
な
目
に
見
え
な
い
努
力
が
絶
え
間
な
く
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
後

も
卒
後
臨
床
研
究
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
と
し
た
諸
関
係
部
署
と
緊
密
な
連
携
を

進
め
、
よ
り
充
実
し
た
在
校
生
や
卒
後
研
修
生
へ
の
支
援
が
必
要
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
ま
た
私
は
八
期
生
で
三
十
七
歳
に
な
り
ま
す
が
、
会
報
で
も
私
よ
り

も
若
い
先
生
方
の
活
躍
の
記
事
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
実
際
、
私
個
人
の
研
究
教
育
活
動
に
お
き
ま
し
て
も
、
若
い
先
生
方
の
活

躍
に
遭
遇
す
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
中
に
は
麻
酔
科
の
岩
永
先
生
の
よ
う

に
、
学
生
な
ど
にICLS

の
講
習
を
行
っ
て
い
る
よ
う
な
愛
校
心
に
満
ち
た
活

動
な
ど
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
大
げ
さ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
六
十
年
代
ア
メ

リ
カ
国
民
を
奮
い
立
た
せ
たJF

ケ
ネ
デ
ィ
ー
の
〝
ニ
ュ
ー
フ
ロ
ン
テ
ア
〞「
国

家
が
何
を
あ
な
た
方
の
た
め
に
す
る
の
で
は
な
く
、
あ
な
た
方
が
国
家
の
た
め

に
何
が
出
来
る
か
を
問
い
給
え
」を
彷
彿
さ
せ
る
よ
う
な
感
激
す
ら
覚
え
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
私
自
身
も
ま
だ
ま
だ
若
輩
者
で
あ
り
、
す
べ
て
に
お
い
て
努
力
が
必

要
で
あ
る
こ
と
は
重
々
承
知
し
て
お
り
ま
す
が
、
同
時
に「
在
校
生
や
卒
業
生
、

あ
る
い
は
母
校
に
対
し
て
何
が
で
き
る
の
か
」
を
常
に
念
頭
に
お
き
、
こ
う

い
っ
た
若
い
先
生
方
の
後
方
支
援
に
つ
い
て
も
よ
り
充
実
し
た
活
動
に
参
加
し

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

讃
樹
會　

広
報
局
長　

西
山　
　

成

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ　
【
変
更
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。】

　

年
に
一
回
、
会
員
の
み
な
さ
ま
に
会
報
に
同
封
し
て
「
個
人
情
報
」
を

お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　

ご
面
倒
と
は
存
じ
ま
す
が
、
内
容
を
ご
確
認
の
上
、
変
更
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
同
封
の
「
変
更
届
」
に
ご
記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送
に
て

お
知
ら
せ
下
さ
い
。
メ
ー
ル
又
は
電
話
で
も
結
構
で
す
。
勤
務
先
、
自
宅

の
変
更
届
け
が
ま
だ
の
た
め
、
せ
っ
か
く
お
送
り
し
ま
し
た
会
報
、
会
員

名
簿
等
が
返
送
さ
れ
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
尚
、
毎
年
、
年
始
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
会
員
名
簿
を
二
〇
〇
七

年
は
発
行
し
な
い
予
定
で
す
の
で
、
こ
こ
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〈
同
窓
会
事
務
局
〉
Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
八
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香川大学医学部医学科同窓会讃樹會行き
（FAX：087‒840‒2291）

異　動　連　絡　票

該当するものに○をお付けください

卒業年　　ＳＨ　　　　年（第　　期）

開業医／産業医／勤務医／研修医
　その他（　　　　　　　　　　　　）

ふりがな 所属等（卒業時の入局先）

氏名
（旧姓・旧名） （　　　　　　　　　　　）

現住所 〒

TEL FAX

E-mal

勤務先 名称 部署

役職

〒

TEL FAX

E-mal

恒久的住所
（実家等連絡先）

〒
（氏名・続柄　　　　　　　　　　　　　　　　　）

TEL FAX

連絡事項及びメッセージ

※お願い
　名簿発刊時に記載不許可の項目は○で囲んでください。

※　印は記載しないで下さい。
※　連絡日　　年　　月　　日
※　処理日　　年　　月　　日




